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         このドキュメントについて

         このドキュメントには、SAS 9.4やSAS 9.4上で実行される製品の概要が記述されています。それぞれの製品のトピックの終わりには、製品ドキュメントに含まれる、より詳細な新機能トピックへのリンクが用意されています。ドキュメントがセキュリティで保護されている場合は、ライセンスされた顧客のみが新機能トピックにアクセスできます。セキュリティで保護されたドキュメントについては、新機能のトピックがソフトウェア製品ページにリンクされます。

         SAS 9.4の最初のリリースは2013年7月に出荷されました。SAS 9.4M1は2013年12月に出荷されました。SAS 9.4M2は2014年8月に出荷されました。SAS
            9.4M3は2015年7月に出荷されました。SAS 9.4M4は2016年11月に出荷されました。
         

         SAS製品の情報を入手されたい場合は、SASの担当者までご連絡ください。
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         1章: SAS 9.4について

         

         
         
         
            SAS 9.4の概要

            SASの配置と管理

            モバイルデバイスからSASへのアクセス

            ハイパフォーマンス分析の使用

            データの管理

            SAS Visual Analyticsとの統合
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         SAS 9.4の概要

         
            SAS 9.4には、各サイトのユーザーすべてに有益な機能が含まれています。 
               
               
                  
                     	
                        
                           IT部門には、SAS 9.4は、簡易なアーキテクチャ、強化されたセキュリティ、より多くの配置オプションを提供します。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS管理者には、SAS 9.4は、新しい管理機能と管理ツールを提供します。

                        

                     

                     	
                        
                           データ管理者向けに、DataFlux製品の統合により、さらに包括的なデータ管理のソリューションが作り出されました。さらに、新しいプログラミング言語を使用して、データを操作し、さまざまなデータソースからリレーショナルデータにアクセスできます。新しいプログラミング言語を使用して、データベース上のデータを更新したり、さまざまなソースからリレーショナルデータにアクセスしたりできます。

                        

                     

                     	
                        
                           SASプログラマは、ハイパフォーマンス分析を使用して、大量データを迅速に分析できます。マルチスレッド機能も追加され、単一マシンの配置で分析が実行できるようになりました。

                           SAS Studioでは、SASプログラマがSASコードを作成、編集、およびサブミットするためのWebブラウザベースのインターフェイスが提供されます。

                        

                     

                     	
                        
                           ビジネスユーザー向けに、SAS 9.4はモバイルアクセスオプションや、データのアクセス、レポート、探索に関するセルフサービスオプションを拡張しました。

                        

                     

                  

               

            

            SAS 9.4のライフサイクル中、メンテナンスリリースによりユーザーに新しい機能を提供し続けることができます。 
               
               
                  
                     	
                        
                           SAS 9.4M2 (2014年8月に出荷)には、SAS/STAT 13.2、SAS Enterprise Miner 13.2、SAS Contextual Analysis 13.2、SAS/ETS 13.2などの新しいリリースのSAS分析製品が含まれています。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS 9.4M3 (2015年7月に出荷)には、SAS/STAT 14.1、SAS Enterprise Miner 14.1、SAS Contextual Analysis 14.1、SAS/ETS 14.1などの新しいリリースのSAS StudioおよびSAS分析製品が含まれています。このメンテナンスリリースでは、SASのセキュア構成のサポートも強化されました。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS 9.4M4 (2016年11月に出荷)には、SAS/STAT 14.2、SAS Enterprise Miner 14.2、SAS Contextual Analysis 14.2、SAS/ETS 14.2などの新しいリリースのSAS StudioおよびSAS分析製品が含まれています。このメンテナンスリリースには、SAS Viya環境へのブリッジも含まれています。
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         SASの配置と管理

         
            クラウド配置によるソフトウェアの可用性の向上

            
               SAS 9.4では、グローバルな組織のユーザーすべてがSASを使用できるように、パブリッククラウドとプライベートクラウド環境にてソフトウェアを配置、管理、保守するツールやテクノロジを提供します。イノベーションを進められるように、クラウド開発プラットフォームを提供します。クラウド環境では、コンピューティングキャパシティの拡大に対する需要にIT部門が迅速に対応でき、ビジネスの成長に合わせてソフトウェア環境を拡大することを容易にします。

               また、SASでは、各サイトへの配置も、SAS Solutions OnDemandを使用してホストされたソリューションとしての配置も引き続きサポートします。

            

         

         
            SAS配置のコストと複雑さの軽減

            
               SAS 9.4では、JBoss、WebSphere、WebLogicなどのWebアプリケーションサーバーは必要ありません。SAS 9.4には、SAS Web Application
                  Serverと呼ばれる、中間層サーバーが埋め込まれています。このため、サードパーティのソフトウェアを購入して、統合し、保守やサポートをするために、時間と資金を費やす必要はありません。SAS
                  Web Application Serverはまた、IT管理を簡易化し、クラウド環境へのSASの配置をサポートします。
               

            

         

         
            SASソフトウェアオーダーのサブセット化

            
               SAS 9.4M3から、SAS Deployment Wizardを使用して、SASソフトウェアオーダーを分割(サブセット化)できるようになりました。オーダーをサブセット化すると、個々のSASクライアントのプロビジョニングが容易になり、ダウンロード時間とディスク領域が節約されます。デポをサブセット化すると、オペレーティングシステム、製品の種類、言語などの基準に基づいて指定した製品のみを使用して、オリジナルデポのコピーが作成されます。

            

         

         
            32ビットと64ビット動作環境のサポート

            
               SAS Applicationsは、通常、大規模なデータセットの処理に使用されます。環境のパフォーマンスが高くなると、この処理にプラスに働きます。SAS 9.4では、64-ビットWindows動作環境の追加メモリと処理機能が活用されます。

               SAS 9.4M1には、広範囲な製品に対する32-ビットWindowsサポートが実装されました。

            

         

         
            メタデータサーバーと中間層サーバーのクラスタリングによるダウンタイムの削減

            
               SAS 9.4では、組織内のユーザーがソフトウェアをより利用しやすくするために、メタデータサーバーと中間層サーバーのクラスタリングをサポートします。メタデータサーバークラスタは、同一のメタデータサーバーとして構成される3つ以上のノードのグループです。サーバーがクラスタ化され、同一データのコピーを各サーバーで管理している場合は、データ損失の脅威は大幅に減少します。クラスタ内の1ノードに障害が起こった場合、ユーザーは残りのノードで作業が継続でき、システムのダウンタイムの可能性を縮小できます。結果的に、クラスタリングによってワークロードが分散され、パフォーマンスが向上する場合もあります。

            

         

         
            SAS Environment Managerを使用したSAS管理者の管理機能の拡張

            
               SAS環境のWebベースのモニタリングソリューションである新しいSAS Environment Managerを使用すると、SAS管理者は拡張管理機能にアクセスできます。SAS
                  Environment Managerを使用して、SAS Web Application Serverの管理やSAS Foundation Serverのモニタリングなどの、SASリソースの管理やモニタリングが行えます。モニタリングしたリソースのデータを収集して、メトリックスに基づきチャートを作成し、リソースの健全性と操作の包括的なビューを提供します。リソースの自動検出、ログイベントのモニタリング、アラートのレポートなどの機能も提供します。さらに、アプリケーションでは、管理者がメタデータオブジェクトへのアクセス管理を行えます。
               

            

         

         
            セキュリティの強化

            
               SAS 9.4以降、SAS/SECUREはBase SASに同梱されます。SAS/SECUREの個別のライセンスは必要ありません。SAS/SECUREは、業界標準の高度暗号化標準(AES)と64ビットのsaltを使用して、セキュリティオプションを拡張しています。

               SAS 9.4M3から、SASに新しい信頼できるCA証明書バンドルが同梱され、SASの安全な配置がより簡単になります。すべてのホスト上のSASインストールでSAS
                  Deployment Managerを使用して、CA証明書と信頼できるMozilla CAバンドルの更新プロセスを自動化できます。SASインストール後、SAS Deployment
                  Managerを使用して、このリストに独自の信頼できる証明書を追加できます。
               

               セキュリティの“強化機能”は、使用が広がりつつある業界フレーズです。これは、システム表層の脆弱性を減らすことによって、そのシステムをセキュリティ保護するプロセスです。

               SASは、コーディング標準に従って、レビューとテストを実行し、SAS製品を継続的に改善しています。詳細については、Security Assurances from SASおよびSAS Software Security Framework: Engineering Secure Productsを参照してください。
               

               SASソフトウェアでは、セキュリティの“強化機能”に、サードパーティコンポーネントのアップグレード、フラグ設定された脆弱性の対処、抜け穴の閉鎖、資格情報が適切に暗号化されているかの確認などが含まれます。セキュリティの“強化機能”には、シングルサインオン接続、暗号化された接続のための最低暗号レベルの設定、およびセキュリティで保護された接続がシステムまたは管理タスクを妨害しないかの確認も含まれます。SAS
                  9.4M4では、サードパーティコンポーネントの更新、ホットフィックスの組み込み、およびセキュリティ関連ドキュメントの更新が変更に含まれています。デフォルト設定の変更や使用可能な構成オプションの詳細については、Encryption in SAS、SAS Intelligence Platform: Security Administration GuideおよびSAS Intelligence Platform: Middle-Tier Administration Guideを参照してください。
               

               従来どおり、SAS製品にホットフィックスや更新を定期的に適用することを可能にするプロセスの採用をお勧めします。最新の情報や更新を得るには、Hot Fix Announcements communityを購読し、Security Bulletins from SASを確認してください。
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         モバイルデバイスからSASへのアクセス

         
            SASレポートは、会議中、旅行中、または外出中の役員によって利用されることがあります。ビジネスプロフェッショナルのニーズを満たすために、SASレポートはモバイルデバイスから使用できるようになりました。SAS
               Output Delivery Systemの新しいODS EPUB出力先では、iPad、iPhone、またはiPodのApple iBooksアプリで最適に読める電子書籍形式でSASレポートを作成します。
            

            ODSは、HTML5とMicrosoft PowerPointへの出力もサポートします。

            SAS Enterprise BI Serverのライセンスがある場合は、SAS Mobile BIアプリを使用できます。
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         ハイパフォーマンス分析の使用

         
            ハイパフォーマンス分析を使用した大量データの分析

            
               大量データを使用する分析モデルを開発する場合、SASは、分散環境での分析実行を可能にするIn-Memory分析を提供します。複数ノードが同じタスクを並列で処理するため、In-Memory分析ではパフォーマンスが大幅に向上します。
                  
                  SAS 9.4では、次の分野に特化した6つの新たなハイパフォーマンス分析製品を使用できます。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS High-Performance Statistics

                           

                        

                        	
                           
                              SAS High-Performance Data Mining

                           

                        

                        	
                           
                              SAS High-Performance Text Mining

                           

                        

                        	
                           
                              SAS High-Performance Econometrics

                           

                        

                        	
                           
                              SAS High-Performance Optimization

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            単一マシン配置でのマルチスレッド機能の使用

            
               これらの製品の分析プロシジャは、従来のSAS分析製品(SAS/STATなど)からも使用可能です。これらのSAS High-Performance Analyticsプロシジャは従来のSAS分析製品から使用可能であるため、これらのハイパフォーマンス分析プロシジャを単一マシン配置で実行できるようになりました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS Enterprise Miner

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ETS

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Forecast Server

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/OR

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/STAT

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Text Miner
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         データの管理

         
            統合情報管理プラットフォームの構築

            
               SASは、データ品質、データ統合、データガバナンスとマスタデータ管理ソリューションから成るDataFluxスイートを完全に統合しました。DataFluxブランドをSASに組み込むことで、分析や決定管理をサポートするデータ管理やガバナンスを超えた、より統合された情報管理アプローチをユーザーが構築するのに役立ちます。

               DataFlux製品は、いくつかはSASに名前が変更されましたが、それ以外も将来的には変更される予定です。たとえば、DataFlux Federation Serverは現在SAS
                  Federation Serverです。個別にライセンスされるかわりに、DataFlux製品は、他のSAS製品も含むSASソフトウェアオファリングに組み込まれるようになりました。オファリングの変更は、ライセンスの更新に影響する場合があります。
               

            

         

         
            DS2を使用した高度なデータ操作のIn-Databaseの実行

            
               DS2は、高度なデータ操作とアプリケーションに適したSAS独自のプログラミング言語です。DS2はBase SASに含まれており、SAS DATAステップと一緒に使用されます。また、データ型、ANSI
                  SQL型、プログラミング構造要素、ユーザー定義のメソッドとパッケージもより多く含まれています。
               

               SQLによる入力テーブルの事前処理ができるように、DS2のSETステートメントはFedSQL構文をサポートします。ランタイムで生成されるクエリは、DS2とサポートされている任意のデータベース間でデータを対話操作で交換できます。SAS
                  In-Database Code Acceleratorを使用すると、DS2スレッド対応パッケージをデータベースで実行できます。
               

            

         

         
            SAS FedSQLの使用によるリレーショナルデータ管理の最適化

            
               SAS FedSQLは、ANSI SQL:1999コア規格のSAS独自の実装です。これにより、新しいデータ型、他のANSI 1999コア準拠機能、独自の拡張がサポートされます。FedSQLが提供するデータのアクセステクノロジにより、スケーラブルで、スレッド対応、ハイパフォーマンスな方法で、複数データソースにあるリレーショナルデータをアクセス、管理、共有できます。可能な場合、FedSQLクエリは、大規模な操作の問題を解決するためにマルチスレッドアルゴリズムを使用して最適化されます。

               SAS FedSQLを使用すると、データソースごとに異なるSQLクエリを実行することなく、複数のデータソースにアクセスできます。同一のFedSQLクエリが複数のデータソースで使用され、結果は1つのテーブルに表示されます。FEDSQLプロシジャを使用すると、Base
                  SASセッションからFedSQL言語ステートメントをサブミットできます。
               

            

         

         
            データアクセスの向上

            
               SAS 9.4では、Oracle、DB2、TeradataへのSAS/ACCESSエンジンが拡張され、READとWRITEのパフォーマンスが向上しました。また、新しいSAS/ACCESSエンジンが複数提供されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Amazon Redshift

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Hadoop

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to HAWQ

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Impala

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to the PI System

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to PostgreSQL

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to SAP HANA

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Vertica

                           

                        

                     

                  

               

               注: SAS/ACCESS Interface to ImpalaとSAS/ACCESS Interface to the PI SystemがSAS 9.4M2に追加されました。SAS/ACCESS Interface to HAWQがSAS 9.4M3に追加されました。
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         SAS Visual Analyticsとの統合

         
            SAS 9.4のライフサイクル中、SASプロシジャはSAS Visual Analyticsとの統合が続けられます。多くのこれらのプロシジャは、SAS製品へのアクセスに使用できる単一インターフェイスであるSASホームから起動できます。さらに、一部の製品にはSAS
               Visual Analytics ViewerまたはSAS Visual Analytics Administration and Reportingが含まれます。詳細については、SAS製品のドキュメントページを参照してください。
               
               次に、SAS Visual Analyticsに統合されたSAS製品の一部を示します。

               
                  
                     	
                        
                           SAS Anti-Money Laundering

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Business Rules Manager

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Enterprise GRC

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Financial Management

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Model Risk Management

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Visual Statistics
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         2章: SAS Foundation

         

         
         
         
            Base SAS 9.4

            SAS/ACCESS

            SAS/CONNECT 9.4

            SAS/GIS 9.4

            SAS/GRAPH 9.4

            SAS Grid Manager 9.4

            SAS/SHARE 9.4

            SAS Scalable Performance Data Server

            SAS Studio

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         Base SAS 9.4

         
            DS2言語

            
               DS2は、高度なデータ操作とアプリケーションに適したSAS独自のプログラミング言語です。DS2はBase SASに組み込まれており、SAS DATAステップと併用されます。また、データ型、ANSI
                  SQL型、プログラミング構造要素、ユーザー定義のメソッドとパッケージもより多く含まれています。複数のDS2言語要素で埋め込みFedSQL構文が使用できます。実行時生成クエリでは、DS2と任意のサポートされているデータベースとの間で対話的にデータを交換できます。この機能によって入力テーブルのSQL前処理が可能になり、2つの言語の力を効果的に結合できるようになります。DS2プロシジャを使用すると、Base
                  SASセッションからDS2言語ステートメントをサブミットできます。SAS Embedded Processの機能を活用して、SAS In-Database Code
                  AcceleratorでDS2スレッドプログラムをデータベースにパブリッシュし、データベース内で並列にスレッドプログラムを実行できます。
               

               
                  
                  SAS 9.4M1では、次のDS2の変更が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS In-Database Code Acceleratorの動作が変更され、デフォルトでは、DS2コードはデータベース内で実行されません。DS2コードをデータベースに送信するには、オプションを設定する必要があります。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS In-Database Code Accelerator for Teradataでは、データベース内でDS2データプログラムとスレッドプログラムを実行できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいDS2構成とランタイムロガーがSASログ機能に追加されました。

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  SAS 9.4M2では、次のDS2の変更が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS In-Database Code Accelerator for Hadoopでは、データベース内でDS2データプログラムとスレッドプログラムが実行されます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しい事前定義HTTPパッケージを使用して、WebサービスにアクセスするためのHTTPクライアントを作成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいロガーを使用して、SASログ機能によってHTTPトラフィックのログを記録できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SQLSTMTパッケージのインスタンス作成時に、接続文字列パラメータを使用できます。

                           

                        

                     

                  

               

               2015年2月のリリースでは、SAS In-Database Code Accelerator for HadoopはHCatalogを使用して複雑な非区切りファイルを処理しています。HCatalogを使用すると、SAS
                  In-Database Code Accelerator for HadoopでAvro、ORC、RCFile、Parquetなどのファイルの種類のサポートが可能になります。さらに、現在ではDBCREATE_TABLE_OPTSテーブルオプションを使用して、出力SerDe、Hiveテーブルの出力区切り記号、出力ESCAPED
                  BY文字、およびHiveで許可されたその他のCREATE TABLE構文を指定できます。
               

               
                  
                  SAS 9.4M3では、次の変更と拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS In-Database Code Acceleratorでは、SETステートメントを使用した複数テーブルと埋め込みSQLの読み取りのサポート、HDFS-SPDエンジンファイル形式の読み書き、およびSASログからMapReduceジョブへのリンクによるHadoop関連エラーメッセージの検出が行われます。SETステートメントによって複数テーブルと埋め込みSQLがサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              DS2_OPTIONSステートメントを使用すると、DS2プログラムの複数のデフォルト動作を変更できます。

                           

                        

                        	
                           
                              FMTINFO( )関数を使用すると、出力形式と入力形式のどちらを使用するのかを決定したり、その出力形式や入力形式に関する情報を取得したりできます。この関数では、出力形式または入力形式のカテゴリ、説明、出力形式幅の値、小数点以下の桁数の値も返されます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しい3つのSQLSTMTメソッドを使用すると、列の数、列番号から列名前、そして列番号から列の種類を取得できます。

                           

                        

                        	
                           
                              JSON DS2パッケージを使用すると、JSONテキストを解析できます。

                           

                        

                        	
                           
                              D2TXパッケージを使用すると、タイムゾーン処理を実行できます。

                           

                        

                        	
                           
                              MERGEステートメントを使用すると、データをマッチマージできます。

                           

                        

                        	
                           
                              埋め込みSQLテキストのSELECTステートメントでは、PARTITION BY、ORDER BY、INDSNUM、WHERE句がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              BESTDOTX.出力形式を使用すると、現在のロケールに関係なくUSロケールベースの値を作成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              DBCREATE_TABLE_OPTSテーブルオプションを使用すると、テーブルをパーティションに分割できます。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M4では、次の変更と拡張が行われました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              パッケージの内部使用向けの属性やメソッドに対するプライベートアクセス修飾子がサポートされるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              2つの新しい関数DIFおよびLAGを使用すると、変数や式の前の値にアクセスできます。これらの関数は、ラグと級数の差の計算に役立ちます。

                           

                        

                        	
                           
                              DOステートメントで、カンマで区切った複数のインデックス変数句を使用できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいINTNEST関数は、より大きな間隔の期間内に収まる小さい間隔の全期間の数を計算します。

                           

                        

                        	
                           
                              3つの新しい自動変数_HOSTNAME_、_NTHREADS_、および_THREADID_を使用すると、スレッド全体の問題をサブセット化できます。

                           

                        

                        	
                           
                              TIMEおよびTIMESTAMPの精度は、THREADとDATAの境界を越えて保持されるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS DS2 Language ReferenceとBase SAS Procedures Guideを参照してください。
               

            

         

         
            FedSQL言語

            
               SAS FedSQLは、ANSI SQL:1999コア規格のSAS独自の実装です。これにより、新しいデータ型、他のANSI 1999コア準拠機能、独自の拡張がサポートされます。FedSQLが提供するデータのアクセステクノロジにより、スケーラブルで、スレッド対応、ハイパフォーマンスな方法で、複数データソースにあるリレーショナルデータをアクセス、管理、共有できます。可能な場合、FedSQLクエリは、大規模な操作の問題を解決するためにマルチスレッドアルゴリズムを使用して最適化されます。FedSQLは、アプリケーションには、すべてのデータソースにおいて共通のSQL構文を提供します。つまり、FedSQLはベンダに依存しないSQLダイアレクトであり、データソースに固有のSQLダイアレクトでクエリをサブミットせずに各種データソースのデータにアクセスします。さらに、1つのFedSQLクエリで複数データソースのデータをターゲットとして、1つの結果テーブルを返すこともできます。FEDSQLプロシジャを使用すると、Base
                  SASセッションからFedSQL言語ステートメントをサブミットできます。
               

               初回リリースで、FedSQLでは、SASデータセット、SAS Scalable Performance Data Engine (SPD Engine)データセット、およびAster、DB2
                  for UNIX/PC、Greenplum、MySQL、Netezza、ODBCデータベース(Microsoft SQL Serverなど)、Oracle、SAP
                  (読み取り専用)、Sybase IQ、Teradataなどのデータベースへのアクセスが提供されました。
               

               SAS 9.4M1では、メモリデータストア(MDS)、SAP HANA、SASHDATデータソースのサポートが追加されました。

               
                  
                  SAS 9.4M2では、次のFedSQL拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              Hive、HDMDおよびPostgreSQLデータソースのサポート。各データソースに対してすべてのFedSQLステートメントがサポートされているわけではありません。ステートメントのサポートを確認するにはFedSQLステートメントのドキュメントを参照してください。

                           

                        

                        	
                           
                              ODBCのCAST関数で、あるデータ型から別のデータ型に値を変換できます。

                           

                        

                        	
                           
                              インデックスの作成時に、DBMS固有の句を追加できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SASHDATファイルを圧縮できます。

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  SAS 9.4M3では、次のFedSQL拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              HadoopのHAWQおよびImpalaの配布のサポート。Impalaのサポートにはバルクロードが含まれます。

                           

                        

                        	
                           
                              DBCREATE_TABLE_OPTS=テーブルオプションを使用すると、DBMS固有の構文を指定してCREATE TABLEステートメントに追加できます。

                           

                        

                        	
                           
                              ENCODING=テーブルオプションを使用すると、SASデータセットに対してエンコーディングを設定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              HDMDでのデータ定義および読み取りにDECIMAL/NUMERIC(p,s)データ型を使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              Hiveでのデータ定義および読み取りにDECIMAL/NUMERIC(p,s)データ型およびVARBINARYデータ型を使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              HiveのARRAY、MAP、STRUCT、UNION複合型はHiveから読み取ります。

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  SAS 9.4M4では、次のFedSQL拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Scalable Performance Data (SPD) Serverテーブルの読み書きに対するサポート

                           

                        

                        	
                           
                              新しいDESCRIBE TABLEステートメント

                           

                        

                        	
                           
                              Hiveテーブルの作成および読み取り時の3レベル名に対するサポート

                           

                        

                        	
                           
                              複数の新しい関数に対するサポート

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS FedSQL Language ReferenceとBase SAS Procedures Guideを参照してください。
               

            

         

         
            Hadoopのサポート

            
               SAS 9.4M1では、SPD Engineを使用し、HDFSを介してHadoopクラスタのデータの読み取り、書き込み、更新を行えます。さらに、HADOOPプロシジャを使用して、構成プロパティをHadoopサーバーにサブミットできるようになりました。

               
                  
                  SAS 9.4M2では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Hadoop Configuration Guide for Base SAS and SAS/ACCESSは、support.sas.comでHadoopのサードパーティサイトから入手できます。このドキュメントでは、SASテクノロジを使用してHadoopに接続できるようにSASコンポーネントを構成する方法を説明します。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              Hadoop MapReduceジョブ情報をSASログに書き込むことができます。

                           

                        

                        	
                           
                              SPD Engineによって、Hadoopのパフォーマンスが向上されています。

                           

                        

                        	
                           
                              WebHDFSからHDFSコマンドをサブミットできます。

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  SAS 9.4M3では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              HADOOPプロシジャを使用すると、SASクライアントマシンにアクセス可能な物理的な場所にHadoop構成ファイルをコピーして、SAS_HADOOP_CONFIG_PATH環境変数を構成ファイルの場所に設定することで、Hadoopクラスタに接続できるようになりました。また、再帰アクションを要求して、複数のHDFSステートメントオプションに指定したディレクトリおよびサブディレクトリに対する操作を実行することもできます。BINARYおよびDECIMALデータ型に対するサポートが追加され、オプションが追加されて、生成済みSQLコードの自動作成が拡張され、トランスコードエラーが制御されるようになりました。

                              HADOOPプロシジャの詳細については、Base SAS Procedures Guideを参照してください。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              新しいHDFSステートメントオプションでは、ファイルの内容の表示、ファイルアクセス許可の変更、HDFSファイルのリスト出力が行われます。さらに、Apache Oozie
                                 RESTful APIを介してMapReduceプログラムとPig言語コードをHadoopクラスタにサブミットできます。HDFSコマンドの詳細については、“FILENAME
                                 (Hadoop Access Method)” (SAS Statements: Reference)を参照してください。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SPD Engineでは、HDFSに保存されたデータへの現在のアクセスが、新しい分散ロックマネージャで拡張されています。並列処理はデータの書き込みのために拡張されています。SPDデータセットは、HDFSでHiveを介して読み取れます。詳細については、SAS 9.4 SPD Engine: Storing Data in the Hadoop Distributed File Systemを参照してください。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS FedSQL言語では、次のデータ型に対するサポートが拡張されました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          HDMDでのデータ定義および読み取りのためにDECIMAL/NUMERIC(p,s)データ型がサポートされます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Hiveでのデータ定義および読み取りのためにDECIMAL/NUMERIC(p,s)データ型およびVARBINARYデータ型がサポートされます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          HiveのARRAY、MAP、STRUCT、UNION複合型はHiveから読み取ります。

                                       

                                    

                                 

                              

                              さらに、SQOOPプロシジャを使用すると、SASセッション内でApache Sqoopにアクセスして、データベースとHDFS間でデータを転送できます。SQOOPプロシジャの詳細については、Base SAS Procedures Guideを参照してください。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M4から、FILENAMEステートメントのHadoopアクセス方式で、Knoxセキュリティがサポートされるようになりました。

               詳細については、次のドキュメントを参照してください。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SASおよびHadoopの概要については、SAS and Hadoop Technology: Overviewを参照してください。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              共通配置シナリオについて学習するには、SAS and Hadoop Technology: Deployment Scenariosを参照してください。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Hadoopの詳細については、SAS/ACCESS to Relational Databasesを参照してください。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              Hadoopのサポートと、サポートされているHadoopディストリビューションのリストについては、SAS 9.4 Support for HadoopおよびSAS 9.4 Supported Hadoop Distributionsを参照してください。
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            パフォーマンスの向上

            
               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              大量のデータをより効率的に処理するために、新しいシステムオプションでは、ページ境界でデータとユーティリティファイルを揃え、SASライブラリのページサイズをRAIDストライプと同じサイズに設定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              ページサイズと論理レコード長のデフォルトサイズを決定する最適化プロセスが拡張されました。

                           

                        

                        	
                           
                              Scalable Performance Data Engine (SPD Engine)では、開いているSPD Engineファイルのキャッシュが可能です。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M2では、SPD EngineによってI/O制御と効率が拡張され、Hadoopのパフォーマンスが向上します。

               詳細については、SAS System Options: Reference、SAS Language Reference: Concepts、およびSAS Scalable Performance Data Engine: Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            セキュリティの強化

            
               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS/SECUREはSAS Systemの製品で、現在はBase SASに組み込まれています。以前のリリースでは、SAS/SECUREは、別々にライセンスされたアドオン製品でした。SAS/SECUREの個別ライセンスは必要なくなりました。この変更によって、すべての配置で強力な暗号化を行えるようになりました(輸入制限による禁止の場合を除く)。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/SECUREでは、業界標準の高度暗号化標準(AES)と64ビットのsaltを使用して、セキュリティを強化します。セキュリティをサポートするSAS言語コンポーネントでは、AES暗号化を使用して、SASデータを暗号化して保護します。

                           

                        

                        	
                           
                              SASでは、大文字と小文字が混在するパスワード、最大で100文字までのパスワードフレーズに対するIBM標準がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              SASデータセットのセキュリティを強化するには、メタデータオブジェクトに関連付けられた物理ライブラリであるメタデータバインドライブラリに配置します。

                           

                        

                        	
                           
                              SASログ機能では、SAS/CONNECT Spawnerと暗号化アクティビティのサポートと、ログ構成の変更、SASデータセットのアクセス、メタデータバインドライブラリのアクセスの監査がサポートされます。ロガーアクティビティとレベル設定のセキュリティを強化できます。

                           

                        

                        	
                           
                              電子メールのセキュリティが拡張されました。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M1では、UNIXとz/OS Foundation Serverに対するTLS証明機関の新しいデフォルト場所が提供され、UNIXとz/OSのクライアント/サーバーでのTLS証明書のサブジェクト代替名に対するサポートが実装されました。また、このリリースでは新たに、メタデータバインドライブラリに対して権限のあるユーザーが、キー入力コードを指定しなくてもデータにアクセスできるようになりました。

               SAS 9.4M3では、SAS Deployment Wizardによって、UNIXおよびz/OS環境内やWindowsおよびUNIX上のJavaアプリケーション用のTLS証明書の更新処理が自動化されています。UNIXおよびz/OS環境では、インストールプロセスで、信頼できるCA証明書のMozillaバンドルが設定されます。インストールには、証明書の信頼リストとして使用されるファイルも含まれます。UNIX環境では、信頼できる証明書は、SAS-installation-directory/SASSecurityCertificateFramework/1.1/cacerts/trustedcerts.pemの信頼できるCAバンドルに置かれるようになりました。インストール中に、SAS Deployment Wizardによって、SAS-installation-directory/sasv9.cfgファイルでSSLCALISTLOCシステムオプションがtrustedcerts.pemファイルを示すように設定されます。
               

               SAS Deployment Managerを使用すると、証明書の信頼できるバンドルに証明書を追加したり、その証明書を削除したりすることができます。新しい環境変数を使用すると、OpenSSLに対する最小TLSプロトコルの指定や、OpenSSL暗号の指定を行えます。

               SASでは、UNIXおよびz/OSでTLSのOpenSSLバージョンが提供されます。SAS 9.4リリースおよびSAS 9.4のすべてのメンテナンスリリースでは、ソフトウェアリリース時にOpenSSLの更新バージョンが提供され、ホットフィックスを介して最新の状態に保たれます。SASコンポーネントを考慮したOpenSSLセキュリティアドバイザリの最新情報については、SAS Statement Regarding OpenSSL Security Advisoriesを参照してください。
               

               詳細については、Encryption in SAS、Base SAS Procedures Guide、SAS Logging: Configuration and Programming Reference、SAS System Options: Reference、SAS Guide to Metadata-Bound Librariesを参照してください。
               

            

         

         
            新しいサポート環境でのDATAステップの実行

            
               SAS 9.4M1では、DATAステップが、SAS LASR Analytic Server内とHadoop内で、SAS/ACCESSとSAS Embedded Processを使用して、制限付きでIn-Memoryを実行しました。HadoopのDATAステップ処理はプリプロダクション版です。

               SAS 9.4M2では、HadoopのDATAステップ処理が、プリプロダクションステータスからプロダクションステータスに移動しました。

               詳細については、SAS LASR Analytic Server: Reference GuideおよびSAS In-Database Products: User’s Guideを参照してください。
               

            

         

         
            SAS出力の拡張

            
               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              Output Delivery System (ODS)のレポート作成インターフェイス(RWI)では、事前定義されたODSオブジェクトをDATAステップで作成、操作して、高度にカスタマイズされた出力を作成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいODS出力先を使用すると、EPUB、HTML5、Microsoft PowerPointファイルを作成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              テキストの作成とテンプレートのリストが可能になりました。

                           

                        

                        	
                           
                              ODS出力オブジェクトをページ上の位置に正確に配置したり、グリッド構造を使用した動的配置を行ったりすることができます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいプロシジャでは、1つのステートメントで、テーブルテンプレートが作成され、入力データセットにバインドされます。

                           

                        

                        	
                           
                              システムオプションを設定して、複数ページのGIFイメージとSVGファイルをアニメーション表示にできます。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M1では、カスケーディングスタイルシートの適用が可能になりました。また、EPUB 3標準のサポートが実装されました。

               SAS 9.4M2では、EPUB、EPUB3およびHTML5出力先の拡張が行われました。

               
                  
                  SAS 9.4M3では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              ODS EXCELステートメントを使用するMicrosoft Excelのサポート。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいプロシジャMSCHARTでは、Microsoft Excelで開いたり操作したりできるチャートが作成されます。

                           

                        

                        	
                           
                              デフォルトEPUBバージョンはEPUB3です。

                           

                        

                        	
                           
                              ODS EPUB3では、埋め込みビデオ、オーディオ、およびイメージがサポートされます。この機能は、レポート作成インターフェイス(RWI)、およびODS ESCAPECHARステートメントと一緒に使用されるインラインフォーマティング関数を使用して提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              ODS EPUB3ステートメントでは、目次内の数字やカスタムエントリに対する新しいEVENT=値がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              ODS POWERPOINTステートメントでは、スライド背景に対するスタイルオプションがサポートされるようになりました。このステートメントでは、スライド切り替えの変更とその効果もサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              ODS HTML5では、埋め込みビデオおよびオーディオがサポートされます。この機能は、レポート作成インターフェイスを使用して提供されます。

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  SAS 9.4M4では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいHEADINGステートメントがODSTEXTプロシジャに追加されました。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいDESCRIPTION=オプションが、メソッドIMAGE、LAYOUT_ABSOLUTE、LAYOUT_GRIDDED、REGION (絶対)、REGION
                                 (グリッド)、TABLE_STARTに追加されました。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              新しいDESCRIPTION=オプションでは、レイアウトやレイアウト領域の代替テキストが指定されます。DESCRIPTION=オプションが新しく追加されたのは、ステートメントODS
                                 LAYOUT ABSOLUTE、ODS LAYOUT GRIDDED、ODS REGIONステートメント(絶対)、ODS REGIONステートメント(グリッド)です。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              ODS GRAPHICSステートメントでは、次のオプションがサポートされています。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          NBINSMAX=では、ヒストグラムのために処理されるビンの最大数を指定します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          NXYBINSMAX=では、ヒートマップのために処理されるビンの最大数を指定します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          ODS HTML5出力先では、アクセシビリティがサポートされています。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          新しいプリプロダクションACCESSIBLE_GRAPHオプションが、ODS HTML5ステートメントに追加されました。ACCESSIBLE_GRAPHオプションでは、ODS
                                             Graphicsで作成されたグラフにアクセシビリティメタデータが追加されます。
                                          

                                          視覚障害のあるユーザーは、SAS Graphics Acceleratorを使用してグラフにアクセスできます。このアクセラレータは、メタデータで作成されたSASデータビジュアルの代替表現をユーザーに提供します。詳細については、SAS Graphics Acceleratorのソフトウェア製品ページを参照してください。
                                          

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Output Delivery System: User’s Guide、SAS Language Reference: Concepts、およびSAS System Options: Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            ODS統計グラフの拡張

            
               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              ODS Graphics製品に、軸に沿ったテキストデータの行または列を作成する軸テーブルなど、複数の新しいプロットの種類が用意されました。

                           

                        

                        	
                           
                              グラフ出力の制御と拡張のために、多くのプロットレイアウト、パネル、軸のオプションが追加されました。たとえば、ODSスタイルテンプレートを変更せずにグループ値の表示属性をカスタマイズできるようになりました。また、グラフデータ属性のローテーションに色を優先させるパターンを指定することもできます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいサブピクセル表示機能によって、折れ線グラフの曲線がより滑らかになり、棒グラフの間隔調整がより統一的になりました。

                           

                        

                        	
                           
                              ODS Graphics製品には、テキストを通常表示する余地がない場合にデータラベル、曲線ラベル、軸目盛値を調整または分割するための追加オプションが提供されました。データラベル位置指定アルゴリズムが向上し、データラベルとそのデータマーカーの位置指定が向上されました。さらに、複数のオブザベーションに同じ応答値がある場合、データマーカーを調整できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              ODS Graphics Designerには、データに基づいてさまざまなグラフを自動生成する自動チャート機能が導入されています。

                           

                        

                        	
                           
                              ODS Graphics製品スイートには、Graph Template Language、ODS Graphicsプロシジャ、ODS Graphics Designer、ODS
                                 Graphics Editorが含まれます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M1では、ODS Graphicsのプロット、チャート、パネルの追加や変更が行われました。

               SAS 9.4M2では、ODS Graphicsに、新しいテキストプロットと、グラフィック出力に対する複数の拡張があります。

               SAS 9.4M3では、ODS Graphicsに複数の新しいプロットステートメントが追加され、プロット、凡例、軸、軸テーブル、属性マップに対して広範囲の拡張が行われました。ODS
                  Graphics Designerを使用すると、より高度なグラフを作成できます。ODS Graphics Editorでは、新しいプロットの種類の編集や、SAS/QCプロシジャで生成されたグラフの属性の注釈設定や編集がサポートされます。ODS Graphics Editorのビューポート関数が3-Dグラフのビューを調整し、ヒストグラムおよび密度プロットでグループがサポートされます。すべてのODS
                  Graphicsについて、サブピクセル表示を導入した結果、イメージがより鮮明になりました。
               

               SAS 9.4M4から、次の新機能と拡張が実装されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              ELLIPSEステートメントがSGPANELプロシジャに追加されました。このステートメントは、信頼楕円や予測楕円を別のプロットに追加します。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいELLIPSEPARMステートメントが、SGPLOTおよびSGPANELプロシジャに追加されました。ELLIPSEPARMステートメントは、指定した軸の長さ、指定した長軸の傾き、および楕円の中心を使用して楕円をプロットします。ELLIPSEPARMステートメントが楕円の位置と形状を導き出すために入力データに対して計算を実行することはありません。

                           

                        

                        	
                           
                              NBINSMAXおよびNXYBINSMAXオプションがODS GRAPHICSステートメントに追加されました。これらのオプションでは、それぞれ、ヒストグラムとヒートマップのために処理されるビンの最大数を指定します。

                           

                        

                        	
                           
                              LINEJOINオプションが、Graph Template LanguageのSERIESPLOTステートメントに追加されました。このオプションでは、区分線の頂点の形状を指定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS ODS Graphics: Procedures Guideのアクセシビリティトピックが拡張され、ODS Graphicsプロシジャで作成したグラフのアクセシビリティについての情報が追加されました。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Graph Template Language: Reference、SAS ODS Graphics: Procedures Guide、SAS ODS Graphics Designer: User’s Guide、SAS ODS Graphics Editor: User’s Guideを参照してください。
               

            

         

         
            ロックダウン状態

            
               SAS 9.4M1では、SAS Server管理者は、クライアント/サーバー環境で実行する場合にSASクライアントにディレクトリとファイルの特定セットへのアクセスを許可する環境を作成できます。それ以外のすべてのディレクトリとファイルへのアクセスはできません。SASがロックダウン状態の場合、複数のSAS言語要素へのアクセスが制限されます。

               SAS 9.4M2では、SASセッションがロックダウンされると、デフォルトで特定のアクセス方式とその関連プロシジャが無効化されます。

               詳細については、SAS Language Reference: Conceptsを参照してください。各SAS製品でこの機能をサポートするかどうかを確認するには、そのSAS製品の管理者ガイドを参照してください。
               

            

         

         
            データセットと変数のカスタマイズ属性の作成

            
               データセットと変数の属性を作成し、拡張属性を使用して入力した情報を含めることができます。拡張属性はデータセットの一部であり、DATASETSプロシジャによって管理されます。データセットを処理するプロシジャ(CPORT、DOWNLOAD、SQLなど)では、拡張属性がサポートされます。詳細については、SAS Language Reference: Conceptsを参照してください。
               

            

         

         
            SASセッション間のSAS環境の保持

            
               Workライブラリのデータセットとカタログや、グローバルステートメントの値、マクロ変数の値、システムオプションの値をSASセッション間で保持できます。詳細については、SAS Language Reference: Concepts、SAS System Options: Reference、およびBase SAS Procedures Guideを参照してください。
               

            

         

         
            JavaScript Object Notation (JSON)の書き込み

            
               SASデータセットは、JSON表現で外部ファイルに書き込まれます。SAS 9.4M3では、DS2 JSONパッケージを使用すると、JSONテキストの作成と解析を行えます。

               SAS 9.4M4では、JSON LIBNAMEステートメントを使用して、ライブラリ参照名とJSONドキュメントを関連付けられます。

               詳細については、Base SAS Procedures Guideを参照してください。
               

            

         

         
            JMPを使用したSASデータセットの表示

            
               JMP Graph Builder iPadなどのJMPアプリケーションを使用すると、SASデータセットをJMPファイルに変換して表示できます。詳細については、Base SAS Procedures GuideおよびSAS Statements: Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            ストリームデータの処理

            
               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS 9.4では、入力ストリームのSASマクロ指定を含む任意のテキストが処理されます。ストリームのマクロコードは、展開してファイルに保存されます。

                           

                        

                        	
                           
                              ストリームレコード形式は、SFTPアクセス方式で処理されます。データは、イメージ(バイナリ)モードで転送されます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、Base SAS Procedures GuideおよびSAS Statements: Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            SharePointドキュメントライブラリへの書き込み

            
               WebDAVアクセス方式を使用すると、SharePointドキュメントライブラリへのファイル書き込み、認証ドメインメタデータオブジェクトの名前指定、ディレクトリの作成と削除を行えます。詳細については、SAS Statements: Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            ユーザーテキストの読み取り

            
               DATAURLアクセス方式によって、文字、URLエンコード文字、BASE64データが読み取られます。詳細については、SAS Statements: Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            ZIPファイルの読み取り

            
               新しいZIPアクセス方式によって、ZIPファイルが読み取られます。詳細については、SAS Statements: Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            タイムゾーンを使用した時間値と日時値の処理

            
               SAS言語では、協定世界時(UTC)に基づくタイムゾーンがサポートされるようになりました。データセットとカタログのタイムスタンプでは、特定のタイムゾーンに基づいて時間を指定できます。特定のタイムゾーンを指定することも、地域を指定し、SASに東部標準時を考慮してその地域の時間を決定させることもできます。

               SAS 9.4M2には、複数の新しいタイムゾーン関数が含まれています。

               詳細については、SAS Functions and CALL Routines: Reference、SAS System Options: Reference、およびSAS National Language Support (NLS): Reference Guideを参照してください。
               

            

         

         
            データセットのロケール情報管理

            
               データセットにロケール情報を含めた後に、そのデータセットを使用してSASのロケールを構成できます。新しいプロシジャでは、データセットが管理され、SASレジストリにロケール情報が書き込まれます。詳細については、SAS National Language Support (NLS): Reference Guideを参照してください。
               

            

         

         
            出力に使用する言語の変更

            
               システムオプションを使用して、SAS出力とSASログの言語を変更できます。詳細については、SAS National Language Support (NLS): Reference Guideを参照してください。
               

            

         

         
            SASとSASアプリケーションについての詳細な監査とレポート

            
               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              新しいロガーは、ログ構成、SASデータセットへのアクセス、メタデータバインドライブラリを監査します。

                           

                        

                        	
                           
                              ARM_DSIOサブシステムには、データセット情報をレポートする新しいARMメトリックが提供されました。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M2では、ログファイルの権限と出力先に対する追加制御が可能です。

               詳細については、SAS Logging: Configuration and Programming ReferenceおよびSAS Interface to Application Response Measurement (ARM): Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            クラスタ化または単一SAS Metadata Serverのサポート

            
               SAS 9.4では、SAS Metadata Serverは、クラスタ化されたメタデータサーバーまたは単一メタデータサーバーとして構成できます。SASからのクラスタのモニタと管理を可能にする拡張の詳細については、SAS Language Interfaces to Metadataを参照してください。
               

            

         

         
            SASファイルの移送

            
               SAS 9.4M2では、自動呼び出しマクロを使用して、SASバージョン5 (V5)またはSASバージョン8 (V8)形式の移送ファイルの読み取りと書き込みを行うことができます。

               SAS 9.4M4で次の新機能が追加されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              自動呼び出しライブラリの%XPTCOMMNマクロが更新されました。これにより、データセットをV5仕様に適合させ、%LOC2XMPマクロを使用してV5またはV6移送ファイルを作成する場合に、PROC
                                 COPYおよびXPORTエンジンでそのファイルを読み取れるようになりました。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              自動呼び出しライブラリの%XPT2LOCマクロが更新されました。これにより、memnameのnリテラル化が必要な場合、移送ファイルで名前に引用符が含まれなくなりました。また、nリテラル化は、ローカルSASデータセットに変換するためのDATAステップコードの生成時に行われるように変更されました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、Moving and Accessing SAS Filesを参照してください。
               

            

         

         
            SASプロシジャの全般的な拡張

            
               SAS 9.4M1では、プロシジャの変更と拡張によって、移送ファイルのデータセットのエンコーディングの識別、タイムゾーンオフセットを含むデータセットの移送、Metadata
                  ServerからのSAS Content Serverへのアクセス用ワンタイムパスワードの生成、ユーザーID認証のサポートが可能になりました。Microsoft Excel関数のリンクとサポートテキストが追加されました。
               

               
                  
                  SAS 9.4M2では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              DS2とFedSQLでは、NLSトランスコードの失敗が発生した場合のSASセッションの動作を制御できます。

                           

                        

                        	
                           
                              インポートされたファイルの並べ替えをターゲットの照合順序に従って制御できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SASログでパスワードが非表示にされます。

                           

                        

                        	
                           
                              REPORTプロシジャで、複数の統計キーワードがサポートされます。

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  SAS 9.4M3では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              LUAプロシジャを使用すると、SASセッション内でLUAコードを実行できます。LUAプロシジャによって、LUAコードのブロック内でSAS関数を呼び出すこともできます。

                           

                        

                        	
                           
                              次のプロシジャは、Impala、HAWQ、およびSAP HANAデータベース管理システムをサポートしています。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          DS2プロシジャ

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          FedSQLプロシジャ

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          MEANSプロシジャ

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          RANKプロシジャ

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          REPORTプロシジャ

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SORTプロシジャ

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SUMMARYプロシジャ

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          TABULATEプロシジャ

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M4では、PROC RANKおよびPROC SORTで、Hiveデータベース管理システムがサポートされています。

               詳細については、Base SAS Procedures Guideを参照してください。
               

            

         

         
            Base SAS統計プロシジャの拡張

            
               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              CORRプロシジャで、ポリコリック相関統計量を含む出力データセットと、ポリシリアル相関統計量を含む出力データセットを作成できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              FREQプロシジャで、次が可能になりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          Baker、正確なmid-p、尤度比、ロジット二項信頼限界のサポート
                                          

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          オッズ比と相対リスクのスコア信頼限界の提供、およびプロットでの表示

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          共通リスク(比率)差のMantel-Haenszel、層化Newcombeおよび要約スコア推定値(リスク差プロットに表示可能)の提供

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          正確検定のmid p値の生成
                                          

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Pearson残差または標準化残差の値に基づくモザイクプロットタイルの色付け

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          CROSSLIST表でのPearson残差の表示

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              UNIVARIATEプロシジャでは、CLASS変数の別の水準に関連付けられているヒストグラムを単一プロットで重ね合わせられるようになりました。また、Johnson
                                 SU分布パラメータの改良型の最尤法が提供され、分析変数の幾何平均が計算されます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、Base SAS Procedures Guide: Statistical Proceduresを参照してください。
               

            

         

         
            UNIX版のSAS

            
               SAS 9.4M1では、SASプログラムによって、UNIX環境でActiveMQメッセージブローカや任意のJMS API準拠メッセージサービスからメッセージの送信とメッセージの受信を行えます。

               
                  
                  SAS 9.4M2では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              ファイル参照名の読み取り、書き込みおよび実行権限を指定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              MVARSIZEシステムオプションのデフォルトが32000から65534に変更されました。

                           

                        

                        	
                           
                              ロックダウン状態の場合、デフォルトでは一部のFILENAMEステートメントのアクセス方式が使用できませんが、SAS Server管理者による再有効化が可能です。詳細については、ロックダウン状態を参照してください。

                           

                        

                        	
                           
                              UNIX環境変数について新しい情報が使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              システムパフォーマンスを測定できます。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M3では、CONTENTSプロシジャによってKB、MB、またはGB単位でファイルのサイズが生成されます。

               SAS 9.4M4では、cleanworkユーティリティに、–Vと–LOGという2つの新しいオプションが追加されました。

               詳細については、SAS Companion for UNIXを参照してください。
               

            

         

         
            Windows版のSAS

            
               SAS 9.4M1では、Windows 32ビットアーキテクチャをサポートする詳細が追加されました。

               
                  
                  SAS 9.4M2では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              一時ファイルをクリアするユーティリティが提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              ファイル参照名の読み取り、書き込みおよび実行権限を指定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              ロックダウン状態の場合、デフォルトでは一部のFILENAMEステートメントのアクセス方式が使用できませんが、SAS Server管理者による再有効化が可能です。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M3から、SAS配置でWindows 8.3のファイル名サポートが不要になりました。以前のリリースでは、SASをインストールする前に、このファイル名規則を有効化する必要がありました。

               詳細については、SAS Companion for Windowsを参照してください。
               

            

         

         
            z/OS版のSAS

            
               
                  
                  SAS 9.4M2では、次の拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              テープデバイス上のSASライブラリに対して大きなブロックサイズをサポートし、パフォーマンスと効率を向上します。

                           

                        

                        	
                           
                              Foundation ServerのLOCKDOWN機能がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              一部のダイレクトアクセスバインドライブラリの読み取り操作に対してTCWチャネルプログラムを生成し、I/Oパフォーマンスを向上します。

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  SAS 9.4M4には、次の新機能が追加されています。

                  
                     
                        	
                           
                              .spds9ファイル拡張子がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              FILE/INFILEステートメント処理で、BUFNO= SASシステムオプションがサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              IBM z/OS V2R2拡張形式の世代別データグループ(GDG)に対するサポートがSASに追加されました。これにより、世代データセットを999個までGDGに関連付けられます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Companion for z/OSを参照してください。
               

            

         

         
            追加情報

            
               
                  
                  詳細については、次のリソースを参照してください。

                  
                     
                        	
                           
                              What’s New in Base SAS 9.4: Details

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Base SAS 9.4 Procedures - Base SAS Procedures Guide

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Base SAS 9.4 Statistical Procedures - Base SAS Procedures Guide: Statistical Procedures

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Base 9.4 System Options - SAS System Options: Reference

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Base SAS 9.4 Language Concepts - SAS Language Reference: Concepts

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 Scalable Performance Data Engine - SAS Scalable Performance Data Engine: Reference

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Encryption in SAS 9.4 - Encryption in SAS

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in the SAS 9.4 Logging Facility - SAS Logging: Configuration and Programming Reference

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in the Output Delivery System - SAS Output Delivery System: User’s Guide

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 Graph Template Language - SAS Graph Template Language: Reference

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS ODS 9.4 Graphics Procedures - SAS ODS Graphics: Procedures Guide

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 ODS Graphics Designer - SAS ODS Graphics Designer: User’s Guide

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 ODS Graphics Editor - SAS ODS Graphics Editor: User’s Guide

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 Statements - SAS DATA Step Statements: Reference

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 Functions and CALL Routines - SAS Functions and CALL Routines: Reference

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 National Language Support - SAS National Language Support (NLS): Reference Guide

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 Application Response Measurement - SAS Interface to Application Response Measurement (ARM): Reference

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in SAS 9.4 Language Interfaces to Metadata - SAS Language Interfaces to Metadata

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/ACCESS

         
            リレーショナルデータベース用SAS/ACCESS 9.4インターフェイス

            
               SAS 9.4では、複数のSAS/ACCESSエンジンが追加されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Amazon Redshift

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Hadoop

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to HAWQ

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Impala

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to PI System

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to PostgreSQL

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to SAP HANA

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to Vertica

                           

                        

                     

                  

               

               注: SAS/ACCESS Interface to ImpalaとSAS/ACCESS Interface to PI SystemがSAS 9.4M2に追加されました。SAS/ACCESS Interface to HAWQがSAS 9.4M3に追加されました。SAS/ACCESS Interface to Amazon Redshiftが2016年4月に追加されました。
               

               これらの新しいエンジンは、LIBNAMEステートメントとSQLパススルー機能からエンジンへの直接、透過的なアクセスを提供します。LIBNAMEエンジンでサポートされている各種LIBNAMEステートメントオプションとデータセットオプションを使用して、SASに返されるデータを制御できます。

               詳細については、What’s New in SAS/ACCESS 9.4 Interface for Relational Databases (SAS/ACCESS for Relational Databases: ReferenceとSAS/ACCESS Interface to the PI System: Reference)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 to Amazon Redshift

            
               SAS/ACCESS 9.4の2016年4月リリースから、Amazon Redshiftに対するサポートが追加されました。このインターフェイスは、LIBNAMEステートメントとSQLパススルー機能からAmazon
                  Redshiftデータへの直接的、透過的なアクセスを提供します。
               

               SAS 9.4M4から、Amazon Redshiftエンジンの名前はredshiftになります。バルクロードに対するサポートが追加されました。SQLGENERATIONシステムオプションに対するサポートが追加されました。プロシジャFREQ、MEANS、RANK、REPORT、SORT、SUMMARY、TABULATEのデータベースへのプッシュダウンに対するサポートが追加されました。
               

               詳細については、SAS/ACCESS for Relational Databases: Referenceを参照してください。
               

            

         

         
            Windows環境とUNIX環境のSAS/ACCESS 9.4 Interface to DB2

            
               SAS 9.4M4から、TIMESTAMP値について以前のバージョンのDB2の数値精度を維持するために新しい環境変数SAS_DB2_TS_REDUCE_SCALEが追加されました。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to Hadoop

            
               SAS 9.4M2から、HiveServer2がデフォルトのHiveプロトコルとしてサポートされます。WebHDFSサービスを使用すると、Hiveテーブルの作成と追加を行えます。Hive
                  0.12についてはTIMESTAMP、DATEおよびVARCHAR、Hive 0.13についてはCHARのHiveデータ型がサポートされます。また、IBM InfoSphere
                  BigInsights 2.1を使用してHive権限および認証がサポートされます。詳細については、Hadoopのサポートを参照してください。

               SAS 9.4M4では、Knox、Kerberos、Sentry、Record Serviceを使用する追加セキュリティ機能に対してサポートが追加されました。一時テーブルに対するサポートが追加されました。ANALYZE=とSCRATCH_DB=
                  LIBNAMEのオプションとデータセットオプションが追加されました。
               

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to HAWQ

            
               SAS 9.4M3から、SAS/ACCESS Interface to HAWQが新しいインターフェイスとして追加されました。このインターフェイスは、LIBNAMEステートメントとSQLパススルー機能からHAWQへの直接的、透過的なアクセスを提供します。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to Microsoft SQL Server

            
               SAS 9.4M3から、SAS/ACCESS Interface to Microsoft SQL Serverで、Microsoft Windows for x64プラットフォームおよびMicrosoft
                  Windows x86プラットフォームがサポートされます。
               

               SAS 9.4M4では、次の項目のサポートが追加されています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              Microsoft Azure SQLデータベース

                           

                        

                        	
                           
                              SASでのIn-Database処理のSQLコード生成を可能にするSQLGENERATIONシステムオプション

                           

                        

                        	
                           
                              プロシジャFREQ、MEANS、RANK、REPORT、SORT、SUMMARY、TABULATEをIn-Databaseで実行する機能

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to MySQL

            
               SAS 9.4M4では、SSL_CA=、SSL_CERT=、SSL_CIPHER=、SSL_KEYデータセットオプションに対するサポートが追加されました。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to Netezza

            
               SAS 9.4 M4では、PRESERVE_USER= LIBNAMEオプションとそれに対応する環境変数SAS_NETEZZA_PRESERVE_USERに対するサポートが追加されました。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to OLE DB

            
               SAS 9.4M4では、CHAR_AS_NCHAR=LIBNAMEオプションのサポートが追加されました。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to Oracle

            
               SAS 9.4M2から、Oracle SQL*LoaderユーティリティのかわりにOracle Direct Path APIを使用すると、バルクロードを実行できます。Oracle
                  12cからは、SAS出力におけるSAS文字変数のデフォルトのデータ型は、変数の長さに応じてVARCHAR2かCLOBのどちらかになります。
               

               SAS 9.4M4から、新しいLIBNAMEオプションDBENCODINが追加され、ライブラリ参照名のエンコーディングを変更できるようになりました。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to PC Files

            
               SAS/ACCESS 9.4 Interface to PC Filesを使用して、PCファイルを元のソース形式とSASデータセット間で交換(インポートとエクスポート)できます。ファイルのネイティブPC形式とSASデータセット間の移動は、IMPORT/EXPORTプロシジャ、インポート/エクスポートウィザード、またはLIBNAMEステートメントを使用して行われます。

               SAS/ACCESS 9.4では、Microsoft Excel XLSXファイルをサポートするために複数の拡張が行われました。たとえば、新しいMicrosoft Excel XLSXワークシートを既存のワークブックに追加したり、ワークブック内の既存のワークシートを置き換えたりできます。Excel
                  XLSXファイルはUNIXに直接エクスポートできます。このリリースでは、DBMS=XLSXを指定すると、PC Files Serverにアクセスすることなく、直接、UNIX環境とMicrosoft
                  Windows環境にあるExcelワークブックの読み取りと書き込みが行えます。
               

               IMPORTとEXPORTプロシジャで使用されるステートメントのRANGE=、SHEET=、GETNAMES=、GUESSINGROWS=が更新されました。RANGE=とSHEET=によるMicrosoft
                  Excel XLSXファイルの名前の特殊文字の処理方法が変更されました。
               

               EXPORTプロシジャでサポートされたENCRYPTKEY=オプションは、AES暗号化SASデータセットのエクスポートに必要なキー値を指定します。Base SAS
                  ENCRYPTKEY=データセットオプションのサポートも追加されました。
               

               SAS/ACCESS 9.4は、バージョン7以降の形式で保存されたJMPファイルからデータをインポートし、バージョン7以降の形式のJMPファイルにSASデータをエクスポートします。これらの新しいファイル形式のサポートによって、JMP
                  Graph Builder iPadなどのアプリケーションからJMPファイルにアクセスできるようになります。SAS/ACCESS 9.4では、32,767を超える変数を含むJMPファイルのインポートとエクスポートもサポートされます。JMP変数名の最大長は255文字です。
               

               SAS/ACCESSライセンスがなくても、JMPファイルに対してBase SAS IMPORTとEXPORTプロシジャを使用できるため、前述の情報はSAS 9.4にも適用されます。

               以前のSASリリースでは、JMPファイルのインポートとエクスポートにMETAステートメントが使用されていました。SAS 9.4では、このステートメントはサポートされなくなりました。かわりに、拡張属性が自動的に使用されます。拡張属性がファイル内にある場合、そのファイルのインポートまたはエクスポート時に、自動的に新しいファイルに転送されます。たとえば、拡張属性のあるJMPファイルをインポートすると、その属性は自動的に新しいSASデータセットに付加されます。

               ROWSTATEデータ型はJMPによって生成され、複数の行レベルの特性の保存に使用されます。JMPファイルに行の属性情報が含まれる場合、PROC IMPORTでは、この情報が_rowstate_という名前の新しい変数として保存されます。EXPORTプロシジャで_rowstate_という名前の列が見つかると、その列は出力JMPファイルで行の属性情報に変換されます。詳細については、SAS/ACCESS Interface to PC Files: Referenceの“JMP Data Types”を参照してください。
               

               SAS/ACCESS 9.4から、Stataファイルをインポートする場合、複数のStata欠損値を読み込み、.aから.zまでやシングルドット(.)などの複数のSAS特殊欠損値に27欠損値までマッピングすることができます。

               PC Files Serverを64ビットまたは32ビットWindowsオペレーティングシステムにてMicrosoft WindowsサービスまたはWindowsアプリケーションとして操作できます。SAS/ACCESS 9.4からは、マシンにMicrosoft OfficeまたはACEドライバが未インストールの場合、64ビットバージョンのSAS PC Files Serverがデフォルトになります。詳細については、SAS PC Files Server: Installation and Configuration Guideを参照してください。(このドキュメントは、SAS 9.4M2から使用できるようになりました。)
               

               SAS/ACCESS 9.4M2 Interface to PC FilesにXLSXと呼ばれる新しいSAS LIBNAMEエンジンが追加されています。これにより、Microsoft
                  Excel XLSXファイルと、Linux、UNIX、およびMicrosoft Windows動作環境上のSASとのデータの読み取りと書き込みを直接行えます。
               

               SAS/ACCESS 9.4M4 Interface to PC Filesで、XLSXファイル形式のMicrosoft Excelファイルの作成がサポートされます。

               詳細については、What’s New in SAS/ACCESS 9.4 Interface to PC Files (SAS/ACCESS Interface to PC Files: Reference)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to the PI System

            
               SAS/ACCESS Interface to the PI Systemの2016年2月のリリースには、次の新機能があります。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              PI System Asset Frameworkに対するサポートが追加されました。Asset Frameworkでは、階層的組織が時系列データに追加されます。

                           

                        

                        	
                           
                              PI Systemイベントフレームに対するサポートが追加されました。イベントフレームでは、ビジネスにとって重要なイベントの処理をトラッキングします。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/ACCESS Interface to the PI SystemをUNIX環境で実行できるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS/ACCESS 9.4M4 Interface to the PI Systemに次の新機能が含まれています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              時系列センサデータの要約のPicom_Summary仮想テーブルに対するサポートが追加されました。CALCULATION_BASIS=およびMEDIAN=データセットオプションはPicomp_Summaryテーブルに関係しています。

                           

                        

                        	
                           
                              MIXED=データセットオプションを使用すると、異なるデータ型のデータをPicompテーブルにマージできます。

                           

                        

                        	
                           
                              SHOWINDEX=およびTAGLIST_JOINデータセットオプションに対するサポートが追加されました。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to PostgreSQL

            
               SAS 9.4M4では、次の項目のサポートが追加されています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SASでのIn-Database処理のSQLコード生成を可能にするSQLGENERATIONシステムオプション

                           

                        

                        	
                           
                              プロシジャFREQ、MEANS、RANK、REPORT、SORT、SUMMARY、TABULATEをIn-Databaseで実行する機能

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to R/3

            
               SAS 9.4M3から、2つの新しいCALLRFCプロシジャオプションおよびLIBNAMEオプションが使用可能になります。エンジンがSAP NetWeaver RFCライブラリを使用するように指定するには、NETWEAVERオプション使用します。エンジンがSAPクラシックRFCライブラリを使用するように指定するには、CLASSICオプションを使用します。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to SAP ASE

            
               SAS 9.4M4から、Sybase製品の名前はSAP ASEになります。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to SAP HANA

            
               SAS 9.4M3では、次の新機能と拡張が使用可能です。

               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SQLステートメントで分析ビューを使用する場合、メジャーを集計する必要があります。SAS 9.4M3から、SAS/ACCESSエンジンでは、分析ビューのメタデータに基づき集計されたメジャーを使用してデフォルトステートメントが生成されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAP HANAには、新しいPARMSTRING=およびPARMDEFAULT= LIBNAMEデータセットオプションがあります。PARMSTRING=オプションでは、変数名と値の組み合わせの文字列を引用符で囲んで指定します。PARMDEFAULT=
                                 オプションでは、SAP HANAエンジンが、メタデータの指定どおりに変数およびパラメータのデフォルトを使用する必要があるかどうかを指定します。
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to SAP IQ

            
               SAS 9.4M4から、Sybase IQ製品の名前はSAP IQになります。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to Teradata

            
               SAS 9.4M3から、次の機能が新規追加または拡張されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS/ACCESSでは、Teradata 14.10以降を使用するユーザーに対して32文字までのオブジェクト名がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              Teradata Walletセキュリティ機能に対するサポートが追加されました。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M4から、Kerberosでのシングルサインオン(SSO)に対するサポートが追加されています。

            

         

         
            SAS/ACCESS 9.4 Interface to Vertica

            
               SAS 9.4M4では、次の項目のサポートが追加されています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SASでのIn-Database処理のSQLコード生成を可能にするSQLGENERATIONシステムオプション

                           

                        

                        	
                           
                              プロシジャFREQ、MEANS、RANK、REPORT、SORT、SUMMARY、TABULATEをIn-Databaseで実行する機能

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/CONNECT 9.4

         
            SAS/CONNECT 9.4では、SAS/CONNECT Spawnerを管理するための拡張ツールが提供されます。これには、新しいSpawner起動オプション、新しいSpawnerインターフェイス、どの動作環境でも同一の新しいSpawner実行可能ファイルが含まれます。SAS/CONNECTは、拡張されたログとメッセージングのサポート、エンコードデータの拡張データ転送、複数の新しいBase SAS言語要素のサポート、UPLOADプロシジャとDOWNLOADプロシジャを使用する拡張属性のアップロードとダウンロードのサポートなどの機能を備えています。

            Base SAS 9.4M1で、LOCKDOWNステートメントとLOCKDOWNシステムオプションが新しく追加されました。LOCKDOWNでは、SAS Server管理者は、SAS/CONNECTクライアントが指定ディレクトリとファイルセットにアクセスするように制限した、制限付き環境を作成できます。

            SAS/CONNECT 9.4M2では、ワイルドカード文字を使用して、ファイル名の任意の箇所に0字以上の文字を指定できるようになりました。この新しいパターンマッチング機能によって、複数のファイルから構成されるデータをより効率的にリモートセッション間で転送できます。

            詳細については、What’s New in SAS/CONNECT 9.4 (SAS/CONNECT User’s Guide)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/GIS 9.4

         
            SAS/GIS 9.4では、インポート機能が拡張され、2007年から現在までの米国勢調査局のTIGER (Topologically Integrated Geographic
               Encoding and Referencing)シェープファイル(.shp)を挿入できます。対話操作またはプログラムで最新の空間データを整理、分析できるようになりました。また、2007年より前の日付のTIGER
               RT (Record Type)ファイルも引き続き処理できます。
            

            詳細については、What’s New in SAS/GIS 9.4 (SAS/GIS: Spatial Data and Procedure Guide)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/GRAPH 9.4

         
            
               
               SAS/GRAPH 9.4では、次の拡張が行われました。

               
                  
                     	
                        
                           GEOCODEプロシジャで、米国以外の番地ジオコーディングがサポートされるようになりました。米国以外の番地ジオコーディングをサポートするために、新しいルックアップデータセットが用意され、既存のルックアップデータセットは再フォーマットされました。新しいインポートマクロプログラムの%GEOBASE2GEOCODE、更新されたバージョンの%TIGER2GEOCODEは、SAS
                              Maps Online Webサイトから入手できます。これらのマクロは、新しい形式のルックアップデータセットを作成します。新しいDIRECTION=オプションを使用して、northwestまたはNWのような、通りの方角名と略称を含む代替データセットを指定できます。新しいSTATE=オプションを使用して、FIPS数字コードではなく、州や地方の文字名を含む代替データセットを指定できます。番地ジオコーディング手法では、米国と米国以外の番地ジオコーディングをサポートするために、出力変数_MATCHED_と_NOTES_の値が追加されたり変更されたりしました。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           MAPSGFKライブラリのマップデータセットが更新されました。

                        

                     

                     	
                        
                           GINSIDEプロシジャには2つの新しいオプションKEEPMAPVARSとDROPMAPVARSが提供され、マップデータセット変数を保持するか削除するかどうかを制御できます。

                        

                     

                     	
                        
                           GMAPプロシジャでは、新しいLATLON=オプションが追加され、Y変数とX変数ではなく、マップデータセットから未投影のLAT変数とLONG変数を座標データに使用できます。新しいRESOLUTION=オプションは、あるレベル(値)の解像度変数を含むマップオブザベーションがGMAPプロシジャで使用されるようにします。新しいOSMオプション(プリプロダクション版)では、OpenStreetMapスタイルを指定してマップデータをOSMマップに投影できます。

                        

                     

                     	
                        
                           GPROJECTプロシジャでは、LATLON=オプションが追加され、X変数とY変数ではなく、マップデータセットから未投影のLAT変数とLONG変数を座標データに使用できます。新しいFROM=オプションとTO=オプションは、proj.4投影を呼び出します。また、投影の座標系を指定できます。FROM=オプションとTO=オプションを併用することで、投影を置き換えることもできます。

                        

                     

                     	
                        
                           GREMOVEプロシジャの新しいDROPVARSオプションは、すべての入力データセット変数を出力マップデータセットから削除します。

                        

                     

                     	
                        
                           GPLOTプロシジャの新しいCBASELINE=オプションは、プロットの参照線に使用する水平のベースラインの色を指定します。

                        

                     

                     	
                        
                           GCHARTプロシジャに新しいオプションが提供されました。PPERCENT=オプションは、円グラフのスライスのラベルに表示されるパーセンテージのフォント、高さ、色を変更します。PLABEL=オプション(円グラフのスライスのラベルのテキスト属性を制御)と組み合わせて使用すると、パーセンテージとテキストラベルを簡単に区別できるようになります。EXPLODE=ALLオプションは、円グラフの中心からすべてのスライスを外側に引き出します。

                        

                     

                     	
                        
                           GKPIプロシジャでは、FORMAT=オプションはユーザー定義出力形式を受け入れます。

                        

                     

                     	
                        
                           SVGデバイスとGIFデバイスでアニメーションをサポートするようになりました。さらに、GIFデバイスはRGBAカラーモード(透過性)とアンチエイリアシングもサポートするようになりました。

                        

                     

                     	
                        
                           新しいTIFFデバイスとTIFFKデバイスは、TIFFイメージを生成し、RGBAカラーモードとCMYKカラーモードをそれぞれサポートします。

                        

                     

                     	
                        
                           新しいEMFDUALデバイスは、EMFレコードとEMF Plusレコードの両方を含むグラフィックファイルを作成します。RGBAカラー(透過性)がサポートされます。

                        

                     

                     	
                        
                           新しい%SHORTCUT自動呼出しマクロでは、同じ名前の既存のユニバーサルプリンタにリンクされたショートカットデバイスを作成します。また、新しいユニバーサルプリンタとショートカットデバイスを定義し、そのデバイスをユニバーサルプリンタにリンクすることもできます。

                        

                     

                     	
                        
                           注釈機能には複数の拡張点があります。IMGPATH変数は、WebページにあるグラフィックのURL場所を受け入れるようになりました。HTML=オプションを使用すると、LABEL関数で作成されるテキストラベルをアニメーション化できます。このオプションは、ARROW関数に追加されました。%CENTROIDマクロが拡張され、より正確な重心位置を返すようになりました。

                        

                     

                     	
                        
                           タイルグラフアプレットでは、1つ以上のカスタムメニュー項目をタイルグラフのポップアップメニューに追加できます。

                        

                     

                     	
                        
                           ツリービューアプレットでは、ダイアグラム内の各ノードに複数のドリルダウンリンクを割り当てられます。

                        

                     

                     	
                        
                           TITLEステートメントとFOOTNOTEステートメントは、ALT=オプションをサポートするようになり、タイトルやフットノートがリンクするURLの、またはタイトルやフットノート自体の、説明テキストを指定できるようになりました。

                        

                     

                  

               

            

            
               
               SAS 9.4M1から、次の新機能と拡張が実装されました。

               
                  
                     	
                        
                           番地ジオコーディングのGEOCODEプロシジャは、複数ある番地の種類の略称を処理する新しい変数の提供、データセットインデックスの要件の変更、DIRECTION変数のテキスト文字列の要件の明確化、4つのNOTE値トークンの追加を行います。さらに、GEOCODEプロシジャは、2つの変数をSASHELP.ZIPCODEルックアップデータセットに追加し、市区町村ジオコーディングをサポートします。

                        

                     

                     	
                        
                           GMAPプロシジャのCHOROステートメントは、JAVAまたはJAVAIMGデバイスを使用して地図を表示する場合に、プロダクションレベルのOSM (OpenStreetMap)オプションをサポートします。

                        

                     

                     	
                        
                           SASHELPライブラリにあるSASデータセットの簡単な説明と、各データセットから先頭の5つのオブザベーションを表示した出力を参照するには、SASHELP Data Setsを参照してください。
                           

                        

                     

                  

               

            

            
               
               SAS 9.4M2から、次の新機能と拡張が実装されました。

               
                  
                     	
                        
                           市区町村ジオコーディングのGEOCODEプロシジャは、非標準都道府県値を処理する新しい変数の提供、SASHELP.GCSTATEルックアップデータセットのカスタマイズバージョンの要件変更、SASHELP.GCSTATルックアップデータセット内の変数値の変更、非省略都道府県名の許可、改善された%TIGER2GEOCODEインポートプログラムの提供を行います。

                        

                     

                     	
                        
                           GRADARプロシジャでは、SPKLABEL=オプションの新しいパラメータが提供されます。

                        

                     

                     	
                        
                           PowerPoint出力先では、JAVAIMGデバイスとACTXIMGデバイスの両方がサポートされます。ZPNGデバイスは無効化されます。また、新しいHTML属性がSVG、SVGTおよびSVGViewデバイスに追加されます。

                        

                     

                     	
                        
                           GTILEプロシジャは、NOLEGENDオプションをサポートするようになりました。

                        

                     

                  

               

            

            
               
               SAS 9.4M3から、次の新機能と拡張が実装されました。

               
                  
                     	
                        
                           GPLOTプロシジャのPLOTステートメントにおけるCTEXT=オプションが、POINTLABEL記号の色に影響するようになりました。

                        

                     

                     	
                        
                           SYMBOLステートメントのPOINTLABEL COLOR=オプションが更新されて、色選択の順番が示されます。デフォルト色選択は、軸ラベルに対して指定された色に準拠するようになりました。

                        

                     

                     	
                        
                           新しいGraphTitle1Text ODSスタイル要素が導入されています。これにより、TITLE1ステートメントの出力のフォントサイズの制御と縮小が行われます。

                        

                     

                     	
                        
                           注釈機能変数XC=およびYC=の最大長が、32文字から256文字に増加しています。

                        

                     

                     	
                        
                           IPv6アドレスでの範囲ジオコーディングに対するサポートが追加されています。新しいバージョンの%MAXMIND自動呼び出しマクロでは、MaxMind社のIPv6ジオコーディングデータがSASデータセットに変換されます。

                        

                     

                  

               

            

            SAS 9.4M4から、次のSAS/GRAPHマッピング拡張が含まれています。
               
               
                  
                     	
                        
                           使いやすくするために、マッピング関数はSAS/GRAPH: Referenceから削除され、新しいドキュメントSAS/GRAPH: Mapping Referenceに入れられました。この新しいドキュメントには、GEOCODE、GINSIDE、GMAP、GPROJECT、GREDUCE、GREMOVE、MAPIMPORTプロシジャと、そのサポートドキュメントが含まれています。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           番地ジオコーディングに拡張機能が追加されました。これには、ジオコーディングを示す例の変更も含まれ、TYPE=オプションを使用して、Boulevardの一般的でない略称を含むカスタムGCTYPEルックアップデータセットを作成しています。番地ジオコーディングでは、配送ルートの変更時に、米国郵政公社が現地の郵便番号を再割り当てした地域でより正確な位置が取得されるようになりました。

                        

                     

                  

               

            

            詳細については、What’s New in SAS/GRAPH 9.4 (SAS/GRAPH 9.4: Reference)およびWhat’s New in SAS/GRAPH 9.4 Mapping Reference (SAS/GRAPH 9.4: Mapping Reference)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Grid Manager 9.4

         
            SAS Grid Managerは、グリッドオプションセットとグリッド起動ワークスペースサーバーを提供します。グリッドオプションセットは、特定のユーザーやグループが特定のSASアプリケーションを使用するときに割り当てられる、グリッドオプション、SASオプション、必要なグリッドリソースのコレクションです。グリッドオプションセットを使用して、グリッドジョブのオプションをアプリケーションユーザーにマップできます。このとき、各オプションの新しいSAS
               Application Serverコンテキスト作成や、アプリケーションユーザーからの入力は必要ありません。
            

            グリッド起動ワークスペースサーバーを使用すると、SAS Grid Managerは新しいWorkspace Serverを起動してロードバランシングに使用できます。この機能では、グリッドの管理とポリシーをWorkspace
               Serverに適用できます。また、SAS Enterprise GuideなどのSAS ApplicationsがSASグリッドにジョブを送る方法が簡易化されます。
            

            
               
               SAS 9.4M2から、グリッドマネージャプラグインがSAS Environment Managerから使用可能です。このプラグインにより、次のタスクを実行できます。

               
                  
                     	
                        
                           LSFクラスタについての情報の表示

                        

                     

                     	
                        
                           グリッドジョブ、グリッド上のホスト、およびキューの情報表示と管理

                        

                     

                     	
                        
                           高可用性アプリケーションの情報表示と管理

                        

                     

                     	
                        
                           監査レコードの表示

                        

                     

                  

               

            

            SAS 9.4M3から、SAS Grid Manager 9.4に次の変更が含まれます。
               
               
                  
                     	
                        
                           SAS Grid Manager for Hadoopが追加されました。SAS Grid Manager for Hadoopを使用すると、ワークロード管理、高速処理、スケジューリングなど、SASグリッドの利点をすべてHadoop環境に適用できます。SAS
                              Server定義およびグリッドオプションセットによって、SASとHadoop間の接続が提供されます。SASのユーザーが操作時に違いに気付くことはありません。引き続き通常どおりにジョブをサブミットできますが、そのジョブはHadoopグリッド上で処理されます。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           エージェントプラグインおよび管理モジュールがSAS Environment Managerに追加されました。グリッドでPlatform Suite for SASを使用する場合、そのコンポーネントによって、SASグリッドクラスタのモニタと管理を行えます。エージェントプラグインとモジュールを一緒に使用すると、Platform
                              RTMと同じ機能が一部提供されます。そのため、SAS環境のモニタに使用するものと同じアプリケーションをを使用して、グリッドのモニタと管理を行えます。ただし、プラグインとモジュールでは目的が異なります。
                           

                           
                              
                                 グリッドマネージャエージェントプラグイン

                                 
                                    継続的に収集されるメトリックデータを使用して、グリッドとグリッドサーバーのパフォーマンスのモニタ、変化するメトリックデータのグラフ化、およびアラートの生成を行います。

                                 

                              

                              
                                 グリッドマネージャモジュール

                                 
                                    グリッドリソースの構成と制御、現在のパフォーマンスデータの表示、およびグリッドリソースと高可用性アプリケーションの構成を行います。

                                 

                              

                           

                           注: グリッドマネージャモジュールは、SAS 9.4M2でSAS Environment Managerに追加されたグリッドマネージャサーバープラグインと置き換えられました。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           グリッドジョブの実行に使用可能なホストのリストと、有効なオプションセットのリストを返すための新しい関数が追加されました。

                        

                     

                     	
                        
                           Oozieスケジューリングサーバーを使用するためのサポートが追加されました。このサーバーは、SAS Grid Manager for Hadoop環境で使用されます。

                        

                     

                  

               

            

            

            詳細については、SAS Grid Managerのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/SHARE 9.4

         
            SAS/SHARE 9.4機能であるメタデータバウンドライブラリサポート、新しいUSETRUSTEDUSERプロシジャオプション、SASデータセットとSASライブラリの拡張属性のサポートにより、セキュリティが拡張されました。また、ユーザーIDとパスワードのSAS/SHARE命名規則は、より長い名前(256文字以内)、大文字小文字混合、スペース、句読点を許可するように拡張されました。

            SAS/SHARE 9.4M4では、Communication Access Methods for SAS/CONNECT and SAS/SHAREのSAS/SHARE関連の内容がSAS/SHARE User’s Guideに移動しました。SAS/SHAREに関連するすべての情報にアクセスしやすくなりました。
            

            詳細については、What’s New in SAS/SHARE 9.4 (SAS/SHARE User’s Guide)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Scalable Performance Data Server

         
            SAS Scalable Performance Data Server 5.3

            
               SPD Server 5.3は、トランスポート層セキュリティ(TLS)を介したセキュアソケット通信をサポートしています。このリリースに含まれている新しい言語ドライバを使用して、SAS
                  DS2言語とSAS FedSQL言語でSPD Serverテーブルを読み書きすることもできます。
               

               詳細については、SAS Scalable Performance Data Serverのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Scalable Performance Data Server 5.2

            
               SPD Server 5.2は、Hadoop環境のテーブルを読み取り、書き込み、更新できます。SPD Server 5.2は、MapReduceを使用して、HadoopクラスタのWHERE処理の最適化をサポートします。既存の認証プロセスとパスワード管理システムを使用するエンタープライズコンピューティング環境をサポートするために、SPD
                  Server 5.2はSAS Metadata Serverを介して非ネイティブのユーザー認証の実行に対するサポートを提供します。
               

            

         

         
            SAS Scalable Performance Data Server 5.1

            
               SAS 9.4には、SPD Serverに接続できる、新しいSAS Scalable Performance Data Serverエンジンが追加されました。SPD
                  Serverのエクスペリエンスが高まり、規制関連の機能、IT関連の機能、エンドユーザー機能に次のような拡張サポートが提供されます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              保存データの(AES-256)暗号化の拡張

                           

                        

                        	
                           
                              Windows 64-ビットサーバーのサポート

                           

                        

                        	
                           
                              SQLパフォーマンスの向上

                           

                        

                        	
                           
                              新しいSPD Serverクラスタ機能(オンラインクラスタ管理と分散クラスタテーブルなど)

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Studio

         
            SAS Studio 3.6

            
               
                  
                  SAS Studio 3.6には、次の新機能が含まれています。

                  
                     
                        	
                           
                              プロセスフローからSASプログラムを作成できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいプリファレンスを使用すると、自動更新の発生レベルを制御したり、ファイルナビゲーションツリーを手動で更新するかどうかを指定したりすることができます。

                           

                        

                        	
                           
                              起動プリファレンスを使用すると、SAS Studioを、閉じたときの状態で開くかどうかを指定できます。たとえば、前のセッションで開いていたタブがすべて新しいセッションで開きます。

                           

                        

                        	
                           
                              バックグラウンドサブミットジョブでは、出力およびログファイルの場所を指定できるようになりました。出力またはログファイルがすでに存在する場合にどのようなアクションを取るかも指定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              HTMLグラフをSVG形式で生成できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              統計的工程管理、多変量解析、計量経済分析、検出力とサンプルサイズのための多くの新しい分析タスクが使用可能になりました。

                           

                        

                        	
                           
                              このリリースでは、検出力とサンプルサイズ、クラスター分析、ネットワーク最適化などのカテゴリに新しい分析タスクが含まれています。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいコードスニペットとタスクを使用すると、SAS Viya環境に接続してCloud Analytic Services (CAS)テーブルを使用することができます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Studio 3.6 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Studio 3.5

            
               
                  
                  SAS Studio 3.5には、次の新機能が含まれています。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいバッチサブミット機能を使用すると、SAS Studioの使用を続けながら、保存されたSASプログラムを実行できます。

                           

                        

                        	
                           
                              結果に含まれる目次を使用すると、結果内の異なるセクションに移動できます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいメッセージウィンドウには、実行するプログラム、タスク、クエリ、プロセスフローの情報が表示されます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              追加のキーボードショートカットによって、コードスニペットの追加と挿入が容易になります。

                           

                        

                        	
                           
                              統計的工程管理、多変量解析、計量経済分析、検出力とサンプルサイズのための多くの新しい分析タスクが使用可能になりました。

                           

                        

                        	
                           
                              管理者は、新しいグローバル設定を使用すると、サイトのすべてのユーザーに対してフォルダショートカットとリポジトリを定義できます。リポジトリを追加すると、タスクとスニペットを他のユーザーと共有することが容易になります。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Studio 3.5 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Studio 3.4

            
               
                  
                  SAS Studio 3.4には、次の新機能が含まれています。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいデータインポートツールを使用すると、簡単にデータをMicrosoft Excel、区切りファイル(CVSなど)、他の種類のファイルからSAS Studioにインポートできます。

                           

                        

                        	
                           
                              サーバー環境では、SAS Studio管理者はナビゲーションツリーの開始点をコントロールできるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              コードエディタでは、オートコンプリートがライブラリ参照名とテーブル名に使用できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              複数の新しい分析タスクにより、時系列データを加工して探索し、モデリングと予測を実行できます。

                           

                        

                        	
                           
                              プロセスフローも拡張されました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Studio 3.4 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Studio 3.3

            
               
                  
                  SAS Studio 3.3には、次の新機能が含まれています。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS StudioのBasic EditionがWindows動作環境とUNIX動作環境でサポートされるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              このビジュアルプログラミングパースペクティブでは、プロセスフローを使用して作業を編成して実行できます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいクエリ機能を使用すると、指定した基準に準拠して1つ以上のテーブルからデータを抽出できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Studio 3.3には、複数の新しいタスクも含まれました。新しいバブルプロットタスクでは、3つ以上の変数間のリレーションシップを探索できます。新しい分析タスクには、共分散分析タスク、一般化線形モデルタスク、N元配置分散分析タスクがあります。新しい組み合わせと確率カテゴリには、1つの組み合わせタスク、1つの順列タスク、2つの確率タスク、2つのシミュレーションタスクが含まれています。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Studio 3.3 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Studio 3.2

            
               SAS Studio 3.2には、プログラマ向けの新しい機能が複数含まれています。 
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SASプログラムパッケージは、SASプログラムのスナップショット、そのログとHTML結果を含むファイルです。

                           

                        

                        	
                           
                              自動保存機能によってこれまでに保存したプログラムのコピーが作成され、ブラウザが予期せず閉じた場合にファイルを復元できます。

                           

                        

                        	
                           
                              自分が書いたコードに加えて、タスクの実行時に自動生成されたコードについても要約ページを作成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいコードスニペットによって、SASマクロ機能の使用方法が示されます。

                           

                        

                     

                  

                  
                  ここでは、このリリースの追加新機能の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              さらに、結果のコピー、関連コード、およびログファイルを電子メールで別のユーザーに送信できるようになりました。また、フォルダショートカットを作成して、FTPサーバー上のファイルにアクセスすることもできます。

                           

                        

                        	
                           
                              複数の新しい分析タスク(二項ロジスティック回帰、線形回帰、および予測回帰モデリング)を使用できます。新しい箱ひげ図タスクによって、箱ひげ図を簡単に作成できます。また、新しいデータ探索タスクでは、グラフを使用して、データのさらなる学習をサポートします。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Studio 3.2 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Studio 3.1

            
               SAS Studioは、WebブラウザでアクセスするSASの開発アプリケーションです。SAS Studioでは、データファイル、ライブラリおよび既存プログラムにアクセスしたり、新しいプログラムを書いたりできます。また、SAS
                  Studioの事前定義タスクを使用してSASコードを生成することもできます。プログラムまたはタスクを実行する際、SAS Studioは、SAS Serverに接続してSASコードを処理します。SAS
                  Serverには、クラウド環境でホストされたサーバー、ローカル環境のサーバー、またはローカルマシン上のSASのコピーなどがあります。コードが処理された後で、結果がブラウザのSAS
                  Studioに返されます。
               

               SAS Studioでは、Microsoft Internet Explorer、Apple Safari、Mozilla Firefox、Google Chromeなど、複数のWebブラウザがサポートされます。

               独自SASプログラムの作成と実行に加えて、SAS Studioに組み込まれた事前定義タスクを使用してデータを分析できます。SAS Systemプロシジャに基づくこれらのタスクにより、使用頻度が高いグラフおよび分析プロシジャの一部を利用できます。また、デフォルトタスクテンプレートを使用して独自タスクを書くこともできます。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         3章: 分析製品

         

         
         
         
            SAS Business Rules Manager

            SAS Contextual Analysis

            SAS Decision Manager

            SAS Enterprise Miner

            SAS Energy Forecasting

            SAS Event Stream Processing

            SAS/ETS

            SAS Factory Miner

            SAS Forecast Server

            SAS High-Performance Risk

            SAS/IML

            SAS Model Manager

            SAS/OR

            SAS/QC

            SAS/STAT

            SAS Text Miner

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Business Rules Manager

         
            SAS Business Rules Manager 3.2

            
               SAS Business Rules Manager 3.2はSAS 9.4M4上で稼働します。

               SAS Business Rules Manager 3.2で提供される新しい機能と拡張により、次のタスクを実行できます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              ルールフローのDATAステップ(DS1)コードを生成する

                           

                        

                        	
                           
                              ビジネスルールコンテンツのインポートとエクスポートの機能を制御する

                           

                        

                        	
                           
                              用語集やルックアップテーブルの読み取り専用権限を設定する

                           

                        

                        	
                           
                              フォルダの管理者役割を定義し、最上位フォルダへのアクセス許可を設定する

                           

                        

                        	
                           
                              ルールフローテスト用のデフォルトアプリケーションサーバーを設定する

                           

                        

                        	
                           
                              パブリッシュされたルーフフローを削除する

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Decision Managerデータベースに対してOracle Database 12cを使用する

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Business Rules Manager 3.2 (SAS Business Rules Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Business Rules Manager 3.1

            
               SAS Business Rules Manager 3.1はSAS 9.4M3で稼働します。
                  
                  SAS Business Rules Manager 3.1で提供される新しい機能と拡張により、次のタスクを実行できます。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Lineageの機能を使用して、データ、ルールフロー、およびデータとルールフローを使用する処理の関係を表示する

                           

                        

                        	
                           
                              Hadoopデータベース内でルールフローを実行する

                           

                        

                        	
                           
                              ルールフローのパブリッシュ時にルールセットバージョンを自動的にロックする

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Data Integration Studioジョブが互換性のある最新バージョンのルールフローを常に使用できるように、ルールフローを動的に配置する

                           

                        

                        	
                           
                              ルールセットエディタで簡易リストビューを使用する

                           

                        

                        	
                           
                              ルール実行要約テーブルの生成時や、検出の新規作成ウィザードによるルールの生成時のパフォーマンス向上
                              

                           

                        

                        	
                           
                              数値ルックアップテーブルを使用する

                           

                        

                        	
                           
                              複数のフォルダ、用語集、用語、ルックアップテーブル、ルールセット、ルールフローのいずれかを同時に複製、削除、および移動する

                           

                        

                        	
                           
                              ルール検出でのルール生成時に既存用語集を使用する

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Business Rules Manager 3.1 (SAS Business Rules Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Business Rules Manager 2.2

            
               
                  
                  SAS Business Rules Manager 2.2はSAS 9.4M2で稼働します。このリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Metadata Repositoryでのライブラリ作成とテーブル登録

                           

                        

                        	
                           
                              承認ワークフローによるルールフローの送信とワークフロータスクのトラック

                           

                        

                        	
                           
                              ルールセットとルールフローのバージョン管理

                           

                        

                        	
                           
                              ルールフローをStored Processとして作成

                           

                        

                        	
                           
                              ディシジョンツリー、スコアカード、マーケットバスケット分析、RFM分析のいずれかの検出方法を使用して、入力データソースから項、ルールセットおよびルールフローを生成およびインポートするウィザードを実行

                           

                        

                        	
                           
                              SAS In-Database Code Accelerator for Teradata and Greenplumを使用してデータベース内でルールフローを実行

                           

                        

                        	
                           
                              ルールセットを選択してルールフローに含める

                           

                        

                        	
                           
                              ルールフローテストの保存と、これまでのテストの結果の表示

                           

                        

                        	
                           
                              ルールセットで使用される項とルックアップテーブルの表示

                           

                        

                        	
                           
                              入力データテーブルからの項のインポート

                           

                        

                        	
                           
                              項に基づく、ルールセットの検索

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Business Rules Manager 2.2 (SAS Business Rules Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Contextual Analysis

         
            SAS Contextual Analysis 14.2

            
               SAS Contextual Analysis 14.2は、SAS 9.4M4上で稼動し、新機能と拡張機能をいくつか備えています。 
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS Contextual Analysis 14.2では、プロジェクトデータに対するサポートにスウェーデン語が追加されました。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Contextual Analysis 14.2 User’s Guideには、すべてのサポート言語の事前定義済みコンセプトの値が含まれています。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              CLASSIFIERコンセプトルールの種類に、使用可能な場合は一致文字列の基準(完全)形を返すオプションが含まれるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              カテゴリスコアコードの新しいオプションを使用すると、自動的に生成されたルールから作成されたサブカテゴリを削除できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Contextual Analysisプロジェクトライブラリに作成されるデータテーブルは、圧縮形式で書き込まれるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Contextual Analysisの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Contextual Analysis 14.1

            
               SAS Contextual Analysis 14.1は、SAS 9.4M3上で稼動し、新機能と拡張機能を備えたメジャー製品リリースです。SAS Contextual
                  Analysis 14.1は、英語を含む13言語でプロジェクトデータのサポートを提供します。新しいプロジェクト機能を使用すると、SAS Contextual Analysisプロジェクトモデルのインポートやエクスポートを行い、他のユーザーとプロジェクトを共有できます。
               

               カテゴリペインが再設計され、ドキュメント頻度カウントと、ルールの作成が可能なツリービューが含まれるようになりました。コンセプトおよびカテゴリルールは、サンプルテキストと対話的にテストできます。ルール作成について拡充されたドキュメントには、オンラインヘルプを介してアクセスできます。コンセプトタスクの新しいプロパティを使用すると、優先順位および大文字と小文字の区別をコンセプトルールに適用できます。トピックタスクの新しいプロパティを使用すると、用語の密度とトピックの生成数を指定できます。

               ルールは現在HPBOOLRULEプロシジャを使用して生成されます。現在はプロジェクト処理中に複数のコアがアクセスされます。SAS Contextual Analysisによって生成されるスコアコードが修正されてSAS
                  DS2プログラミング言語が含まれ、スレッド処理が有効になりました。
               

            

         

         
            SAS Contextual Analysis 13.2

            
               SAS Contextual Analysis 13.2は、SAS 9.4M2上で稼動し、拡張ユーザーインターフェイスを備えたメジャー製品リリースです。SAS Contextual
                  Analysis 13.2では、さらに多くのSAS Text Minerのマシン学習機能と、SAS Enterprise Content Categorizationにおける分類および抽出のためのルールに基づく言語学的方法が組み込まれました。また、現在は、SAS
                  Contextual Analysisで、SAS Enterprise Content Categorizationプロジェクトのインポートと、カスタムコンセプトの作成も可能です。生成されたカテゴリルールは、SAS
                  Enterprise Content Categorizationカテゴリルール形式(MCAT)に従っており、フルサポートされます。ドキュメントレベルのセンチメントスコアリングが使用できるようになりました。コンセプト、センチメントおよびカテゴリのスコアコードの表示およびダウンロード機能により、モデルを活用して外部ドキュメントをスコアリングできます。さらに、ドキュメント表示、プロジェクトの作成と編集、およびプロパティページのインターフェイスが拡張されました。
               

            

         

         
            SAS Contextual Analysis 12.3

            
               SAS 9.4の新しい製品であるSAS Contextual Analysisは、SAS Text MinerとSAS Enterprise Content Categorizationの機能を単一ユーザーインターフェイスに組み合わせたWebベースの分類アプリケーションです。SAS
                  Contextual Analysisを使用すると、自動的に入力ドキュメントセットを分類するモデルの作成、ドキュメント群のキーテキストデータの特定、無意味なテキストデータの削除、そのデータの分類、テキストベースデータの値を認識できるようにモデルのカスタマイズが行えます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Decision Manager

         
            SAS Decision Manager 3.2

            
               SAS Decision Manager 3.2はSAS 9.4M4上で稼働します。

               
                  
                  SAS Decision Manager 3.2で提供される新しい機能と拡張により、次のタスクを実行できます。

                  
                     
                        	
                           
                              ルールフローのDATAステップ(DS1)コードを生成する

                           

                        

                        	
                           
                              ビジネスルールコンテンツのインポートとエクスポートの機能を制御する

                           

                        

                        	
                           
                              用語集やルックアップテーブルの読み取り専用権限を設定する

                           

                        

                        	
                           
                              フォルダの管理者役割を定義し、最上位フォルダへのアクセス許可を設定する

                           

                        

                        	
                           
                              ルールフローテスト用のデフォルトアプリケーションサーバーを設定する

                           

                        

                        	
                           
                              パブリッシュされたルーフフローを削除する

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Decision Managerデータベースに対してOracle Database 12cを使用する
                              

                           

                        

                        	
                           
                              ディシジョンの複製

                           

                        

                        	
                           
                              SAS分析ストアモデルのインポート

                           

                        

                        	
                           
                              SAS分析ストアモデルに対するパフォーマンスやレポートのパブリッシュ、スコアリング、および実行

                           

                        

                        	
                           
                              Kerberosによるシングルサインオン認証を使用してHadoopとTeradataのにモデルをパブリッシュする

                           

                        

                        	
                           
                              マクロを使用して、SAS Model Managerポートフォリオ内のSAS Factory Minerモデルをスコアリングする

                           

                        

                        	
                           
                              マクロを使用して、SAS Factory Minerモデルを、SAS Model Managerポートフォリオ内からデータベースやHadoopにパブリッシュする

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Decision Manager 3.2 (SAS Decision Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Decision Manager 3.1

            
               SAS Decision Manager 3.1はSAS 9.4M3上で稼働します。

               
                  
                  SAS Decision Manager 3.1で提供される新しい機能と拡張により、次のタスクを実行できます。

                  
                     
                        	
                           
                              Decision Builderでディシジョンを構築し、SAS Micro Analytic Web Serviceを使用してそのディシジョンを配置する

                           

                        

                        	
                           
                              Hadoopデータベース内で、ルールフロー、モデル、およびディシジョンを実行する

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Lineageの機能を使用して、データ、モデル、ルールフロー、ならびにそのデータ、モデル、およびルールフローを使用する処理の関係を表示する

                           

                        

                        	
                           
                              ルールフローのパブリッシュ時にルールセットバージョンを自動的にロックする

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Data Integration Studioジョブが互換性のある最新バージョンのルールフローを常に使用できるように、ルールフローを動的に配置する

                           

                        

                        	
                           
                              ルールセットエディタで簡易リストビューを使用する

                           

                        

                        	
                           
                              数値ルックアップテーブルを使用する

                           

                        

                        	
                           
                              複数のフォルダ、用語集、用語、ルックアップテーブル、ルールセット、ルールフローのいずれかを同時に複製、削除、および移動する

                           

                        

                        	
                           
                              ルール検出でのルール生成時に既存用語集を使用する

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Model Managerモデルリポジトリに登録されているSAS Factory Minerモデルの管理

                           

                        

                        	
                           
                              モデルバージョンの管理

                           

                        

                        	
                           
                              フォルダレベルでの一般モデルのインポート、更新、エクスポート

                           

                        

                        	
                           
                              同じカテゴリビューでのインベントリ内のすべてのモデルへのアクセス

                           

                        

                        	
                           
                              モデルキーワードの追加と編集

                           

                        

                        	
                           
                              同時に複数のユーザー定義プロパティをモデルに追加

                           

                        

                        	
                           
                              パフォーマンスの向上したモデルインベントリ検索を行い、さらに変更日、モデルプロパティ、およびユーザー定義プロパティによってその検索結果にフィルタをかける

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Decision Manager 2.2

            
               SAS Decision Manager 2.2はSAS 9.4M2上で稼働します。SAS Model Manager Java ClientアプリケーションおよびWorkflow
                  Console Webベースアプリケーションの全機能が、SAS Decision Manager 2.2に統合されました。
               

               
                  
                  このリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Metadata Repositoryでのライブラリ作成とテーブル登録

                           

                        

                        	
                           
                              ワークフローの管理とワークフロータスクのトラック

                           

                        

                        	
                           
                              プロジェクト、ルールセットおよびルールフローのバージョン管理

                           

                        

                        	
                           
                              HadoopとSAP HANAへのモデルのパブリッシュ

                           

                        

                        	
                           
                              ルールフローをStored Processとして作成

                           

                        

                        	
                           
                              ディシジョンツリー、スコアカード、マーケットバスケット分析、RFM分析のいずれかの検出方法を使用して、入力データソースから項、ルールセットおよびルールフローを生成およびインポートするウィザードを実行

                           

                        

                        	
                           
                              SAS In-Database Code Accelerator for Teradata and Greenplumを使用してデータベース内でルールフローを実行

                           

                        

                        	
                           
                              ルールセットを選択してルールフローに含める

                           

                        

                        	
                           
                              ルールフローテストの保存と、これまでのテストの結果の表示

                           

                        

                        	
                           
                              ルールセットで使用される項とルックアップテーブルの表示

                           

                        

                        	
                           
                              入力データテーブルからの項のインポート

                           

                        

                        	
                           
                              項に基づく、ルールセットの検索

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Enterprise Miner

         
            SAS Enterprise Miner 14.2

            
               SAS Enterprise Minerに、SAS Viya コードノードが含まれるようになりました。SAS Viya コードノードを使用すると、SAS Enterprise Minerを介してSAS ViyaおよびCloud Analytic Services (CAS)コードを直接サブミットできます。SAS Viya コードノードは、SAS コードノードと使用法が似ています。コードエディタウィンドウで独自のSAS ViyaまたはCASコードを書いて、SAS Enterprise MinerでそのコードをSAS
                  ViyaまたはCASサーバーにサブミットします。
               

               SAS Enterprise Miner 14.2の詳細については、SAS Enterprise Minerのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Enterprise Miner 14.1

            
               SAS Enterprise Miner 14.1は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼動します。ここでは、SAS Enterprise Minerコアユーザーインターフェイスの新機能と拡張を説明します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS Enterprise Minerでは、PMML 4.2がサポートされるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              増分応答ノードに含まれる新しいプロパティを使用すると、ノード変数選択を実行する際に、正味情報値スコアと調整済み情報値スコアのどちらを使用するのかを指定できます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  ここでは、SAS Enterprise Minerハイパフォーマンスデータマイニングノードの新機能と拡張を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいHP ベイズネットワークノードが使用可能です。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP 変数選択ノードに、新しいツリーベースの選択法が追加されています。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP クラスタリングノードが拡張され、ABC基準によるクラスタ数の自動選択が可能になりました。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HPSVMおよびHPForestノードでは、分析ストアの作成がサポートされるようになりました。分析ストアは、データベース内でのオブザベーションのスコアリングに使用できる、ポータブルフォーマットのモデルです。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HPForestノードには、変数選択の実行に使用できる変数の重要度手法も新たに追加されています。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  ここでは、SAS Enterprise Minerハイパフォーマンスプロシジャの新機能の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              HP4SCOREプロシジャでは、Breiman法およびStrobl法に類似した、変数の重要度手法が提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              HPFORESTプロシジャでは、大量の分散データを処理できるようになり、分割変数の選択法が新たに追加されています。

                           

                        

                        	
                           
                              HPSVMプロシジャでは、PARTITIONステートメントのTESTオプションおよびSELECTステートメントのVALIDATESETオプションがサポートされるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Enterprise Miner 13.2

            
               SAS Enterprise Miner 13.2はメジャーリリースで、SAS 9.4M2以降のリリースで稼働します。

               SAS Enterprise Miner 13.2では、グローバルメタデータ変更の指定を可能にするmetadcode.sasファイルが作成されます。また、モデル回帰ノードで、登録するモデルの種類の指定を可能にする新しいマイニング機能プロパティが提供されます。
               

               ここでは、SAS Enterprise Minerハイパフォーマンスデータマイニングノードの新機能と拡張を説明します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              HP 回帰ノードでは、多重共線性の検出に使用できる新しい分散拡大要因(VIF)テーブルが生成されます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP フォレストノードでは、パーティション検証データのサポートが追加されます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Enterprise Miner 13.2では、SAP HANAおよびScalable Performance Data Engine (SPD Engine)のサポートが追加されます。

                           

                        

                     

                  

                  
                  ここでは、SAS Enterprise Minerハイパフォーマンスプロシジャの新機能の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいHPTSDRプロシジャでは、(転置、トランザクションおよび列方向の形式で)時系列の次元数を削除し、少ない数の次元を使用して類似度やクラスタリングなどのタスクを実行できます。

                           

                        

                        	
                           
                              HPCLUSプロシジャでは、名義尺度の入力変数のクラスタリングにkモードアルゴリズムが使用されるようになりました。また、このプロシジャにより、名義変数に対して補完法、名義尺度の入力変数に対してkモードアルゴリズムの類似度の距離メジャーを指定できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HPFORESTプロシジャでは、各ターゲット変数に対するさまざまな適合度統計量を含むODSテーブルを作成したり、隠れ層ニューロンとターゲット層ニューロンの両方に対して余弦活性化関数を指定したりできるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              HPSVMプロシジャでは、ペナルティ選択に対するクロスバリデーション、IDステートメント、学習出力、ペナルティとそれに対応する適合度統計量を含む新しいODSテーブルがサポートされるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Enterprise Miner 13.1

            
               SAS Enterprise Miner 13.1は、SAS 9.4M1以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
                  
                  ここでは、コアのユーザーインターフェイスでの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              オープンソースノード。SAS Enterprise MinerプロセスフローダイアグラムにR言語コードを組み込めます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              データの保存ノード。SAS Enterprise Minerパスからユーザー定義のパスや定義済みのSASライブラリに学習、検証、テスト、スコアリング、トランザクションのデータを簡単な方法で保存できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              ディシジョンツリーノード。これまでに作成したモデルをインポートし、そのモデルを新しいデータに適用できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              時系列の次元削減ノード。各時系列から特徴を抽出し、時間の次元を削減します。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              時系列相関ノード。相関分析や相互相関分析の実行をサポートします。時系列データの多数の自己相関と相互相関統計量を計算します。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              時系列分解ノード。時系列の季節分解を実行できます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  ここでは、SAS Enterprise Minerハイパフォーマンスデータマイニングノードの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              HP クラスターノード。ハイパフォーマンスHPCLUSTERプロシジャを使用して、分散コンピューティング環境でk-meansクラスター分析を実行します。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP フォレストノード。変数選択法(間隔尺度のターゲット変数にはOOB (Out-of-Bag)平均誤差、分類尺度のターゲット変数にはOOBマージン減少)を選択できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP GLMノード。ハイパフォーマンスHPGENSELECTプロシジャを使用して、分散コンピューティング環境で一般化線形モデルを当てはめます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP ニューラルノード。ユーザー定義のアーキテクチャを提供します。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP 主成分分析ノード。ハイパフォーマンスHPPRINCOMPプロシジャを使用して、主成分分析を実行します。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP サポートベクターマシンノード。新しく開発されたハイパフォーマンスHPSVMプロシジャを二値分類問題に使用します。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HP ツリーノード。間隔尺度のターゲット変数を含むモデルのサポートを追加します。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  ここでは、SAS Enterprise Minerハイパフォーマンスプロシジャの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいHPBNETプロシジャでは、入力データセットからBayesian Networkを学習し、教師ありデータマイニングで予測モデルを作成します。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいHPCLUSプロシジャを使用して、分散データの読み取りと書き込み、クラスタリングとスコアリングの並列実行ができます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいHPSVMプロシジャは、サポートベクターマシン(SVM)アルゴリズムを複数のスレッドで実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              HPFORESTプロシジャが提供する拡張により、学習アルゴリズムによる複数の同時スレッドの使用、剪定や早期停止に使用するデータの抽出、スコアリングされたデータのオブザベーションIDの生成が可能です。

                           

                        

                        	
                           
                              HPNEURALプロシジャでは、深層学習をサポートするための任意の数の隠れ層の使用、カウントデータのモデリングをサポートするためのPOISSONとGAMMA誤差関数と出力層の指数活性化関数の指定、隠れ層と出力層の活性化関数の指定ができるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Enterprise Miner 12.3

            
               SAS Enterprise Miner 12.3は、SAS9.4で稼動する新しいリリースです。このメジャーリリースでは、データマイニングエクスペリエンスを拡張するために、新しいツールと、既存ツールに対する重要な更新が含まれています。スケーラビリティの向上では、既存のパーソナルSASワークステーションまたはSAS
                  Serverで使用される、複合データに対するハイパフォーマンスデータマイニングノードの学習機能に重点が置かれています。
                  
                  主要なデータマイニングツールに対する主な更新を次に示します。

                  
                     
                        	
                           
                              相互接続されたリンクエンティティのネットワークとして表示された変換データのリンク分析

                           

                        

                        	
                           
                              ディシジョンツリーノードの更新

                           

                        

                     

                  

                  
                  データマイニングアプリケーションの拡張機能を次に示します。

                  
                     
                        	
                           
                              生存データマイニングノードでの時間依存共変量のサポート。ユーザーは左側切り捨て日付と打ち切り日付も設定できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              増分応答ノードの処理水準選択。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Credit Scoring for SAS Enterprise Minerの対話型グルーピングノードに対する、デフォルト時損失を含む間隔尺度のターゲット変数のサポート。

                           

                        

                     

                  

               

               既存のSAS Enterprise Minerデスクトップまたはサーバーでのスレッド並列処理にすべてのハイパフォーマンスデータマイニングノードが使用できるようになりました(追加ライセンス料金なし)。ハイパフォーマンスのk-meansクラスター分析ノードとディシジョンツリーノードがSAS High-Performance Data Miningに追加されました。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Energy Forecasting

         
            SAS Energy Forecasting 3.2M1

            
               SAS Energy Forecasting 3.2M1は2017年4月に出荷されました。ここでは、このリリースの新機能の一部を説明します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              自動イベントトリガ予測の新しいパラメーターにより、新しい予測を開始する際の制御が向上します。

                           

                        

                        	
                           
                              マルチゾーン診断インスタンスによって、多数のゾーンを予測する場合に必要な処理時間が大幅に削減されます。

                           

                        

                        	
                           
                              診断インスタンスから最適モデル以外のモデルを使用して予測することを選択できます。

                           

                        

                        	
                           
                              中期的または長期的な予測では、すべての経済シナリオではなく、1つ以上の特定の経済シナリオを選択できます。

                           

                        

                        	
                           
                              予測の完了時にソースデータを削除することを選択できます。ソースデータを削除すると、データの蓄積が減少します。

                           

                        

                        	
                           
                              レポート出力により多くのデータが含まれているため、レポートを作成するための計算実行が少なくなります。

                           

                        

                        	
                           
                              ゾーンタブには、入力データ内のすべてのゾーンの階層が含まれています。インスタンスタブには、開始されたすべての診断、調整および予測インスタンスのリストが含まれています。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              バッチAPIの結果がユーザーインターフェイスに表示されます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Energy Forecastingのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Energy Forecasting 3.2

            
               SAS Energy Forecasting 3.2は2016年3月に出荷されました。ここでは、このリリースの新機能の一部を説明します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              予測気象データのかわりに実際の気象データを使用するエネルギー予測であるバックキャスティング

                           

                        

                        	
                           
                              ポイント予測

                           

                        

                        	
                           
                              地理的階層の調整

                           

                        

                        	
                           
                              パフォーマンス最適化予測

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsのサンプルレポート

                           

                        

                        	
                           
                              入力データソースとしてのSAP HANA

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Energy Forecasting 3.1

            
               SAS Energy Forecasting 3.1では、世界中の何百もの公益事業でのSASの経験を活用し、非常に短期(1時間先など)から非常に長期(50年先など)までにわたる計画期間に対して、信頼可能、繰り返し可能、および防御可能なエネルギー予測を提供することによって予測結果を向上させています。エネルギー取引部、マーケティング部、リスク管理部、事業部、燃料部、システム企画部、財務部、およびエネルギー予測のニーズがあると考えられるその他の部署に対して予測を提供することによって、企業全体のエネルギー予測のニーズに応えるように設計されています。

               SAS Energy Forecasting 3.1は、SAS 9.4M2以降のリリースで稼働します。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Event Stream Processing

         
            SAS Event Stream Processing 4.3

            
               SAS Event Stream Processing 4.3は2017年5月に出荷されました。SAS Event Stream Processingは、SAS 9.4と共存できるスタンドアロン製品です。SAS
                  ViyaでSAS Event Stream Processing 4.3を使用することもできます。
               

               SAS Event Stream Processing Analyticsを使用すると、SAS Visual StatisticsなどのさまざまなSAS製品によって生成された分析を実行できます。ユーザーからのフィードバックに基づき、SAS
                  Event Stream Processing Studioに変更が加えられて、ユーザーエクスペリエンスが向上し、使用可能な機能が拡張されました。SAS Event
                  Stream Processing 4.3では、イベントストリーム処理サーバーを設定し、ユーザーに基づいてエンジン、プロジェクト、クエリ、ウィンドウオブジェクトに対する明示的な読み取り/書き込みアクセス許可を使用することができるようになりました。
               

               詳細については、SAS Event Stream Processingのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Event Stream Processing 4.2

            
               SAS Event Stream Processing 4.2は2016年9月に出荷されました。SAS Event Stream Processingは、SAS 9.4と共存できるスタンドアロン製品です。SAS
                  ViyaでSAS Event Stream Processing 4.2を使用することもできます。
               

               パブリッシュおよび購読クライアント、Camelクライアント、XMLクライアント、アダプタ、アダプタマネージャでは、SASLogonサービスURLに対する認証がサポートされます。HDFSアダプタユーザーは、ネイティブJava
                  Kerberosを使用して、Kerberos化されたHadoopグリッドに対して認証を行えるようになりました。SAS ESPアダプタおよびコネクタは、メタデータおよびメッセージレベルのログ情報へのアクセスを強化し、管理の強化を実現します。SAS
                  Streamviewerでは、新しい地理的ビジュアル化コンポーネントが導入されました。イベントストリーム処理サーバーは、指定された間隔内で処理されるイベントの数をトラッキングするために、メータリングソースウィンドウを維持するように構成できるようになりました。XMLモデルを3.2
                  XMLスキーマから4.2 XMLスキーマに変換するための移行ツールも使用できます。この最新リリースには、ドキュメントや例の拡張も含まれています。
               

            

         

         
            SAS Event Stream Processing 4.1

            
               SAS Event Stream Processing 4.1は2016年8月に出荷されました。SAS Event Stream Processingは、SAS 9.4と共存できるスタンドアロン製品です。

               SAS Event Stream Processing 4.1では、オーケストレーションとグリッドのパブリッシュのためのアダプタマネージャが提供されます。このリリースはクラウドレディです。SAS
                  Event Stream Processing 4.1では、SAS Event Stream Processing Studioの拡張、多数の新しいアダプタとコネクタ、既存のアダプタとコネクタの拡張、XMLレイヤの変更と拡張、拡張Streamviewer、Pythonベースのパブリッシュ/サブスクライブAPT、Adobe
                  Adapter NiFi ESPプロセッサ、ウィンドウの種類の拡張が提供されます。
               

            

         

         
            SAS Event Stream Processing 3.2

            
               SAS Event Stream Processing 3.2は、2015年11月に出荷され、SAS 9.4M3上で稼働します。このリリースから、DATAステップステートメントを使用して入力ハンドラを書き込めます。このリリースには、認証が追加され、パターンウィンドウの圧縮やHTTP
                  APIの変更が含まれています。SAS Event Stream Processing 3.2では、Hadoop Yarnおよび新しいコネクタやアダプタとの統合が提供されます。
               

            

         

         
            SAS Event Stream Processing 3.1

            
               SAS Event Stream Processing 3.1 (旧名称SAS Event Stream Processing Engine)は、2015年5月に出荷され、SAS
                  9.4M2上で稼動します。このリリースで提供されるWebベースクライアントを使用すると、イベントストリーム処理モデルを作成できます。SAS Event Stream
                  Processing Studioクライアントでは、ユーザーインターフェイスで定義したモデルに基づいてXMLコードが生成されます。SAS Event Stream
                  Processing 3.1では、Twitter、Sniffer、SOAP、Netezza、RESTなどのコネクタおよびアダプタがサポートされるようになりました。このリリースには、新しい統合HTTPクライアントドライバも含まれます。
               

            

         

         
            SAS Event Stream Processing Engine 2.3

            
               SAS Event Stream Processing Engine 2.3には、HTTPプロトコルを使用する新しいストリームビューアツールが含まれています。このツールでは、拡張されたグラフィックおよびパブリッシュ機能が提供されます。1+N方向フェイルオーバーが拡張されて、RabbitMQメッセージングシステムがサポートされています。SAS
                  Event Stream Processing Engineでは現在、式によるイベントのオペコードまたはフラグへのアクセスが可能です。このリリースには、新しいプロジェクトパブリッシュコネクタならびに新しいRabbitMQコネクタおよびアダプタも含まれます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/ETS

         
            SAS/ETS 14.2

            
               SAS/ETS 14.2は、SAS 9.4M4以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               次のコンポーネントがSAS/ETSに追加されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SASENOAAインターフェイスエンジンを使用すると、SASユーザーは、National Oceanic and Atmospheric Administration
                                 (NOAA)のSevere Weather Data Inventory (SWDI) Webサービスから災害気象データを取得できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SASERAINインターフェイスエンジンを使用すると、SASユーザーは、World Weather OnlineのWebサイトから気象データを取得できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SPATIALREGプロシジャでは、データ内のオブザベーションが空間的参照かジオリファレンスされたクロスセクションデータの空間計量経済学モデルが分析されます。

                           

                        

                     

                  

               

               次のSAS/ETSコンポーネントに新機能が追加されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              HPCDMプロシジャ

                           

                        

                        	
                           
                              HPSEVERITYプロシジャ

                           

                        

                        	
                           
                              QLIMプロシジャ

                           

                        

                        	
                           
                              SASEFAMEインターフェイスエンジン

                           

                        

                        	
                           
                              SASEFREDインターフェイスエンジン

                           

                        

                        	
                           
                              SASEQUANインターフェイスエンジン

                           

                        

                        	
                           
                              SASEXFSDインターフェイスエンジン

                           

                        

                        	
                           
                              SEVERITYプロシジャ

                           

                        

                        	
                           
                              SSMプロシジャ

                           

                        

                        	
                           
                              TIMESERIESプロシジャ

                           

                        

                        	
                           
                              VARMAXプロシジャ

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/ETS 14.2 (SAS/ETS 14.2 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/ETS 14.1

            
               SAS/ETS 14.1は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              COUNTREGプロシジャでは、TESTステートメント、モデルに空間効果を含められるようにする3つのステートメント、および追加Bayesian分析機能が追加されています。

                           

                        

                        	
                           
                              HPCOUNTREGプロシジャでは、TESTステートメントと、Conway-Maxwell分布のサポートが追加されています。

                           

                        

                        	
                           
                              HPPANELプロシジャでは、グループ間推定量、期間間推定量、およびプールされたOLS回帰に対するサポートが追加されています。

                           

                        

                        	
                           
                              MODELプロシジャでは、%EQARおよび%EQMAマクロが追加されています。

                           

                        

                        	
                           
                              PANELプロシジャでは、より一般的なHausman特定化検定、複数モデルの比較表、ならびにHausman and Taylor (1981)およびAmemiya
                                 and MaCurdy (1986)推定量が追加されています。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              QLIMプロシジャでは、ランダム切片モデルを推定できるRANDOMステートメント、および追加Bayesian分析機能が追加されています。

                           

                        

                        	
                           
                              SASEFREDインターフェイスエンジンは、Linux X64 (LAX)ホスト、Federal Reserve Economic Data (FRED)データの実期間、SASログでの診断のログ記録、カテゴリ、タグ、グループ、リリースに関する有益な情報の要求、オプションのパス名での空白の使用をサポートします。

                           

                        

                        	
                           
                              SASEXFSDインターフェイスエンジンは、Linux X64 (LAX)ホスト、SASログでの診断のログ記録、ExtractFormulaHistoryファクトレットのUNIVERSE=オプション、オプションのパス名での空白の使用をサポートします。

                           

                        

                        	
                           
                              SASEQUANインターフェイスエンジンは、Linux X64 (LAX)ホスト、9個までのQuandlコード、SASログでの診断のログ記録、オプションのパス名での空白の使用をサポートします。また、変数番号を名前に追加することによって、一意の名前も保証されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SSM０プロシジャでは、DEPLAGステートメントが追加されます。これにより、オブザベーション方程式で応答変数のラグ値を有するモデルの指定が単純化されます。

                           

                        

                        	
                           
                              VARMAXプロシジャでは、ARMA-GARCH形式のベクトル誤差修正モデル、ベクトル誤差修正モデルの線形等式および不等式制約、調整係数行列のパラメータ推定値の共分散および標準誤差、ベクトル誤差修正モデルのイノベーションの共分散行列、ロングランパラメータおよび誤差修正トレンドパラメータのパラメータ推定値の出力、ロングランパラメータおよび誤差修正トレンドパラメータを除くベクトル修正モデルの任意のパラメータに対するWald検定、初期値の指定、新しい推定法である条件付き最尤法(CML)がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいX13プロシジャには、米国税調査局によるX-13ARIMA-SEATSプログラムでのX-12-ARIMA方法論の追加に応じて、X12プロシジャが組み込まれています。また、PROC
                                 X13では、多数のオプションが追加され、追加テーブルが表示され、MAXITER=オプションのデフォルト値が1,500に変更されています。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/ETS 14.1 (SAS/ETS 14.1 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/ETS 13.2

            
               SAS/ETS 13.2は、SAS 9.4M2以降のリリースで稼働します。
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいSASEQUANインターフェイスエンジンによって、Quandl Webサイトから経済データを取得できます。

                           

                        

                        	
                           
                              COUNTREGプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          多数のBayes推定機能がサポートされています。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          最適化中に使用されるスレッドの数を制御できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          パラメータ推定値と他の結果をBYグループごとにアイテムストアに保存して、後で別のデータセットのBYグループをスコアリングする際に使用できます。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              PANELプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          一元および二元モデルに対する一階差分法

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          パネルデータクロスセクション従属性検定

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          クロスセクションおよび時間効果に対するLagrange乗数(LM)検定

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          局所平均最強力(LMPP)および標準化Lagrange乗数(SLM)検定

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Gourieroux、HollyおよびMonfortのLagrange乗数検定

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          系列相関およびクロスセクション効果に対する検定

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              QLIMプロシジャで、MCMC法によって事後分布表現の品質をモニタするために自動化アルゴリズムが追加されました。これにより、満足のいく事後分布表現になるまで、このアルゴリズムはMCMC法の再調整または再初期化、あるいはその両方を行えます。

                           

                        

                        	
                           
                              SASEFREDインターフェイスエンジンでは、さまざまなオプションの非互換性を回避するためのエラーチェックが実行されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SEVERITYプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          CLASSステートメントがサポートされます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          単一連続効果、多項式連続効果、主CLASS変数効果など、多種多様な回帰効果を指定できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          推定結果をアイテムストアに保存して、後でSEVERITYまたはHPSEVERITYプロシジャを実行する際にパラメータ初期化に使用できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          スコアリング関数を作成できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          経験分布関数(EDF)推定値の準備に使用されるオブザベーションの数を制限することによって、打ち切りまたは切り捨て効果の指定時は特に、大容量のデータセットに対するEDF推定ステップの処理が高速化します。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              VARMAXプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          Johansen共和分ランク検定のp値
                                          

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          多変量GARCHモデルの多段階予測。先行する期間の条件付き共分散行列の多段階予測を得られます。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              X12プロシジャでは、次を指定できるようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          予測信頼限界のサイズ

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          棄却値と潜在的な外れ値の差

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          外れ値検出のアルファ値

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          アルファ値と分析に使用される範囲内のオブザベーションの数に基づいた外れ値検出の棄却値の計算法

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          一時レベルシフトを形成するために考慮するレベルシフト外れ値の数

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          モデル推定の各反復における外れ値の追加法

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          一時変更外れ値の減衰率

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          各期間の移動平均フィルタ

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/ETS 13.2 (SAS/ETS 13.2 User’s Guide)を参照してください。
               

               
                  
                  ここでは、SAS/ETSハイパフォーマンスプロシジャの新機能の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              HPCOUNTREGプロシジャは、パネルデータ分析をサポートするようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              HPSEVERITYプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          CLASSステートメントがサポートされます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          単一連続効果、多項式連続効果、主CLASS変数効果など、多種多様な回帰効果を指定できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          推定結果をアイテムストアに保存して、後でSEVERITYまたはHPSEVERITYプロシジャを実行する際にパラメータ初期化に使用できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          スコアリング関数を作成できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          PROC HPSEVERITYは、以前はSEVERITYプロシジャでのみ使用可能だった機能(単一マシンモードでの多様なプロットの要求、単一マシンモードでの収束が失敗しないすべての分布のEDFおよびCDF推定値を含むSASデータセットの作成、可観測の確率の指定、NLOPTIONSステートメントへのPROC
                                             SEVERITYに指定可能なオプションの指定)をサポートします。
                                          

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/ETS 13.2 High-Performance Procedures (SAS/ETS User’s Guide: High-Performance Procedures)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/ETS 13.1

            
               SAS/ETS 13.1は、SAS 9.4M1以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              AUTOREGプロシジャによって、GARCHモデルをパラメータ制約なしで推定できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              COPULAプロシジャは、裾依存性プロットをサポートするようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              COUNTREGプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          STOREステートメントによって、アイテムストアにモデルパラメータ推定値などの統計量を保存できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          CLASSステートメントの新しいオプションによって、パラメータ化手法、参照水準、分類変数の並べ替え順序を制御できます。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              SEVERITYプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          尺度回帰モデルにオフセット変数を含められます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          新しいOUTSCORELIBステートメントは、スコアリング関数を作成します。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              PANELプロシジャは、Blundell and BondのシステムGMM推定量をサポートするようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              QLIMプロシジャは、次の機能を提供するようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          Bayes推定を大部分の多変量モデルに使用できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          大部分のモデルで内生性問題に対応できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Heckmanの２段階プロシジャによって、選択したサンプルのモデルを離散選択モデルまたは制限従属変数モデルにすることができるようになりました。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              SSMプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          より汎用的な状態遷移方程式により、回帰効果の包含が可能です。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          モデル成分の構造分岐を検索できるようになりました。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              UCMプロシジャは、系列と成分の予測の標準誤差を計算するためのブートストラップベースのプロシジャを提供します。

                           

                        

                        	
                           
                              VARMAXプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          最尤法によって推定されるVARMAXとVARMAX-GARCHモデルの大幅なパフォーマンスとスケーラビリティの向上

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          パラメータの不等約

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          パラメータの初期値

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          BOUND、INITIAL、RESTRICT、TESTステートメントの行列式、演算子、関数

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          多変量DCC GARCHモデル

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          新しい4形式の単変量のGARCHモデル:指数 GARCH (EGARCH)、累乗 GARCH (PGARCH)、2次 (QGARCH)、しきい値 GARCH (TGARCH)

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          CCCとDCC GARCHモデルの集約尤度推定

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              新しいSASEFREDインターフェイスによって、FRED Webサイトから(Economic Research Division of the Federal Reserve
                                 Bank of St. Louisがホストするサイト)経済データを取得できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SASECRSPインターフェイスエンジンは、Linux X64 (64-ビット)、Solaris Sun UltraSPARC、Solaris on Intel x86、Windowsをサポートします。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいSASEXFSDインターフェイスエンジンによって、FactSet FASTFetch Webサービスが提供するFactSetデータにアクセスできます。

                           

                        

                     

                  

                  
                  ここでは、SAS/ETS 13.1の新しいハイパフォーマンス機能とプロシジャの一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              評価版のハイパフォーマンスHPCDMプロシジャは、複合分布モデル(指定された期間で見込まれる合計損失の分布)を推定します。

                           

                        

                        	
                           
                              COPULAプロシジャのハイパフォーマンス版の新しいHPCOPULAプロシジャでは、コピュラ手法を使用して多変量分布の実現値シミュレーションを行えます。

                           

                        

                        	
                           
                              PANELプロシジャのハイパフォーマンス版の新しいHPPANELプロシジャは、線形計量経済パネルデータモデルの分類を分析します。

                           

                        

                        	
                           
                              HPCOUNTREGプロシジャは、BYステートメントをサポートするようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              HPQLIMプロシジャは、離散選択モデルとBYステートメントをサポートするようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              HPSEVERITYプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          BYステートメント

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          尺度回帰モデルのオフセット変数

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          スコアリング関数を作成する、新しいOUTSCORELIBステートメント

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/ETS 13.1 (SAS/ETS 13.1 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/ETS 12.3

            
               SAS/ETS 12.3はSAS/ETSソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4で稼働します。

               さらに、SAS High-Performance Econometrics製品の構成要素であるプロシジャをSAS/ETSで単一マシンモードで使用できます。データの特性やモデルの複雑さによって異なりますが、類似したマルチスレッド対応でないSAS/ETS機能よりもパフォーマンスが向上する可能性があります。

               詳細については、Overview of SAS/ETS High-Performance Procedures (SAS/ETS User’s Guide: High-Performance Procedures)を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Factory Miner

         
            SAS Factory Minerについて

            
               SAS Factory Minerは、データの分析や結果の検査のためにモデルを構築できる、使いやすいアプリケーションです。プロジェクトの作成、データソース構成の選択、モデルテンプレートの選択、分析の実行、結果の表示によって、モデルを構築できます。

               
                  
                  次のモデルを使用して、SAS Factory Minerでデータを分析できます。

                  
                     
                        	
                           
                              ベイズネットワークモデル

                           

                        

                        	
                           
                              ディシジョンツリーモデル

                           

                        

                        	
                           
                              一般化線形モデル

                           

                        

                        	
                           
                              勾配ブースティングモデル

                           

                        

                        	
                           
                              ニューラルネットワークモデル

                           

                        

                        	
                           
                              ランダムフォレストモデル

                           

                        

                        	
                           
                              回帰モデル

                           

                        

                        	
                           
                              サポートベクターマシンモデル

                           

                        

                     

                  

               

               SAS Factory Minerは、セグメントレベルでのデータマイニングモデルの作成実行に役立ちます。たとえば、顧客データを使用して、オンラインオファーに応答してくれる可能性が最も高いのはどの顧客かを調査したりできます。さらに、クライアントの居住地域ごとに別々のモデルを構築することもできます。複数のモデルを実行し、結果を検査すると、各自のデータと調査目標にとってどのモデリングアルゴリズムが最も効果的かを決定できます。モデリング結果を比較することで、より詳細な情報に基づいてより効果的にビジネス上の意思決定を行えるようになります。

               SAS Factory Miner 14.1は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼動します。

            

         

         
            SAS Factory Miner 14.2

            
               SAS Factory Minerに含まれている新しいRESTエンドポイントを呼び出すと、新しいデータで自動的にプロジェクトの再学習を行うことが可能になり、SAS
                  Model Managerで新しいモデルを登録するオプションが与えられます。この更新に含まれているSASコードテンプレートを使用すると、新しいエンドポイントとUIコンポーネントを呼び出して、特定のプロジェクトのためにSASコードテンプレートをダウンロードすることができます。このコードテンプレートを使用したり、オペレーティングシステムのスケジューラを使用して、自動的にモデルの再学習を行うためにRESTエンドポイントを定期的に呼び出したりすることができます。
               

               詳細については、SAS Enterprise Miner and SAS Factory Minerのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Forecast Server

         
            SAS Forecast Server 14.2

            
               SAS Forecast Server 14.2はSAS 9.4M4上で稼働します。このリリースには、SAS Forecast Serverプロシジャに対する複数の拡張が含まれています。

               SAS Forecast Server 14.2の詳細については、SAS Forecast Serverのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Forecast Server 14.1

            
               SAS Forecast Server 14.1はSAS 9.4M3上で稼働します。このリリースには、Webベースインターフェイスである新しいSAS Forecast
                  Server Clientが含まれます。これを使用すると、時系列データのセグメント化、予測の作成、および予測精度のトラッキングを行えます。SAS Forecast
                  Server Clientでは、カスタムコードを書いて時系列のセグメント化やモデル化を行うオプションもあります。
               

            

         

         
            SAS Forecast Server 13.1

            
               SAS Forecast Server 13.1は、SAS 9.4M1上4で稼動する新しいリリースです。 
                  
                  ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              統合Windows認証、クラスタ化サーバー、グリッドコンピューティング環境のサポート

                           

                        

                        	
                           
                              レポートまたはStored Processの実行時にODS出力形式と実行サーバーを変更する新しいオプション

                           

                        

                        	
                           
                              独立変数の予測データセットの作成機能

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Forecast Server 12.3

            
               SAS Forecast Server 12.3はSAS 9.4で稼動し、Webインフラストラクチャに対する更新が行われています。SAS Forecast Serverは、現在はプロダクションのソフトウェアであるSAS
                  Time Series Studioと統合されています。SAS Time Series Studioでは、タイムスタンプ付きデータを分析し、構造化することができます。SAS
                  Time Series Studioからデータをエクスポートし、SAS Forecast Studioにインポートできます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS High-Performance Risk

         
            SAS High-Performance Risk 3.8

            
               SAS High-Performance Risk 3.8は、2017年6月に出荷され、SAS 9.4M4上で稼働します。このリリースでは、次の新機能が提供されます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              新しい計算ロールアップメソッドおよび事前クエリメソッド

                           

                        

                        	
                           
                              履歴シミュレーションと感度分析

                           

                        

                        	
                           
                              キューブ作成時の新しいクロス分類フィルタ

                           

                        

                        	
                           
                              SASリスクソリューション全体でリスクワークグループを設定する新しい管理ツール

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS High-Performance Riskのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS High-Performance Risk 3.7

            
               SAS High-Performance Risk 3.7は、2016年11月に出荷され、SAS 9.4M4上で稼働します。このリリースでは、次の新機能が提供されます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              デルタノーマル分析のサポート

                           

                        

                        	
                           
                              シナリオキャッシュフローとValueDataデータセット

                           

                        

                        	
                           
                              転置シナリオ分析結果セット

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS High-Performance Risk 3.6

            
               SAS High-Performance Risk 3.6はSAS 9.4M3上で稼働します。このリリースに含まれているブリッジコンポーネントを使用すると、スレッドセーフではないプログラムや、Hadoop
                  MAPREDUCEジョブのリスクデータへの直接アクセスを可能にするプリプロダクションカスタムファイルリーダーを実行できます。このリリースには、新しいSAS言語要素も含まれています。
               

            

         

         
            SAS High-Performance Risk 3.5

            
               SAS High-Performance Risk 3.5はSAS 9.4M3上で稼働します。このリリースから、シナリオ結果をリスクキューブに保存できます。このリリースには、ユーザーインターフェイスと新しいSAS言語要素に対する拡張も含まれています。

            

         

         
            SAS High-Performance Risk 3.4

            
               
                  
                  SAS High-Performance Risk 3.4はSAS 9.4M2上で稼働し、次の機能が備わっています。

                  
                     
                        	
                           
                              分散モードのHadoop分散ファイルシステム(HDFS)でリスクキューブデータファイルを保存する機能。HDFSでのリスクキューブ保存の主な利点は、バックアップおよび復元処理が改善されることです。

                           

                        

                        	
                           
                              統計量を定義し、リスクキューブに含める機能。リスクキューブに歪みリスク尺度を含めることもできます。

                           

                        

                        	
                           
                              シナリオエディタでリスクファクタをプロットする機能。

                           

                        

                        	
                           
                              新しい言語要素。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS High-Performance Risk 3.3

            
               SAS High-Performance Risk 3.3は、SAS 9.4M2上で稼働し、次の機能を提供しています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              シナリオ作成およびストレステストの拡張

                           

                        

                        	
                           
                              カウンタパーティリスクおよび信用評価調整に対するサポートの強化

                           

                        

                        	
                           
                              ポジションと市場状態の両方によるポートフォリオの価格設定機能

                           

                        

                        	
                           
                              新しいSAS言語ステートメント

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS High-Performance Risk 3.2

            
               SAS High-Performance Risk 3.2は、SAS 9.4M1上で稼働し、次の新機能を提供しています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS Visual AnalyticsアプリケーションバーからのSAS High-Performance Riskへのアクセス

                           

                        

                        	
                           
                              PDFファイルへのリスク探索のエクスポート機能

                           

                        

                        	
                           
                              ユーザーインターフェイスの拡張

                           

                        

                        	
                           
                              グリッドノードから直接、分散データファイルシステムまたはIn-Memoryデータにデータセットを送信する機能

                           

                        

                        	
                           
                              ポートフォリオの金融商品変数の変更機能

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS High-Performance Risk 3.1

            
               SAS High-Performance Risk 3.1はSAS 9.4で稼働し、次の機能が備わっています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              リスク分析の拡張(純額エクスポージャと担保付きエクスポージャの計算、ポートフォリオのストレステストやフィルタリング、拡張シナリオビルダ)

                           

                        

                        	
                           
                              HadoopとSAS LASRとの統合

                           

                        

                        	
                           
                              ユーザーインターフェイスの拡張(拡張された並べ替え機能、Microsoft Excelへのグラフのエクスポート機能、棒グラフのドリルダウン機能、ストレステストへの拡張)

                           

                        

                        	
                           
                              ハイパフォーマンス感度分析の機能

                           

                        

                        	
                           
                              パフォーマンスの向上

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/IML

         
            SAS/IML 14.2

            
               SAS/IML 14.2は、SAS 9.4M4以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              IMLプロシジャの基本データ型は行列です。SAS/IML 14.2より前は、PROC IMLプログラムのすべての記号が行列を表していました。SAS/IML 14.2の新機能は、新しい非行列データ型のテーブルとリストに対するサポートです。

                           

                        

                        	
                           
                              RANDGENサブルーチンでは、新しい分布と、多くの既存の分布に対する拡張がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/IML 14.2は、そのリリース時に、Rの最新バージョン(3.3.1)と正しくインターフェイスします。Rのより新しいバージョンに対するサポートの最新情報についてはSASテクニカルサポートに問い合わせてください。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/IML 14.2には、SUBMITステートメントに対する複数の拡張も実装されています。SUBMITブロック内で実行されるグローバルSASステートメントは、SUBMITブロック後のSAS/IMLプログラムにも影響するようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/IML 14.2 (SAS/IML 14.2: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/IML 14.1

            
               SAS/IML 14.1は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              Windowsオペレーティングシステムでは、大きな行列(231 – 1以下の要素、または20億を超える要素)がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              PACKAGEステートメントでは、パッケージのインストールと使用がサポートされます。このパッケージは、ソースコード、データセット、ドキュメント、サンプルプログラムを含むZIPファイルです。パッケージの共有とダウンロードは、support.sas.comのSAS Support CommunitiesのSAS/IML File Exchangeから行えます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              可能な場合は、固有値計算でベンダ提供の数学ライブラリが使用されます。

                           

                        

                        	
                           
                              RANDSEEDサブルーチンでは、特定のシードに対して異なる初期化アルゴリズムが使用されます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/IML 14.1 (SAS/IML 14.1: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/IML 13.1

            
               SAS/IML 13.1は、SAS 9.4M1以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS/IML言語構文の拡張

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          NEXTキーワードが式をサポートするようになりました。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          STOPステートメントとABORTステートメントで、SASログに表示されるデフォルトメッセージが採用されるようになりました。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          RETURNステートメントのかっこがオプションになりました。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              RANDGENサブルーチンによるTweedie分布の新規サポート

                           

                        

                        	
                           
                              次の新しい統計関数、サブルーチン、モジュールが追加されました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          CV関数は、行列の列ごとにサンプルの変動係数を返します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          HEATMAPCONTコールは、行列のヒートマップを作成して、その値を連続したカラーランプを使用して視覚化します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          HEATMAPDISCコールは、行列のヒートマップを作成して、その値を連続しないカラーランプを使用して視覚化します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          KURTOSIS関数は、行列の列ごとにサンプルの尖度を返します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          LOGABSDET関数は、行列式の絶対値の対数を返します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          LPSOLVEコールは、線形計画問題を解決します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          MILPSOLVEコールは、混合整数線形計画問題を解決します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          PALETTE関数は、比較的少数の離散値を表示する塗り分け地図やヒートマップなどのグラフィカルな視覚化に適した、連続しないカラーパレットを返します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          PARENTNAME関数は、モジュールに渡された行列の名前を返します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SKEWNESS関数は、行列の列ごとにサンプルの歪度を返します。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/IML 13.1 (SAS/IML 13.1: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/IML 13.2

            
               SAS/IML 13.2は、SAS 9.4M2以降のリリースで稼働します。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しい評価版EXECUTEFILEサブルーチンでは、テキストファイルに含まれるSAS/IMLステートメントが実行されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS/IML Support Community内の新しいSAS/IMLile Exchangeは、正式にSAS/IMLに含まれていませんが、SAS/IMLプログラムを共有したり、他のユーザーによって書かれたプログラムをダウンロードしたりできます。SAS/IML関数、タグファイル、およびレートファイルを投稿したり、タグ、コンテンツ、または作成者別にファイルを検索したりできます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/IML 13.2 (SAS/IML 13.2: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/IML 12.3

            
               SAS/IML 12.3はSAS/IMLソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4で稼働します。

               詳細については、SAS/IMLのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Model Manager

         
            SAS Model Manager 14.2

            
               SAS Model Manager 14.2はSAS 9.4M4上で稼働します。

               
                  
                  このリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS分析ストアモデルのインポート

                           

                        

                        	
                           
                              SAS分析ストアモデルに対するパフォーマンスやレポートのパブリッシュ、スコアリング、および実行

                           

                        

                        	
                           
                              Kerberosによるシングルサインオン認証を使用してHadoopとTeradataのにモデルをパブリッシュする

                           

                        

                        	
                           
                              マクロを使用して、SAS Model Managerポートフォリオ内のSAS Factory Minerモデルをスコアリングする

                           

                        

                        	
                           
                              マクロを使用して、SAS Factory Minerモデルを、SAS Model Managerポートフォリオ内からデータベースやHadoopにパブリッシュする

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Model Manager 14.2 (SAS Model Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Model Manager 14.1

            
               SAS Model Manager 14.1はSAS 9.4M3上で稼働します。

               
                  
                  このリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Model Managerモデルリポジトリに登録されているSAS Factory Minerモデルの管理

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Lineageを使用した、モデル依存関係の追加とリレーションシップの表示

                           

                        

                        	
                           
                              モデルバージョンの管理

                           

                        

                        	
                           
                              フォルダレベルでの一般モデルのインポート、更新、エクスポート

                           

                        

                        	
                           
                              同じカテゴリビューでのインベントリ内のすべてのモデルへのアクセス

                           

                        

                        	
                           
                              モデルキーワードの追加と編集

                           

                        

                        	
                           
                              同時に複数のユーザー定義プロパティをモデルに追加

                           

                        

                        	
                           
                              パフォーマンスが向上したモデルインベントリの検索。検索結果への変更日、モデルプロパティ、ユーザー定義プロパティに基づくフィルタの適用。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Model Manager 14.1 (SAS Model Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Model Manager 13.1

            
               SAS Model Manager 13.1はSAS 9.4M2上で稼働します。SAS Model Manager Java ClientアプリケーションおよびWorkflow
                  Console Webベースアプリケーションが、統合Webベースアプリケーションに置き換えられました。ユーザーのデスクトップへのSAS Model Manager
                  Clientのインストールが不要になりました。このリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS Metadata Repositoryでのライブラリ作成とテーブル登録

                           

                        

                        	
                           
                              ワークフローの管理とワークフロータスクのトラック

                           

                        

                        	
                           
                              HadoopとSAP HANAへのモデルのパブリッシュ

                           

                        

                        	
                           
                              プロジェクト内のすべてのバージョンの一元管理

                           

                        

                        	
                           
                              周期ジョブのスケジュール

                           

                        

                        	
                           
                              ダッシュボードプロジェクトステータスに基づくモデルの再学習

                           

                        

                        	
                           
                              動的データソースの使用およびダッシュボードレポートの生成についてのパフォーマンスオプションの指定

                           

                        

                        	
                           
                              追加レポートオプションの指定

                           

                        

                        	
                           
                              ドキュメントの添付とコメントの追加

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Model Manager 13.1 (SAS Model Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Model Manager 12.3

            
               SAS Model Manager 12.3はSAS 9.4で稼動します。このリリースでの主要なテーマとして、1つのコントロールグループとしてプロジェクトを共同して管理する機能、追加のモデルクラスをサポートする機能、SAS
                  Model Manager Workflow Consoleからこれまで以上のアクティビティを実行する機能があります。このメジャーリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              1つのコントロールグループ内に複数プロジェクトを作成して管理。

                           

                        

                        	
                           
                              1コントロールグループに含まれる全プロジェクトのチャンピオンモデルのパフォーマンスをモニタし、そのチャンピオンモデルをSAS Metadata Repositoryにパブリッシュ。

                           

                        

                        	
                           
                              パフォーマンスモニタリングタスクのスケジュール。

                           

                        

                        	
                           
                              パフォーマンスモニタリングタスクの定義時に、複数のデータソースと収集日を指定。

                           

                        

                        	
                           
                              データベースへパブリッシュするモデルの削除。

                           

                        

                        	
                           
                              マクロを使用したフォルダ、プロジェクト、バージョンの作成。プロジェクトプロパティの設定も可能。

                           

                        

                        	
                           
                              ワークフローアクティビティ内でのレポートの作成と表示。

                           

                        

                        	
                           
                              ワークフローのプロセスフローダイアグラムの表示。

                           

                        

                     

                  

                  
                  さらに、SAS Model Manager 12.3は次の領域のサポートを提供します。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Enterprise Miner Random Forest (HPFOREST)、SAS/ETS COUNTREGとSEVERITYモデル

                           

                        

                        	
                           
                              モデルのスコアリングや再学習時、チャンピオンモデルやチャレンジャモデルのパフォーマンスのモニタ時における複数のSAS Application Serverの使用

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Model Manager 12.3 (SAS Model Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/OR

         
            SAS/OR 14.2

            
               SAS/OR 14.2は、SAS 9.4M4以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               SAS/OR 14.2では、LP、MILP、およびNLPソルバのパフォーマンスが向上しています。

               SAS Simulation Studio (Windows環境用のSAS/OR 14.2のコンポーネント)には、次のモデリングブロックが含まれるようになりました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              新しいキャスターブロックによって、モデル内の複合オブジェクト(エンティティ、オブザベーションなど)の転送が容易になります。

                           

                        

                        	
                           
                              キューブロックには、拡張されたキューのコントロールが追加され、これを使用すると、キューがブロックされるのを防止するのに役立ちます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/OR 14.2 (SAS/OR 14.2 User’s Guide: Mathematical Programming)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/OR 14.1

            
               SAS/OR 14.1は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。最適化時間の短縮、診断機能の強化、操作の簡易化のために新しい最適化機能が多数追加されました。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              複数のソルバで、そのパフォーマンスが向上されました。

                           

                        

                        	
                           
                              PROC OPTMODELの同時FORループ(COFORループ)を分散モードで実行できます。

                              注: 分散モードには、SAS High-Performance Optimizationが必要です。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              PROC OPTMODELにプロファイラが追加され、問題の生成、解決、解決プロセスの各種段階での経過時間がトラックされます。

                           

                        

                        	
                           
                              PROC OPTNETは並列コンピューティングを可能にし、より高速のグラフデータの入力を提供し、3つのアルゴリズムを拡張しました。

                           

                        

                        	
                           
                              2次ソルバと非線形ソルバにIIS (irreducible infeasible set)診断が追加されました。

                           

                        

                        	
                           
                              分解アルゴリズムでは、自動的に検出できる制約行列の構造の範囲が拡張されました。

                           

                        

                        	
                           
                              CLPプロシジャに、より多くの変数選択ストラテジが追加されました。

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  Windows環境のSAS/OR 14.1のコンポーネントであるSAS Simulation Studio 14.1に、モデルの精度を向上し、モデル実行の追加コントロールを提供する機能が追加されました。次のハイライトがあります。

                  
                     
                        	
                           
                              モデルの実行中にブロックに動的に作成されたデータの入力ポートと出力ポートの実行順序をコントロールします。

                           

                        

                        	
                           
                              同じシミュレーションクロックタイムにスケジュールされたイベントの実行順序を決定する、モデルのブロックのランキングのコントロールを一元化します。

                           

                        

                        	
                           
                              スケジュールされた調整が存在する場合におけるリソースエンティティ間でのリソースユニットの割り当てのコントロールが拡張されて向上されました。

                           

                        

                        	
                           
                              ローカルPCのSAS Serverを自動起動します。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/OR 14.1 (SAS/OR 14.1 User’s Guide: Mathematical Programming)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/OR 13.2

            
               SAS/OR 13.2は、SAS 9.4M2以降のリリースで稼働します。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              複数の最適化ソルバで、そのパフォーマンスが向上されました。

                           

                        

                        	
                           
                              PROC OPTMODELでは、評価版の制約論理プログラミング(CLP)ソルバが追加されました。

                           

                        

                        	
                           
                              非線形計画(NLP)ソルバでは、決定変数(パラメータ推定値)に対する共分散行列の出力が追加されました。

                           

                        

                        	
                           
                              分解(DECOMP)アルゴリズムでは、新しいブロック検出機能が追加されました。

                           

                        

                        	
                           
                              線形計画(LP)内点ソルバでは、デフォルトでクロスオーバーアルゴリズムが適用されます。

                           

                        

                        	
                           
                              ネットワークソルバはプロダクション版になりました。

                           

                        

                        	
                           
                              混合整数線形計画(MILP)ソルバの並列実装はプロダクション版になりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Simulation Studio 13.2では、複数の計算コア上で計画点と反復を同時に実行する新しいオプションの並列モデル、データコレクションを制御する新しいデータトリマブロックの集約機能、および式ブロックで生成される数値の精度に対する追加コントロールが提供されます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/OR 13.2 (SAS/OR 13.2 User’s Guide: Mathematical Programming)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/OR 13.1

            
               SAS/OR 13.1は、SAS 9.4M1以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。最適化、離散イベント シミュレーション、制約計画において、新機能と現在の機能への拡張が提供されます。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              OPTMODELプロシジャは次をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          ネットワーク最適化と分析アルゴリズムへの直接アクセス(評価版)

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          COFORループでのソルバ起動の並列実行

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Base SASのPROC FCMPを使用した関数定義のサポート

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              OPTLSOプロシジャは次を提供するようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          多目的最適化

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          関数定義での配列構造データ使用のサポート(PROC FCMPを使用)

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              混合整数線形計画(MILP)ソルバはオプションが追加され、複数計算コアで並列処理が実行できます。(評価版)

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Simulation Studioによって次が追加されました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          カスタムブロックアイコンのサポート

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          シミュレーションクロックの表示の向上

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          サブモデルブロックインターフェイスの拡張

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          その他のインターフェイス向上

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/OR 13.1 (SAS/OR 13.1 User’s Guide: Mathematical Programming)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/OR 12.3

            
               SAS/OR 12.3はSAS/ORソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4で稼働します。最も重要点は、並列ハイブリッド局所探索の最適化のためのPROC OPTLSOが追加されたことです。以前はPROC
                  HPLSOという名前であったこのプロシジャは、SAS High-Performance Optimizationにのみ含まれていましたが、現在はSAS/ORで単一マシンモードで使用できます。
               

               詳細については、SAS/ORのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/QC

         
            SAS/QC 14.2

            
               SAS/QC 14.2は、SAS 9.4M4以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。SAS/QC 14.2には、ANOM、CAPABILITY、CUSUM、MACONTROL、RAREVENTS、SHEWHARTプロシジャに対する拡張が含まれています。

               詳細については、What’s New in SAS/QC 14.2 (SAS/QC 14.2 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/QC 14.1

            
               SAS/QC 14.1は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              評価版の新しいRAREEVENTSプロシジャは、希少イベントの管理図を作成します。希少イベントは、まれに、低い確率で発生するイベントです。希少イベントの管理図は、確率が低いイベントの頻度の変化を検出するには従来の管理図よりも適しています。

                           

                        

                        	
                           
                              ANOM、CUSUM、MACONTROL、SHEWHARTプロシジャに、ODS Graphics Editorを使用して編集できるグラフを作成する機能が備わりました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/QC 14.1 (SAS/QC 14.1 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/QC 13.2

            
               SAS/QC 13.2は、SAS 9.4M2以降のリリースで稼働します。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              ANOM、CUSUM、MACONTROL、SHEWHARTプロシジャでは、ODS Graphicsを生成するためにGraph Template Languageで書かれたテンプレートが使用されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              CAPABILITYプロシジャでは、分析変数の幾何平均を計算して、出力データセットへの保存またはグラフ表示(あるいはその両方)を行えるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              MVPMONITORプロシジャには、管理限界の計算に使用される分布を指定できるオプションが含まれるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              RELIABILITYプロシジャでは、RELPLOTステートメントによって作成されたstress-lifetimeプロットに信頼帯を作成できるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/QC 13.2 (SAS/QC 13.2 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/QC 13.1

            
               SAS/QC 13.1は、SAS 9.4M1以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              CAPABILITYプロシジャは、次を提供するようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          Johnson SU分布の向上されたパラメータ推定
                                          

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          OVERLAYオプションのサポート(CLASS変数の異なる水準に関連付けられているヒストグラムを単一プロットで重ね合わせます)

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              MVPMONITORプロシジャは新しいSCORECHARTステートメントをサポートし、主成分スコアのコントロールチャートを作成します。

                           

                        

                        	
                           
                              RELIABILITYプロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          反復イベントデータの失敗回数と打ち切り回数の横向きプロット

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Gompertz分布とGompertz-Makeham分布のパラメータ推定と確率のプロット

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              SHEWHARTプロシジャに複数の新しいオプションが提供されました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          ACTUALALPHAは、有効な[image: alpha]値を計数値図の限界凡例に表示します。この値は、要求した[image: alpha]値と同一ではない場合があります。このオプションはCCHARTステートメント、NPCHARTステートメント、PCHARTステートメント、UCHARTステートメントで使用できます。
                                          

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          IDSYMBOLHEIGHT=オプションは、BOXCHARTステートメントで作成される箱ひげ図の外れ値をプロットするために使用される記号のサイズを制御します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          PROBLIMITS=DISCRETEオプションは、計数値図の離散管理限界を要求します。このオプションはCCHARTステートメント、NPCHARTステートメント、PCHARTステートメント、UCHARTステートメントで使用できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          WESTGARD=オプションは、医療研究施設での品質管理のために、ShewhartチャートにWestgardルールを適用します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          WHISKERPERCENTILE=オプションは、BOXCHARTステートメントによって作成される箱ひげ図のひげを百分位数値まで描くように要求します。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  測定システム分析の新しいマクロが4つ追加されました。

                  
                     
                        	
                           
                              %basicEMPマクロは、基本的な測定プロセス評価(EMP)分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              %shortEMPマクロは、関連する効用をわけるために8ステップを実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              %gaugeRRマクロは、従来のゲージ反復性とゲージ再現性分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              %honestGaugeRRマクロは、“公正な”ゲージ反復性とゲージ再現性レポートを作成します。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/QC 13.1 (SAS/QC 13.1 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/QC 12.3

            
               SAS/QC 12.3はSAS/QCソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4で稼働します。

               詳細については、SAS/QCのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS/STAT

         
            SAS/STAT 14.2

            
               SAS/STAT 14.2は、SAS 9.4M4以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               このリリースには、2つの新しいプロシジャが含まれています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              CAUSALTRTプロシジャでは、連続または離散結果Y上の二値処理変数Tの平均因果効果が推定されます。

                           

                        

                        	
                           
                              PSMATCHプロシジャでは、傾向スコア分析のためにさまざまなツールが提供されます。傾向スコア分析とは、観察研究における交絡の影響を低減するための一般的な戦略であり、被験者を無作為に治療群と対照群に割り当てることはしません。

                           

                        

                     

                  

               

               ここでは、このリリースの拡張の一部を説明します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              FREQおよびSURVEYFREQプロシジャでは、追加の一致性統計量が提供されています。

                           

                        

                        	
                           
                              NLINプロシジャでは、ESTIMATEおよびCONTRASTステートメントが提供されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              NLMIXEDプロシジャでは、複数のRANDOMステートメントがあるモデルでマルチスレッドがサポートされています。

                           

                        

                        	
                           
                              PHREGプロシジャでは、時間依存ROC分析が提供されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              POWERプロシジャでは、さまざまな一般化線形モデルに適用可能な既存の検出力分析の拡張が提供されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SURVEYIMPUTEプロシジャでは、2段階のfully efficient fractional補完とfractional hot-deck補完が提供されています。

                           

                        

                        	
                           
                              SURVEYSELECTプロシジャでは、釣り合い型ブートストラップ選択と逐次Poisson選択が提供されます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/STAT 14.2 (SAS/STAT 14.2: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/STAT 14.1

            
               SAS/STAT 14.1は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいGAMPLプロシジャは、罰則付き尤度の推定を使用して、一般化加法モデルを当てはめるハイパフォーマンスプロシジャです。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいSURVEYIMPUTEプロシジャは、予備的なアンケートの項目の欠損値を、同じ項目の観測値で置換して補完します。補完法には、単一値hot-deck補完および多重hot-deck補完や、fully
                                 efficient fractional補完が含まれます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              BCHOICEプロシジャでは、ロジットモデルの選択セットに多数の選択肢を提供できます。

                           

                        

                        	
                           
                              正確なmid-p、尤度比、Wald修正信頼区間をFREQプロシジャによって生成されるオッズ比に使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              GLIMMIXプロシジャは、マルチレベルモデルにPinheiro and Chao (2006)のマルチレベル適合ガウス求積アルゴリズムを提供します。このアルゴリズムにより、変量効果を多数含むモデルに対する計算とメモリの要件が大幅に軽減されます。

                           

                        

                        	
                           
                              GLMSELECTプロシジャは、グループLASSO法をサポートします。

                           

                        

                        	
                           
                              IRTプロシジャは、一般化部分採点モデルを当てはめます。

                           

                        

                        	
                           
                              LIFETESTプロシジャは、競合リスクデータのノンパラメトリックな分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              LOGISTICプロシジャは、隣接カテゴリロジットモデルを順序応答データに当てはめます。

                           

                        

                        	
                           
                              MCMCプロシジャは、常微分方程式(ODE)ソルバと一般積分関数を追加し、微分方程式を含むモデル(PKモデルなど)または積分が必要なモデル(周辺尤度モデルなど)の当てはめを可能にします。

                           

                        

                        	
                           
                              NPAR1WAYプロシジャは、2標本データの層別ランクベース分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              POWERプロシジャは、Coxの比例ハザード回帰モデルをサポートします。

                           

                        

                        	
                           
                              分類と回帰ツリーのHPSPLITプロシジャは更新され、MODELとCLASSのステートメントとオプション、クロスバリデーションプロット、ROCS曲線が含まれました。

                           

                        

                        	
                           
                              一般化線形モデルのモデル選択のHPGENSELECTプロシジャは、LASSO法をサポートするようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/STAT 14.1 (SAS/STAT 14.1 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/STAT 13.2

            
               SAS/STAT 13.2は、SAS 9.4M2以降のリリースで稼働します。

               
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいICPHREGプロシジャは、比例ハザード回帰モデルを区間打ち切りデータに当てはめます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいSPPプロシジャは、空間点パターンを分析します。

                           

                        

                        	
                           
                              評価版GEEプロシジャは、Liang and Zeger (1986)の一般化推定方程式(GEE)推定法を使用して、縦断的データに一般化線形モデルを当てはめます。加重GEE分析も提供します。

                           

                        

                        	
                           
                              FACTORプロシジャは、パスダイアグラムを生成します。

                           

                        

                        	
                           
                              FMMプロシジャは、多項モデルを当てはめます。

                           

                        

                        	
                           
                              IRTプロシジャは、ポリコリック相関行列、項目特性曲線、検定情報曲線プロットを生成します。

                           

                        

                        	
                           
                              MCMCプロシジャは、MODEL、RANDOM、PRIORステートメントのカテゴリカル分布をサポートします。

                           

                        

                        	
                           
                              NLMIXEDプロシジャでは、2つ以上のRANDOMステートメントを指定して、階層的非線形混合モデルを当てはめられます。

                           

                        

                        	
                           
                              SEQDESIGNプロシジでは、非生存データのステージにおいて、整数値サンプルサイズに相当する上限調整済み計画を作成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              LOGISTICプロシジャでは、名義応答および部分比例オッズモデルのパラメータに対する制約を追加または緩和できます。

                           

                        

                        	
                           
                              FREQプロシジャは、オッズ比と相対リスクに対するスコア信頼限界を提供するようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              GLMSELECTプロシジャでは、セーフスクリーニングを適用し、独立性スクリーニング法で多数の回帰子を削減してより小さいサブセットを作成し、このサブセットからモデル選択が実行されるようにします。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/STAT 13.2 (SAS/STAT 13.2 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/STAT 13.1

            
               SAS/STAT 13.1は、SAS 9.4M1以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
                  
                  ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              評価版のBCHOICEプロシジャは、離散選択モデルのBayesian分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいICLIFETESTプロシジャは、区間打ち切りデータのノンパラメトリックな生存時間分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              評価版IRTプロシジャは、項目応答モデルを当てはめます。

                           

                        

                        	
                           
                              MIプロシジャは感度分析を容易にするためMNARステートメントを提供するようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              GENMODプロシジャでTweedie分布をサポートするようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              Fine and Gray (1999)の競合リスクモデルをPHREGプロシジャで使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              NLINプロシジャを使用すると、パラメータの信頼区間のブートストラップ推定値、パラメータ推定値の共分散行列と相関行列のブートストラップ推定値の両方が作成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              MCMCプロシジャはマルチスレッド対応になりました。

                           

                        

                        	
                           
                              パスダイアグラムがCALISプロシジャで使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              PROC GLM型のMANOVAと反復測定の検出力をGLMPOWERプロシジャで計算できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SURVEYMEANSプロシジャは、ドメイン分位点推定を求めます。

                           

                        

                     

                  

                  
                  ここでは、SAS/STATの新しいハイパフォーマンス機能とプロシジャの一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいHPCANDISCプロシジャは、ハイパフォーマンス正準判別分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいHPFMMプロシジャは、ハイパフォーマンス有限混合モデル分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいHPPRINCOMPプロシジャは、ハイパフォーマンス主成分分析を実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              HPREGプロシジャのSELECTIONステートメントのSCREENオプションは、多数の回帰変数を最終モデルが選択される程度の小さいサブセットに減らすステージのスクリーニングを要求します。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS/STAT 13.1 (SAS/STAT 13.1 User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS/STAT 12.3

            
               SAS/STAT 12.3はSAS/STATソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4で稼働します。

               さらに、SAS High-Performance Statistics製品の構成要素であるプロシジャをSAS/STATで単一マシンモードで使用できます。データの特性やモデルの複雑さによって異なりますが、類似したマルチスレッド対応でないSAS/STAT機能よりもパフォーマンスが向上する可能性があります。また、これらのプロシジャには、HPGENSELECTプロシジャでは一般化線形モデルのモデル選択ができるなどの、新機能が用意されています

               詳細については、Overview of SAS/STAT High-Performance Procedures (SAS/STAT User’s Guide: High-Performance Procedures)を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Text Miner

         
            SAS Text Miner 14.2

            
               SAS Text Miner 14.2は、SAS 9.4M4以降のリリースで稼動します。SAS Text Miner 14.2では、ノードの実行および結果の表示時のパフォーマンスが向上しています。また、ハイパフォーマンスHPTMINEプロシジャでは、テキストデータをさらにスウェーデン語でも解析できるようになりました。

               SAS Text Miner 14.2の新機能や拡張の詳細については、SAS Text Minerのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Text Miner 14.1

            
               SAS Text Miner 14.1は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼動します。 
                  
                  ここでは、SAS Text Miner 14.1の新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいHPBOOLRULEプロシジャでテキストルールビルダノードのマクロが置き換えられました。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              HPTMINEプロシジャの拡張により、品詞、属性、エンティティの選択や無視、検索インデックスの作成が可能になりました。

                           

                        

                        	
                           
                              HP Text MinerノードはPROC HPTMINEを使用して、トピックのローテーションの実行とトピックテーブルの作成を行うようになりました。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              11の解析言語がHP Text Minerノードの言語プロパティに追加されました。解析言語は、中国語、オランダ語、英語、フィンランド語、フランス語、ドイツ語、イタリア語、日本語、韓国語、ポルトガル語、ロシア語、スペイン語、トルコ語です。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              新しいマクロ変数EM_TERM_LOCを使用して、SAS Text Minerノードが出力データセットを書き込む場所を指定できます。これらのデータセットはSAS Text
                                 Minerスコアコードへの入力として必要です。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              語| 役割情報が含まれる_item_変数が、テキストトピックノードとテキストフィルタノードからエクスポートされるトランザクション出力に追加されました。データ分割ノードがプロセスフローダイアログ(入力データノード(NEWSなど) > データ分割ノード > テキスト解析ノード > テキストフィルタノードなど)内に使用される場合、この変数はトランザクションテーブルvalid_transとtest_transに追加されます。
                              

                              トランザクションテーブルに語 | 役割情報をエクスポートする利点の1つとして、アソシエーションノードにおいて、このノードがプロセスフローダイアグラム(入力データノード(ABSTRACTなど)> テキスト解析ノード > テキストフィルタノード > アソシエーションノードなど)内に使用されている場合に生成されるルールにこの情報が表示されることがあります。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  ここでは、SAS Text Minerのハイパフォーマンスプロシジャの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいHPBOOLRULEプロシジャを使用すると、ブールルールを大規模なトランザクションデータから抽出できます。PROC HPBOOLRULEは、教師ありルールベースのモデリングに不可欠な機能をハイパフォーマンステキストマイニングに追加します。現在のリリースでは、HPBOOLRULEプロシジャを使用して、単一マシンモードでのみデータを読み込みルールを抽出できます。HPBOOLRULEプロシジャは、HPTMINEプロシジャによって処理されてトランザクション形式で表示されたテキストコーパスを分析することで、自動的にブールルールのセットを生成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              HPTMINEプロシジャは次の新しい言語、ステートメント、オプションをサポートします。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          新たにサポートされる言語のテキストデータを解析できます。これには、中国語、オランダ語、フィンランド語、フランス語、イタリア語、日本語、韓国語、ポルトガル語、ロシア語、スペイン語、トルコ語があります。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          HPTMINEプロシジャを使用して、テキストコーパスの検索インデックスを生成できます。テキストコーパスをクエリするには、TMUTILプロシジャでインデックスを使用します。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          新しいSELECTステートメントを使用して、分析に取り込むまたは除く品詞、エンティティまたは属性を指定できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          HPTMINEプロシジャをSVDのみのモードで実行する場合に語テーブルを指定できます。語テーブルはトピック検索で必要です。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Text Miner 13.2

            
               SAS Text Miner 13.2はSAS 9.4M2上で稼働します。
                  
                  ここでは、SAS Text Minerのハイパフォーマンスプロシジャの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              HPTMINEプロシジャは、次の新機能をサポートします。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          ドイツ語のテキストデータを解析したり、ドキュメントの入力データセットでどの言語が使用されるかを指定したりできます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          32Kを超える文字を含むドキュメントを解析できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SVD専用モードで実行できます。これにより、ドキュメントを解析して、ドキュメント解析後に2つのプロシジャ呼び出しでSVD計算に異なるパラメータを試す際に特異値分解(SVD)をぞれぞれ計算できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          テキストコーパスに存在するトピックを検出できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Base64エンコードスパース行(BESR)形式で語/ドキュメントの行列を保存できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          デフォルト座標リスト(COO、またはトランザクション)形式かBase64エンコードスパース行(BESR)形式のどちらかを使用して、語/ドキュメントの行列を保存できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          カスタムエンティティおよび名詞グループ抽出にカスタムLITIファイルを指定できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          OUTTERMS=データセットおよびOUTCHILD=データセットに_keep=Nが設定された語を含めるどうかを指定できます。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              HPTMSCOREプロシジャは、次の新機能をサポートします。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          ドイツ語のテキストデータを解析できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          32Kを超える文字を含むドキュメントを解析できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          カスタムエンティティおよび名詞グループ抽出のカスタムLITIファイルがサポートされます。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Text Miner 13.1

            
               SAS Text Miner 13.1は、SAS 9.4M1以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。このリリースでは、新しいテキストプロファイルノード、ノードのパフォーマンスと結果の拡張、ハイパフォーマンスHPTMINEプロシジャの拡張が提供されます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              新しいテキストプロファイルノードによって、ドキュメントから検索された語を使用してターゲット変数をプロファイルできます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              テキスト解析ノードの新しい言語の選択プロパティによって、ドキュメント群に保持する言語を指定できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              テキストトピックノードの結果には、次の新しい項目が含まれます。
                              

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          語テーブル。語と各トピックでのその重みを示します。
                                          

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          トピック語行列グラフ。複数語に対するトピック値を示します。
                                          

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              ハイパフォーマンスHPTMINEプロシジャのSVDステートメントのOUTDOCPRO=オプションは、NONORMDOCキーワードをサポートするようになり、ドキュメント予測の正規化の有無を制御できます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Text Miner 12.3

            
               SAS Text Miner 12.3には、ノードのパフォーマンスと結果が拡張されました。各種ダイアログボックスでテーブル情報のインポートに使用する、インポートボタンがテーブルの置換とテーブルの追加ボタンに置き換わりました。現在選択しているテーブルを置き換えるか、または現在選択しているテーブルに追加するかを選択できます。テキストルールビルダノードの結果には、新しいドキュメントルールテーブルとルール成功グラフが挿入されました。
               

               SAS 9.4では、適切に有効化されたSAS ServerでSMPモードを使用できるため、プロセスフローダイアグラムにHP Text Minerノードを配置して、HPTMINEプロシジャとHPTMSCOREプロシジャを使用できます。プロセスフローダイアグラムのHP Text Minerノードを使用すると、多くの場合、マルチスレッド処理が得られます。詳細については、SAS Enterprise Miner High-Performance Data Mining Node ReferenceのHP Text Miner Node章を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         4章: In-Memory分析

         

         
         
         
            SAS In-Memory Statistics

            SAS High-Performance Analytics Infrastructure

            SAS High-Performance Computing Management Console

            SAS LASR Analytic Server

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS In-Memory Statistics

         
            SAS In-Memory Statisticsでは、Hadoop環境内での分析のライフサイクルに単一の対話型プログラミング環境を提供します。
               
               
                  
                     	
                        
                           対話型プログラミングにより、極めて高速かつマルチユーザー環境を使用して、Hadoop内の分析のライフサイクルを移動できます。

                        

                     

                     	
                        
                           In-Memory分析処理により、分散クラスタの複数パス用に最適化された高速分析計算を行えます。

                        

                     

                     	
                        
                           データがIn-Memoryで保持されるため、高速化と待ち時間の削減を実現できます。

                        

                     

                     	
                        
                           分析データ管理では、データ統合、変数の変換および作成、探索的分析を含むモデリングのためにデータを加工できます。

                        

                     

                     	
                        
                           複数の統計モデルを迅速に作成、評価および比較できます。

                        

                     

                     	
                        
                           統計アルゴリズムとマシン学習技術によって、パターンやトレンドをより速く明らかにできます。

                        

                     

                     	
                        
                           広範囲にわたるテキスト分析技術を使用して、非構造化データと構造化データを分析できます。

                        

                     

                     	
                        
                           高レベルのカスタマイズによって、パーソナライズされた有益なレコメンデーションをリアルタイムで受け取れます。

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS High-Performance Analytics Infrastructure

         
            SAS High-Performance Analytics Infrastructureについて

            
               
                  
                  SAS High-Performance Analytics Infrastructureは、次の製品で構成されます。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS High-Performance Computing Management Console

                           

                        

                        	
                           
                              SAS High-Performance Deployment of Hadoop

                           

                        

                        	
                           
                              SAS High-Performance Analytics環境

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS High-Performance Analytics Infrastructure 3.1

            
               リリース3.1では、SAS High-Performance Analytics環境で、MapRとのリモート並列接続がサポートされています。

            

         

         
            SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.94

            
               SAS High-Performance Analytics 2.94環境では、256ビットキーによるAES暗号化を使用したファイルの読み書きがサポートされます。

            

         

         
            SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.91

            
               SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.91には、メモリの要求量を決定するのに役立つ新しい環境変数が含まれています。インストール中に、SAS
                  High-Performance Analytics環境でMapRデータを直接読み書きするかどうかを指定できるようになりました。最後に、SAS High-Performance
                  of Hadoopのインストールスクリプトでプロンプトの拡張が行われました。.
               

            

         

         
            SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.8

            
               このリリースでは、SAS High-Performance Deployment of HadoopがApache Hadoopバージョン2.4.にアップグレードされました。

               SAS High-Performance Analytics環境では、同じ場所にあるデータソースとしてCloudera CDH 5とIBM BigInsightsがサポートされるようになりました。この環境では、SAP
                  HANAからもデータを並列で読み取れます。また、この環境には、リソース管理テンプレートとYARNのサポートも含まれるようになりました。
               

            

         

         
            SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.4

            
               SAS High-Performance Computing Management Console 2.4では、RPMインストーラを使用すると、—prefixオプションを含む任意のディレクトリにコンソールをインストールできます。SAS High-Performance Computing Management Console
                  2.4には、tarballインストーラも含まれています。非RPMインストーラが望ましい場合や、マシン上のRPMバージョンにコンソールとの互換性がない場合、このtarballインストーラを使用します。
               

               SAS High-Performance Analytics環境では、新しいインストールスクリプトでSAS Visual Analyticsのワードクラウド機能がサポートされています。また、同時ユーティリティコマンド(simcpおよびsimsh)もSAS
                  High-Performance Analytics環境と一緒にインストールされています。
               

            

         

         
            SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.1

            
               SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.1は、Kerberosをサポートしています。このリリースでは、複数のデータデバイスでSAS
                  High-Performance Deployment of Hadoopを構成する方法も提供されます。セキュリティラッパーが提供されます。これを使用すると、sudoコマンドの使用を特定のディレクトリに制限できます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS High-Performance Computing Management Console

         
            SAS High-Performance Computing Management Consoleについて

            
               このコンソールは、SASソフトウェアを使用するハイパフォーマンスコンピューティング環境を管理するためにシステム管理者が使用するWebアプリケーションです。分散コンピューティング環境で多数のマシンが使用されるため、ハイパフォーマンスコンピューティング(HPC)環境の管理は困難です。このコンソールでは、ユーザーIDの追加などの変更を環境内のすべてのマシンにプロパゲートすることによって、この困難を緩和します。

            

         

         
            SAS High-Performance Computing Management Console 2.4

            
               コンソールのインストールプロセスが拡張されて再配置可能なRPMがサポートされるため、選択したディレクトリにコンソールをインストールできます。コンソールは、tarball
                  (TARファイル)からもインストールできます。このインストール方法でも、選択したディレクトリにコンソールをインストールできます。
               

               インストールプロセスの拡張を除き、2.4リリースでは利用者から見える機能は他にありません。

            

         

         
            SAS High-Performance Computing Management Console 2.1

            
               コンソールはマシングループをサポートするように拡張されました。SAS High-Performance Analytics環境にある全マシンではなく、マシンのグループを操作できるようになりました。同時コピー(simcp)コマンドが拡張され、リターンコードをサポートします。リターンコードを使用して、スクリプトのエラーチェックが行えます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS LASR Analytic Server

         
            SAS LASR Analytic Server 2.5

            
               
                  
                  SAS LASR Analytic Server 2.5では、次を始めとする多くの更新が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              2つの自動テーブルが用意され、サーバーとテーブルのメモリ使用のモニタに使用できます。2つのテーブル名は、_T_LASRMEMORYと_T_TABLEMEMORYです。これらのテーブルはSAS
                                 LASR Analytic Serverライブラリで自動的に使用できるようになっています。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              IMSTATプロシジャは、次のように拡張されています。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          AGGREGATEステートメントが拡張されて、KEEPRECORDオプションとKEEP=オプションをサポートします。KEEPRECORDオプションを使用すると、INTERVAL=オプションとWINDOWINT=オプションに指定されたID=値を持つ入力オブザベーションが集計されて、入力オブザベーションごとの集計値が追加されます。KEEP=オプションを使用して、アクティブテーブルからODSテーブル出力または一時テーブルに変数が転送されます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          NEURALステートメントがIMSTATプロシジャに追加されました。このステートメントを使用して、フィードフォワード人工ニューラルネットワーク(ANN)を学習します。このステートメントは、学習済みネットワークを使用してデータセットセットをスコアリングすることもできます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SAVEステートメントが拡張されて、CSVオプションをサポートします。このオプションにより、HDFSにIn-Memoryテーブルをカンマ区切り値の形式で保存できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SERVERPARMステートメントが拡張されて、TABLECEILINGオプションをサポートします。このオプションにより、管理者がテーブルが使用するメモリにソフト制限を設定できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          CODE=を使用してSAS DATAステップのコードの生成をサポートする分析ステートメントが拡張されました。分析対象のアクティブテーブルに'profit (%)'nなどの名前リテラル構文が必要な特殊文字や国際文字を含む列が存在する場合、生成されたコードにも名前リテラル構文が使用されます。この拡張は次のステートメントに適用されます。
                                          

                                          
                                             
                                                	
                                                   
                                                      CLUSTER

                                                   

                                                

                                                	
                                                   
                                                      DECISIONTREE

                                                   

                                                

                                                	
                                                   
                                                      GENMODEL

                                                   

                                                

                                                	
                                                   
                                                      GLM

                                                   

                                                

                                                	
                                                   
                                                      LOGISTIC

                                                   

                                                

                                                	
                                                   
                                                      NEURAL

                                                   

                                                

                                                	
                                                   
                                                      RANDOMWOODS

                                                   

                                                

                                             

                                          

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS LASR Analytic Serverの製品ドキュメントページとSAS Visual Analyticsのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS LASR Analytic Server 2.4

            
               
                  
                  SAS LASR Analytic Server 2.4では、次を始めとする多くの更新が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              圧縮In-Memoryテーブルがサポートされます。HDFSエンジンのSASデータでは、HDFSへの圧縮形式のテーブルの追加もサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              IMSTATプロシジャは、次のように拡張されています。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          AGGREGATEステートメントが新しく追加されました。1つ以上の変数の値を集計するために使用されます。四分位数や重複しない値のカウントを含む、多くの集計方法を使用できます。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          FORECASTステートメントが拡張されて、ゴールシーク分析がサポートされています。

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          COMPUTEステートメントで追加された列を削除するためにDROPCOLUMNステートメントが追加されています。

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              RECOMMENDプロシジャが拡張されて、一時In-Memoryテーブルでのレコメンデーションの保存がサポートされるようになりました。また、このプロシジャは、In-Memoryテーブルからのトランザクションデータの読み取りをサポートするようにも拡張されています。ARMメソッドが最近のアクティビティに基づいて新しい項目のレコメンデーションを作成するために、このプロシジャが使用されます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS LASR Analytic Server 2.3

            
               
                  
                  SAS LASR Analytic Server 2.3では、次を始めとする多くの更新が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいRECOMMENDプロシジャによって、レコメンダシステムを開発できます。レコメンダシステムの共通の目標は、パーソナライズされたレコメンデーションを作成することです。

                           

                        

                        	
                           
                              IMSTATプロシジャが拡張されて、In-Memory統計プログラミングを使用できるようになりました。統計プログラミングを可能にするプロシジャステートメントは、データおよびサーバー管理のステートメントとは別にライセンスされます。SAS
                                 In-Memory Statistics for Hadoopは、統計ステートメントを含むオファリングです。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              In-Memoryテキスト分析をサポートするために、TEXTPARSEステートメントがIMSTATプロシジャに追加されています。このステートメントは、データおよびサーバー管理ステートメントとは別にライセンスされます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS LASR Analytic Server 2.1と2.2

            
               SAS LASR Analytic Serverは分析プラットフォームとして機能し、高速で安全な、複数ユーザーによるIn-Memoryデータへのアクセスを可能にします。データセットが小規模な場合は、単一マシンにサーバーが配置されます。データ量が多い場合は、分散コンピューティング環境にサーバーが配置されます。

               SAS LASR Analytic Server 2.1ではサーバーが拡張され、管理者に分散配置に対してメモリの使用制限を適用するコントロールを提供します。IMSTATプロシジャは、管理者がIn-Memoryテーブルを管理できるように拡張されています。

               SAS LASR Analytic Server 2.2では、IMSTATプロシジャが拡張され、単純なスタースキーマでのIn-Memoryテーブルの結合とIn-Memoryテーブル全体の追加をサポートします。DATAステップは、In-Memoryでのスコアリングの実行をサポートするように拡張されています。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         5章: SAS Business Intelligence製品

         

         
         
         
            SAS Add-In for Microsoft Office

            SAS Enterprise Guide

            SAS Mobile BI

            SAS 9.4 OLAP Server

            SAS Web Parts 6.1 for Microsoft SharePoint

            SAS Web Report Studio 4.4

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Add-In for Microsoft Office

         
            SAS Add-In 7.14 for Microsoft Office

            
               SAS Add-In 7.14 for Microsoft Officeが2017年4月に出荷されました。このリリースでは、SAS Visual Analytics
                  7.4および8.1との統合が提供されています。新しい接続ダイアログボックスを使用すると、アクティブなSAS 9メタデータプロファイルの選択とSAS Visual Analyticsサーバーへの接続の追加が容易になります。
               

               詳細については、SAS Add-In for Microsoft Officeのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Add-In 7.13 for Microsoft Office

            
               
                  
                  SAS Add-In 7.13 for Microsoft Officeは、2016年11月に出荷され、次の新機能が含まれています。

                  
                     
                        	
                           
                              SASプログラムエディタを使用して、Officeドキュメントから直接SASコードをサブミットできます。プログラムエディタを使用すると、Microsoft Officeドキュメント内で、LIBNAMEの定義、プログラムの作成、コードのサブミット、結果の管理を行えます。また、既存のSASプログラムを開くこともできます。SASプログラムを実行すると、Officeドキュメントの指定場所に結果が追加されます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいCASへのアップロードタスクを使用すると、既存のSAS 9.4データをSAS Cloud Analytic Services (CAS)にアップロードできます。

                           

                        

                        	
                           
                              多くのアクセシビリティ拡張機能によって、JAWSなどのスクリーンリーダーに依存するユーザーのエクスペリエンスが向上します。

                           

                        

                        	
                           
                              サーバーファイルナビゲーションは、現在では、デフォルトでWindowsサーバー上のユーザーのドキュメントフォルダになります。また、ファイルナビゲーションにフォルダショートカットが含まれるようになりました。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               このリリースには、ユーザーインターフェイスに対する複数の小さな拡張機能が含まれています。コンテンツの管理ダイアログボックスで、複数の項目を一度に削除できるようになりました。プロファイルの追加ダイアログボックスで、プロファイルの作成後や変更後にサーバーに自動接続するかどうかを指定できます。追加の行や列があるテーブルを含むSAS Visual Analyticsレポートを更新すると、その新しい行や列は、Microsoft
                  Excel形式、配置、および条件付き書式を自動的に継承します。
               

            

         

         
            SAS Add-In 7.12 for Microsoft Office

            
               SAS Add-In 7.12 for Microsoft Officeには、Microsoft Office 2016に対するサポートが追加されています。このリリースから、SASでは、SAS
                  Add-In for Microsoft OfficeとSAS Visual Analytics Add-In for Officeという2つのMicrosoft
                  Office用アドインが提供されています。SAS Visual Analytics Add-In for Officeを使用すると、Microsoft ExcelおよびMicrosoft
                  PowerPointでSAS Visual Analyticsレポートを開いたり、対話操作したり、更新したりすることができます。SAS Visual Analytics
                  Add-In for Officeは、Microsoft WordやMicrosoft Outlookでは使用できません。このアドインの処理対象はSAS Visual
                  Analyticsコンテンツのみです。
               

               
                  
                  SAS Add-In for Microsoft Officeのこのリリースでは、SAS Visual Analytics 7.3との追加統合も提供されています。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Enterprise GuideからMicrosoft Officeドキュメントに送信したSAS Visual Analyticsレポートはすべて更新できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              Officeドキュメント内に完全なレポートステートを保存するかどうかを指定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsレポートを更新すると、エクスポートデータはすべて自動的に更新されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsレポートを更新する際に、すべての相互作用をリセットして、更新されたレポートにデフォルト値が表示されるようにできます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Add-In 7.11 for Microsoft Office

            
               
                  
                  SAS Add-In 7.11 for Microsoft Officeが2015年5月に出荷されました。このリリースでは、SAS Visual Analyticsに対して7.2および7.3リリースを含めるための追加サポートが提供されています。ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsとの統合が向上した結果、Microsoft Officeドキュメントでレポート要素の削除と検索ができるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              Microsoft OutlookでSASアドインを使用すると、SAS Visual AnalyticsレポートをPDFにエクスポートできます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsレポートにスパーク線が含まれている場合、Microsoft Excelでレポートを開くとその線を使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Add-In for Microsoft Officeでソフトウェア更新を自動的にチェックできます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Add-In 7.1 for Microsoft Office

            
               SAS Add-In 7.1 for Microsoft Officeは、Microsoft Office 2013、2010、および2007上で稼動し、SAS 9.2、SAS
                  9.3、またはSAS 9.4 Serverで稼動させられます。
               

               
                  
                  このリリースの主な機能は、SAS Visual Analytics 6.2、6.3、6.4、7.1との統合です。

                  
                     
                        	
                           
                              このリリースから、SAS Add-In for Microsoft OfficeでSAS Visual Analyticsレポートがサポートされます。これにより、要素のブラシ、フィルタ、ドリル、展開、折りたたみが可能になります。Microsoft
                                 Excel、Microsoft Word、Microsoft PowerPoint、Microsoft Outlookでこの機能と対話できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              Microsoft Officeドキュメントにオブジェクトを挿入する前に、SAS Visual Analyticsレポートの内容をプレビューできます。特定のオブジェクトを選択して挿入したり、レポート全体を挿入したりできます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsレポートのオブジェクトの前に、任意の指定フィルタを表示するかどうかを指定できます。クロス集計レポートを開いている場合、フィルタにはブレッドクラムも含まれます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsレポートの表示やコメントの追加もできます。条件付きハイライト表示のルールを表示できます。(これらのルールは、SAS Visual
                                 Analyticsでレポートが作成されたときに定義されたものです)。SAS Visual Analyticsレポートでグラフの作成に使用された集計データも表示できます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               このリリースにおけるもう1つの主な機能は、SAS Studioに同梱された、新しいタスクインターフェイスとタスクの統合です。再設計されたタスクインターフェイスでは、最近のタスクとお気に入りのタスクが表示されます。カテゴリ、フィルタ、および検索機能を使用すると、必要なタスクをすばやく見つけられます。このインターフェイスから、SAS
                  Add-In for Microsoft OfficeタスクとSAS Studioタスクにアクセスできます。
               

               その他の新機能としては、Microsoft Excel、Microsoft Word、Microsoft PowerPoint、Microsoft OutlookでのSAS
                  Centralの可用性が挙げられます。SAS Central (SAS Visual AnalyticsのHubに類似したビュー)を使用すると、SAS Visual
                  AnalyticsレポートおよびSAS Stored Processesに簡単にアクセスできます。
               

               また、SAS Add-In 7.1 for Microsoft Officeには、新しいLASRへのアップロードタスクも含まれます。これにより、SAS Visual
                  Analyticsでデータにアクセスできるように、SAS LASR Analytic Serverにデータをアップロードできます。
               

            

         

         
            SAS Add-In 6.1 for Microsoft Office

            
               SAS Add-In 6.1 for Microsoft Officeは、SAS Visual Analytics 6.1と統合されています。(SAS Add-In
                  6.1M1 for Microsoft Officeは、SAS Visual Analytics 6.2および6.3と統合されています。)この統合により、SAS Add-Inを使用して、SAS
                  Visual Analytics DesignerとSAS Visual Analytics Explorerで作成されたレポートを開いたり更新したりすることができます。SAS
                  Visual Analyticsで作成されたお気に入りに対するアクセスと管理が行えます。Microsoft OfficeのSAS Add-Inでは、SAS Visual
                  AnalyticsのHubに類似したビューも提供されます。このビューでは、お気に入りや最近開いたSAS Visual Analyticsレポートに簡単にアクセスしてコメントを作成できます。
               

               新しいスタンドアロンインストーラもSAS Add-In for Microsoft Officeに使用できます。新しいインストーラは非常に小容量であるため、Microsoft
                  System Center Configuration Manager (SCCM)などの事前設定ツールを使用した場合は特に、分散配置でのインストールが容易になります。詳細については、SAS Deployment Wizard and SAS Deployment Manager 9.4: User’s Guide (http://support.sas.com/deploywizug94.html)を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Enterprise Guide

         
            SAS Enterprise Guide 7.13

            
               SAS Enterprise Guide 7.13は2016年11月に出荷され、SAS 9.4、9.3、および9.2でサポートされています。

               
                  
                  SAS Enterprise Guide 7.13には、次の新機能が含まれています。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいDATAステップデバッガは、DATAステッププログラムの論理エラーを見つけられるツールです。DATAステップデバッガでは、プログラム実行時に、プログラム変更の変数値を監視できます。プログラムを行ごとに実行したり、プログラムに特定のブレークポイントを設定したりすることもできます。

                           

                        

                        	
                           
                              ファイルのコピータスクを使用すると、ファイルをローカルコンピュータからSAS Serverに転送したり、SAS Serverからローカルコンピュータに転送したりすることができるようになりました。ファイルのコピータスクは、FTPアプリケーションと同じように機能します。ただし、このタスクではSASプロトコルに依存してファイル転送を完了するので、FTPサーバーは必要としません。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいCASへのアップロードタスクを使用すると、既存のSAS 9.4データをSAS Cloud Analytic Services (CAS)にアップロードできます。

                           

                        

                        	
                           
                              このリリースから、デフォルトのグラフ形式がPNGになりました。新しいビルトイングラフタスクのグラフ形式オプションを使用すると、棒グラフ、折れ線グラフ、円グラフなどのグラフタスクのデフォルト形式を設定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              エラーが発生した場合に、プロセスフローの実行を継続するかどうかを指定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              サーバーファイルナビゲーションは、現在では、デフォルトでWindowsサーバー上のユーザーのドキュメントフォルダになります。また、ファイルナビゲーションにフォルダショートカットが含まれるようになりました。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Enterprise Guideのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Enterprise Guide 7.12

            
               
                  
                  SAS Enterprise Guide 7.12は2016年2月に出荷されました。ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              保存機能が更新されて、すべて保存という新しいオプションが組み込まれました。保存オプションのデフォルト動作では、プロジェクトのアクティブ項目が保存されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              Microsoft ExcelおよびMicrosoft PowerPoint形式で結果を生成し、その形式に対するオプションを指定することができます。

                           

                        

                        	
                           
                              プログラム、データ、HTML結果、プロセスフローなどのワークスペース内の項目の内容をズームできます。

                           

                        

                        	
                           
                              デフォルトの関連付けられたアプリケーションで外部参照ファイルを開くことができます。

                           

                        

                        	
                           
                              Microsoft Windowsエクスプローラで外部参照ファイルのファイルの場所開くことができます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Enterprise Guide 7.11

            
               
                  
                  SAS Enterprise Guide 7.11は2015年5月に出荷されました。このリリースでは、SAS Visual Analyticsに対して7.2および7.3リリースを含めて追加サポートを提供しています。ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              WHERE式を使用して、迅速にデータをフィルタにかけられます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Enterprise Guideでソフトウェア更新を自動的にチェックできます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual AnalyticsレポートをPDFにエクスポートできます。

                           

                        

                        	
                           
                              同じプロジェクト内や、別のSAS Enterprise Guideプロジェクトに、プロンプトのコピーと貼り付けを行えます。

                           

                        

                        	
                           
                              お気に入りのリストにデータおよびレポートを追加できます。

                           

                        

                        	
                           
                              クエリビルダの使用時や、フィルタと並べ替えタスクを使用してデータのフィルタと並べ替えを行う際に、大文字と小文字を区別しないフィルタを作成できます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Enterprise Guide 7.1

            
               
                  
                  SAS Enterprise Guide 7.1は、SAS 9.4、9.3、9.2でサポートされています。新機能と拡張の一部を次に示します。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Enterprise Guide 7.1では、SAS Visual Analytics 6.2、6.3、6.4、7.1との統合がサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいプログラム履歴機能を使用すると、SAS Enterprise Guideで自分や他のプログラマがプログラムに対して行った変更をトラッキングできます。

                           

                        

                        	
                           
                              指定したテキストをプロジェクトから検索できます。

                           

                        

                        	
                           
                              タスクペインでは、名前、SASプロシジャ、またはキーワードでタスクを検索できるようになりました。事前定義カテゴリまたはSASプロシジャによってタスクのリストにフィルタをかけられます。最近開いたタスクやお気に入りとしてマークしたタスクにすばやくアクセスすることもできます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS StudioおよびMicrosoft Internet Explorer 10 (以降)をマシンにインストールしている場合は、SAS Enterprise
                                 GuideでSAS Studioタスクを実行することもできます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Enterprise Guide 7.1には、新しいLASRへのアップロードタスクが含まれます。これにより、SAS Visual Analyticsでデータにアクセスできるように、SAS
                                 LASR Analytic Serverにデータをアップロードできます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              新しいプロジェクトログ要約ウィンドウは、プロジェクトログウィンドウと一緒に表示され、プロジェクトログで生成されたすべてのメッセージの集計リストを含んでいます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SASマクロ変数ビューアを使用すると、現在のSASセッションで定義されたSASマクロ変数をすべて表示できます。このウィンドウを使用すると、SAS Enterprise
                                 Guideでの作業中にマクロ変数に対する変更を確認したり、マクロ式を迅速に評価したりできます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SASシステムオプションビューアを使用すると、現在のSASセッションに対して定義されたSASシステムオプションをすべて表示できます。

                           

                        

                        	
                           
                              プログラムエディタでスマートハイライトが使用可能です。デフォルトでは、プログラムエディタで単語の選択や検索を行うと、その単語の他の出現箇所もすべてハイライトされます。

                           

                        

                        	
                           
                              複数のテーブルを選択してクエリビルダを開くことができるようになりました。クエリビルダは、名前とデータ型が一致する列がテーブルに含まれている場合、自動的にテーブルを結合します。

                           

                        

                        	
                           
                              プロセスフローのコピーと貼り付けができるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Enterprise Guide 6.1

            
               SAS Enterprise Guide 6.1は、SAS 9.4、9.3、9.2でサポートされています。このリリースでは、次の拡張が行われました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SASハイパフォーマンスツールとの統合。また、SASハイパフォーマンスツールには、ハイパフォーマンスロジスティックとハイパフォーマンス線形回帰分析タスクが追加されました。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいログの要約ウィンドウによるプログラマの生産性向上。このウィンドウには、プログラム実行時に生成されたすべてのエラー、警告、注、そして関連する行番号、影響するコードのサンプルがリストされます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SASプログラムを分析して、国際化対応問題が発生する可能性があるかどうかを判断する機能。国際化対応は、プログラムを最適化して、プログラムを書き直さなくても任意の言語や地域に適合させられるようにするためのプロセスです。プログラムの国際化対応を分析すると、SAS
                                 Enterprise Guideで、影響を受ける可能性があるコードの行がリストされ、可能な場合は置換の候補が示されます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              メモを使用して、プロセスフロー、またはプロセスフロー内の特定オブジェクトに情報を追加する機能。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいスタンドアロンインストーラやアプリケーションストリーミングサポートなどの管理拡張。新しいインストーラは非常に小容量であるため、System Center Configuration
                                 Manager (SCCM)などの事前設定ツールを使用した場合は特に、分散配置でのインストールが容易になります。詳細については、SAS Deployment Wizard and SAS Deployment Manager 9.4: User’s Guide (http://support.sas.com/deploywizug94.html)を参照してください。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               SAS Enterprise Guide 6.1M1 (2013年12月出荷)は、SAS Visual Analytics 6.2と6.3と統合されています。この統合により、SAS
                  Visual Analytics DesignerとSAS Visual Analytics Explorerで作成されたレポートを開いたり更新したりすることができます。SAS
                  Visual AnalyticsレポートはSAS Enterprise Guideプロジェクトとともに保存することもできます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Mobile BI

         
            SAS Mobile BIについて

            
               SAS Mobile BIアプリを使用して、AppleおよびAndroidのモバイルデバイスおよびWindowsタブレットでSAS Visual Analyticsのレポートを表示できます。
                  
                  SAS Mobile BIは、次の場所からダウンロードできます。

                  
                     
                        	
                           
                              Apple iTunesストア

                           

                        

                        	
                           
                              Google Play

                           

                        

                        	
                           
                              Microsoft Windowsストア

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Mobile BIドキュメントを参照してください。
               

            

         

         
            iPad、iPhoneおよびAndroidデバイス用のSAS Mobile BI 8.14

            
               SAS Mobile BI 8.14では、SAS Visual Analytics 8.1、7.4、7.3、7.2がサポートされています。

            

         

         
            Windows 10タブレット用のSAS Mobile BI 7.32

            
               
                  
                  Windows 10用のSAS Mobile BI 7.32では、次の変更と拡張が行われています。

                  
                     
                        	
                           
                              レポートまたはレポートオブジェクトに関するコメントを追加する機能

                           

                        

                        	
                           
                              マップ上にデータを表示する機能

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analytics 7.3および7.2サーバーのサポート

                           

                        

                        	
                           
                              多数の追加拡張と修正

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS 9.4 OLAP Server

         
            
               
               SAS 9.4では、SAS 9.4 OLAP Serverに次の新機能が追加されました。

               
                  
                     	
                        
                           OLAPキューブ情報のレポートを生成する新しいOLAPCONTENTSプロシジャ

                        

                     

                     	
                        
                           SAS OLAP Serverオプションをバッチモードで設定する新しいOLAPCONFIGメソッド

                        

                     

                     	
                        
                           更新されたOLAPOPERATEプロシジャ

                        

                     

                     	
                        
                           新しいMDX Caseステートメント

                        

                     

                     	
                        
                           計算されるメジャーの新しいVISUALTOTALS_BEHAVIORオプション

                        

                     

                  

               

            

            さらに、レポート生成時に、自動的に多言語キューブのプロパティが複数言語で更新されるようになりました。SQLRCマクロは、OLAPのSQLパススルー機能で使用できるようになりました。

            
               
               SAS 9.4M1 OLAP Serverでは、次の新機能と拡張機能が追加されました。

               
                  
                     	
                        
                           新しいLOGICALSERVERNAMEオプションがOLAPOPERATEプロシジャに追加されました。

                        

                     

                     	
                        
                           SPD Serverでのユーザー定義(FORMATプロシジャスタイル)の出力形式の実行を有効化できます。詳細については、SAS 9.4 OLAP Server: User’s Guideを参照してください。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           新しいINSTR MDX関数が追加されました。詳細については、SAS OLAP Server: MDX Guideを参照してください。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           LOCKDOWNオプションとLOCKDOWNステートメントは、SAS OLAP Serverでサポートされます。

                        

                     

                  

               

            

            SAS 9.4M3では、SAS 9.4 OLAP Server: User’s Guideに、SAS OLAPバリエーション、MDX関数の動作、不規則階層や不均衡階層、新しいTHREADPOOLQRYオプションの情報が記載されています。
            

            詳細については、What’s New in SAS 9.4 OLAP Server (SAS 9.4 OLAP Server: User’s Guide)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Web Parts 6.1 for Microsoft SharePoint

         
            Web Partsは、統合されたコントロールセットです。カスタマイズされ、動的コンテンツをWebサイトに提供するために使用します。Microsoft Windows
               SharePoint Servicesを使用することによって、SASコンテンツを直接Webサイトに追加できます。
            

            
               
               SAS Web Parts 6.1 for Microsoft SharePointでは、管理者がサイトのSharePointの接続プロファイルを作成できます。次の2種類のSAS
                  Web Partsが提供されています。
               

               
                  
                     	
                        
                           SAS Central Web Partには、最近開いたSAS Visual Analyticsレポートと、追加したお気に入りが表示されます。他のレポートも開くことができます。これらのレポートは、新しいWebブラウザに開かれます。

                           注: サイトにSAS Visual Analyticsがライセンスされている場合にのみ、SAS Central Web Partが使用可能です。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Content Viewer Web Partでは、レポート、Stored Processの結果、ダッシュボードなどのSASコンテンツをSharePointサイトに追加できます。

                        

                     

                  

               

            

            詳細については、What’s New in SAS Web Parts 6.1 for Microsoft SharePoint (SAS Web Parts for Microsoft SharePoint: User’s Guide)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Web Report Studio 4.4

         
            SAS Web Report Studio 4.4では、拡張された合計と小計が提供されます。また、サポートするブラウザも複数追加されました。

            詳細については、What’s New in SAS Web Report Studio 4.4 (SAS Web Report Studio: User’s Guide)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         6章: データ管理と統合

         

         
         
         
            SAS Data Management Standard

            DataFlux Authentication Server

            DataFlux Data Management Server

            DataFlux Data Management Studio

            DataFlux Secure

            SAS Quality Knowledge Base for Contact Information

            Quality Knowledge Base Locales for Contact Information 2013A

            SAS Quality Knowledge Base for Product Data 5

            Quality Knowledge Base Locales for Product Data 2013A

            SAS Business Data Network

            SAS Data Loader for Hadoop

            SAS Data Integration Studio

            SAS Data Management Console

            SAS Data Quality Accelerator for Teradata

            SAS 9.4 Data Quality Server

            SAS Data Remediation

            SAS Data Surveyor for SAP

            SAS Federation Server

            SAS Job Monitor

            SAS Lineage

            SAS MDM

            SAS Task Manager

            SAS Visual Process Orchestration

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Data Management Standard

         
            SAS 9.4から、SAS Data Management Standard 2.41 (以降)オファリングがSAS Enterprise Data Integration
               Serverオファリングと置き換えられます。SAS Data Management Standardオファリングには、DataFlux製品(DataFlux Data
               Management Studio、DataFlux Data Management Server、DataFlux Authentication Serverなど)とSAS製品(SAS
               Data Integration StudioやSAS/ACCESSなど)の組み合わせが含まれています。このオファリングとその"Advanced"バージョンの製品のリストについては、SAS Data Management and SAS Data Integration Serverのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

            DataFlux Data Management製品に対するSASサポートのリストについては、SAS Note 51665を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         DataFlux Authentication Server

         
            DataFlux Authentication Server 4.1

            
               UNIXおよびLinux動作環境のインストールプロセスでは現在、ホスト認証の構成プロセスが自動化されています。以前のリリースでは、この構成プロセスはインストール後に発生していました。インストール後に、いずれの動作環境でも認証を再構成できます。

               構成オプションAdminLoginManagementPolicyにより、管理者がASBATCHユーティリティを使用してユーザーを追加、変更または削除できるかが定義されるようになりました。

               メンテナンスリリース1から、DataFlux Authentication Server 4.1を必要とするのは、DataFlux Web StudioとDataFlux
                  Web Studio Serverのみです。
               

               DataFlux Authentication Server 4.1: Administrator’s Guide, Second Editionで、ログファイルにログイン名ではなくユーザー名を表示する方法が説明されるようになりました。詳細については、DataFlux Authentication Serverの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            DataFlux Authentication Server 3.2

            
               DataFlux Authentication Serverでは、特定のSASソフトウェアオファリング(SAS Data Managementオファリングなど)のDataFlux
                  Data Management製品に対する権限と認証がサポートされます。オファリングの一部のコンポーネントは、デフォルトでAuthentication ServerのかわりにSAS
                  Metadata Serverを使用するように構成されるようになりました。その他のコンポーネント(オプションのSAS Federation Serverなど)は、DataFlux
                  Authentication Serverを使用する必要があります。詳細については、DataFlux Authentication Server: Administrator’s Guideを参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         DataFlux Data Management Server

         
            DataFlux Data Management Server 2.7

            
               DataFlux Data Management Server 2.7は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼動します。
                  
                  ここでは、DataFlux Data Management Server 2.7の主な拡張を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              DataFlux Data Management Server 2.7は、SAS Metadata Serverを排他的に使用して、認証と権限をサポートします。DataFlux
                                 Data Management Server 2.7には、クラスタ化されたSAS Metadata Serverにアクセスするためのサポートも含まれています。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SOAPクライアント接続のためのFIPS準拠を、DataFlux Data Management Serverのセキュリティ強化として使用できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Data Management Server 2.7では、バッチジョブ、リアルタイムデータサービス、およびプロセスサービスのためにREST APIを介してWebサービス呼び出しを行うこともできます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、DataFlux Data Management Studio and DataFlux Data Management Serverのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            DataFlux Data Management Server 2.6

            
               DataFlux Data Management Server 2.6は、SAS 9.4M1以降のリリースで稼動します。
                  
                  ここでは、DataFlux Data Management Server 2.6の主な拡張を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              既存オブジェクトと置き換えるオブジェクトをインポートする場合、既存オブジェクトのアクセス許可を新規オブジェクトに適用できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              オブジェクト、ジョブ、およびサービスは、DataFlux Data Management Serverへの追加時に、デフォルトのアクセスコントロールリスト(ACL)を受け取ります。2.6リリースでは、デフォルトのACLに、ユーザーおよびグループのリストに対するALLOWまたはDENYのアクセス許可が含まれます。

                           

                        

                        	
                           
                              バッチおよびプロファイルジョブのログを管理者やSAS Job Monitorにとってアクセスしやすいものにするために、ログファイルに個別の保存場所を指定できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              dmpexecコマンドでジョブを実行する場合、そのジョブ実行によって生成されるログファイルを構成できるようになりました。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              DataFlux Data Management Serverによって送受信されるSOAPパケットに対するログデータの取得を有効化できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              リアルタイムサービスから出力データのXMLを検証できるようになりました。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            DataFlux Data Management Server 2.5

            
               DataFlux Data Management Serverでは、許可されたSOAP/HTTPクライアントによりサブミットされる要求に応えて、ジョブとリアルタイムサービスが実行されます。DataFlux
                  Data Management Server 2.5は、SAS 9.4上で稼動します。
                  
                  ここでは、DataFlux Data Management Server 2.5の主な拡張を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              DataFlux Data Management Serverは、新しいサーバー構成とセキュリティを実装しました。

                           

                        

                        	
                           
                              セキュリティのため、SAS Metadata Serverがデフォルトで構成されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Metadata Serverは、サーバー開始時に、構成オプションを提供します。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Job Monitorは、ジョブステータスと統計量を収集します。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         DataFlux Data Management Studio

         
            DataFlux Data Management Studio 2.7

            
               
                  
                  ここでは、DataFlux Data Management Studio 2.7の主な拡張を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              このリリースには、Quality Knowledge Basesのカスタマイズのための拡張機能が複数含まれています。正規表現ライブラリエディションの正規表現のコピーと貼り付けができるようになりました。用語エディタで外部ファイルから単語、カテゴリ、および尤度値をインポートできます。文法エディタでルールとカテゴリのコピーと貼り付けができます。

                           

                        

                        	
                           
                              DataFlux Data Management ServerまたはSAS Federation Serverへのアクセスが必要な場合は、SAS Metadata
                                 Serverにログオンする必要があります。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              Netezza 7.2.0.5が、DataFlux Data Management Studioのデータストレージ用サポートデータベースのリストに追加されました。

                           

                        

                     

                  

               

               2017年6月のリリースでは、データストレージとDataFluxリポジトリ用の追加データベースがサポートされています。

               詳細については、DataFlux Data Management Studio and DataFlux Data Management Serverのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            DataFlux Data Management Studio 2.6

            
               
                  
                  ここでは、DataFlux Data Management Studio 2.6の主な拡張を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              Quality Knowledge Baseのカスタマイズのための拡張インターフェイス

                           

                        

                        	
                           
                              Apache HiveおよびCloudera Impalaのための新しいODBCドライバ

                           

                        

                        	
                           
                              クラスタリングに対する変更

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Lineage Viewerに対する追加サポート

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Business Data Networkに対する追加サポート

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            DataFlux Data Management Studio 2.5

            
               
                  
                  ここでは、DataFlux Data Management Studio 2.5の主な拡張を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Metadata Serverでは、DataFlux Data Management Serverへの接続を認証できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              ジョブログでは、ジョブ内のノードのランタイム統計量が提供されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              サイトにSAS Environment ManagerとSAS Job Monitorがライセンスされている場合、Webブラウザを使用して、Data Management
                                 Studioジョブとそのジョブ内のノードのランタイム統計量を表示できます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         DataFlux Secure

         
            DataFlux Secure 2.7

            
               DataFlux Secure 2.7は、SAS 9.4M3以降のリリースで稼動します。

               DataFlux Secureは、DataFlux Data Management ServerおよびDataFlux Data Management StudioでSOAPクライアント接続のためのFIPS準拠を提供するようになりました。

               詳細については、DataFlux Secureの製品ドキュメントページからDataFlux Secure: Administrator’s Guideを参照してください。
               

            

         

         
            DataFlux Secure 2.5

            
               DataFlux Secureを使用すると、特定のSASソフトウェアオファリング(Data Managementオファリングなど)のコンポーネントに対するセキュリティの拡張が可能です。デフォルトで、無効化された状態のDataFlux
                  Secureがこれらのコンポーネントともにインストールされるようになりました。プラットフォームコンポーネントで、拡張された暗号化、SSL/TLS保護、FIPS準拠を有効化できます。2014年5月のリリースから、SAS
                  Federation Server ManagerでのSSL構成のサポートにkeyconfigユーティリティを使用できるようになりました。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Quality Knowledge Base for Contact Information

         
            SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 27

            
               SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 27では、次のロケールが更新されています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              英語(フィリピン)

                           

                        

                        	
                           
                              英語(米国)

                           

                        

                        	
                           
                              ポルトガル語(ブラジル)

                           

                        

                        	
                           
                              スペイン語(メキシコ)

                           

                        

                        	
                           
                              スペイン語(スペイン)

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、Quality Knowledge Base (QKB) for SAS and DataFluxのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 26

            
               SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 26では、次のロケールが更新されています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              英語(フィリピン)

                           

                        

                        	
                           
                              ポルトガル語(ブラジル)

                           

                        

                        	
                           
                              スペイン語(メキシコ)

                           

                        

                     

                  

               

               新しい電子メール識別、マッチ、解析、標準化の定義はすべてのロケールで使用可能です。

            

         

         
            SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 25

            
               SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 25では、英語(フィリピン)ロケールのサポートが加えられました。

            

         

         
            SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 24

            
               
                  
                  SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 24では、次のロケールと定義が更新されました。

                  
                     
                        	
                           
                              ポルトガル語(ブラジル)

                           

                        

                        	
                           
                              スペイン語(メキシコ)

                           

                        

                        	
                           
                              スペイン語(スペイン)

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 23

            
               SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 23には、ヘブライ語(イスラエル)の日付定義のサポートが加えられました。
               

               また、このリリースでは、次のロケールも更新されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              ポルトガル語(ブラジル)

                           

                        

                        	
                           
                              スペイン語(メキシコ)

                           

                        

                        	
                           
                              トルコ語(トルコ)

                           

                        

                     

                  

               

               すべてのロケールについて、次の定義が更新されています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              住所(グローバル)解析定義
                              

                           

                        

                        	
                           
                              電子メールマッチ定義
                              

                           

                        

                     

                  

               

               
                  
                  また、SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 23では、次のロケールに対するフィールド名識別分析およびマッチ定義も更新されました。
                  

                  
                     
                        	
                           
                              すべての英語ロケール

                           

                        

                        	
                           
                              中国語(中国)

                           

                        

                        	
                           
                              デンマーク語(デンマーク)

                           

                        

                        	
                           
                              ドイツ語(ドイツ)

                           

                        

                        	
                           
                              フランス語(フランス)

                           

                        

                        	
                           
                              ヘブライ語(イスラエル)

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 22

            
               SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 22では、全ロケールに対する電子メールのパースと標準化定義が更新されました。
                  
                  
                  さらに、次の言語とロケールが更新されました。

                  
                     
                        	
                           
                              英語(ニュージーランド)

                           

                        

                        	
                           
                              英語(米国)

                           

                        

                        	
                           
                              デンマーク語(デンマーク)

                           

                        

                        	
                           
                              フランス語(フランス)

                           

                        

                        	
                           
                              ポルトガル語(ブラジル)

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         Quality Knowledge Base Locales for Contact Information 2013A

         
            Quality Knowledge Base Locales for Contact Information 2013Aは、ヘブライ語(イスラエル)言語とロケールをサポートしました。

            英語(ニュージーランド)言語とロケールで住所関連の定義サポートが更新されました。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Quality Knowledge Base for Product Data 5

         
            SAS Quality Knowledge Base for Product Dataには、一般的な製品データの属性に対する抽出、解析、標準化、パターン分析の定義が含まれます。このリリースには、一般的な特性ベースの標準化の定義も追加されています。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         Quality Knowledge Base Locales for Product Data 2013A

         
            Quality Knowledge Base Locales for Product Data 2013Aは、イタリア語(イタリア)言語とロケールをサポートしました。

            フランス語とドイツ語の梱包/UOMの標準化定義サポートが更新されました。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Business Data Network

         
            SAS Business Data Network 3.2

            
               SAS Business Data Network 3.2は、2017年4月に出荷され、SAS 9.4M4上で稼働します。

               
                  
                  ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              スナップショットを作成して、データの読み取り専用ビューを保存できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Business Data Network Application Programming Interface (API)が、公開配信用に承認されています。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Lineage 3.2のメインウィンドウで、SAS Business Data Networkで開くオブジェクトを選択します。

                           

                        

                        	
                           
                              CSVファイルから用語をインポートできるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              リレーションシップサービスにインポート結果をパブリッシュできます。

                           

                        

                        	
                           
                              URL、日付およびRTFは、用語の種類に使用できる新しい属性です。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Business Data Networkの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Business Data Network 3.1

            
               ビジネスデータ用語リストは、組織の利害関係者間の共通理解を促進する、信頼できる用語集です。SAS Business Data Network 3.1は、ビジネスデータ用語リストの管理を可能にするアプリケーションです。これは次の情報を管理するための共同アプローチをサポートします。
                  
                  
                  
                     
                        	
                           
                              要件や属性などのビジネス用語の説明

                           

                        

                        	
                           
                              関連ソースデータと参照データ

                           

                        

                        	
                           
                              連絡先(テクニカル所有者、ビジネス所有者、関係者など)

                           

                        

                        	
                           
                              用語と処理の関係(Data Management Studioジョブ、サービス、ビジネスルールなど)

                           

                        

                     

                  

               

               SAS Business Data Networkは、ビジネスルールおよびデータモニタリング処理に用語をリンクさせることによって、データコンシューマがデータの理解を深めるための単一のエントリポイントを提供します。データスチュワード、ITスタッフおよびエンタープライズアーキテクトは、その用語を使用すると、プロジェクトやビジネスユニット全体に共通の用語集を促進することができます。アクセス許可を設定して、特定ユーザーにのみSAS
                  Business Data Networkのデータに対するアクセスと制御を許可することもできます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Data Loader for Hadoop

         
            SAS Data Loader 3.1

            
               SAS Data Loader 3.1はSAS 9.4M4上で稼働します。
                  
                  ここでは、このリリースの主な拡張機能を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              マルチユーザーWebアプリケーションが、SAS Intelligence Architectureに基づくようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              集中管理サポートによって、サーバー、アクセス、ディレクティブ、QKB更新が管理されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいITフレンドリな管理配置プロセスで、SAS配置ツールが使用されます。

                           

                        

                        	
                           
                              追加の接続オプションで、外部データソースへの直接アクセスが提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              更新されたサポートによって、最新のHadoopテクノロジを使用できるようになります。

                           

                        

                        	
                           
                              SASデータ管理ソフトウェアとの統合が強化されて、リモートディレクティブ実行が可能になっています。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Data Loaderのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Data Loader 2.4 for Hadoop

            
               
                  
                  ここでは、SAS Data Loader 2.4 for Hadoopの主な拡張機能を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Data Loader for Hadoopの新しい試用版が提供されています。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいマッチマージデータディレクティブを使用すると、複数のソーステーブルの列を単一のターゲットテーブルに結合できます。行が2つ以上のソーステーブルに一致する場合に指定された列のデータをマージすることもできます。

                           

                        

                        	
                           
                              ディレクティブの連結という新しいディレクティブを使用すると、保存された2つ以上のディレクティブを連続か並列で実行できます。

                           

                        

                        	
                           
                              Apache SparkとCloudera Impalaによるパフォーマンスの向上。

                           

                        

                        	
                           
                              HadoopディストリビューションPivotal HDおよびIBM Big Insightsに対するサポート。Cloudera、Hortonworks、およびMapRの新バージョンがサポートされています。KerberosとMapRまたはIBM
                                 Big Insightsの組み合わせはサポートされていません。
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Data Loader 2.3 for Hadoop

            
               
                  
                  ここでは、SAS Data Loader 2.3 for Hadoopの主な拡張機能を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              区切りファイルをHadoopにインポートするためのサポート。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS LASR Analytic Serverの拡張機能のサポート。ディレクティブのLASRにデータをロードでは、SAS LASR Analytic Serverソフトウェアの非グリッド構成にデータをロードする際、SASIOLAエンジンでの対称型マルチプロセッシング(SMP)がサポートされるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              データ品質分析の新機能では、大文字と小文字を変更、性別分析、パターン分析、フィールド抽出という変換が提供されるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              Hadoopの拡張機能のサポート。ClouderaとHortonworksの新バージョンがサポートされています。MapRに対するサポートが追加されました。KerberosとMapRの組み合わせはサポートされていません。

                           

                        

                        	
                           
                              Apache Hiveの拡張機能のサポートにより、既存のHiveプログラムを貼り付けて編集し、そのプログラムをHadoopで実行することができます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Data Loader 2.2 for Hadoop

            
               SAS Data Loader for Hadoopでは、ビジネスアナリストやデータサイエンティスト向けにセルフサービスのビッグデータ準備、データ品質、およびデータ統合が提供されます。ポイントアンドクリックのユーザーインターフェイスを使用すると、コードを書かずに、ビッグデータの準備、統合、およびクレンジングをより迅速かつ簡単に行えます。さらに、パワーユーザーは、Hadoop上でSASコードやデータ品質関数をより迅速に実行して、生産性を向上させ、データ移動を削減できます。

               SAS Data Loader for Hadoop 2.2はSAS 9.4M2上で稼働します。このリリースでは、SAS Data Loader for Hadoopを使用すると、Hadoop上でデータのクエリ、結合、プロファイル、変換を行えます。リレーショナルデータソースとSASデータセットをHadoopからまたはHadoopに移動できます。Hadoop内でデータの解析や標準化を行えます。SAS
                  Data Loader for Hadoopを使用すると、ビジュアル化や分析のために、データをメモリにロードできます。Hadoop上でSASコードとデータ品質関数を並列実行することもできます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Data Integration Studio

         
            SAS Data Integration Studio 4.902

            
               SAS Data Integration Studio 4.902はSAS 9.4M4上で稼働します。
                  
                  ここでは、SAS Data Integration Studio 4.902の主な拡張を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              sFTP、Amazon S3、Cloud Analytic Services転送、データローダーディレクティブという新しい変換を使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいRedShiftソースデザイナがサポートされています。

                           

                        

                        	
                           
                              Data Integration Studioの新しいソースデザイナでは、Cloud Analytic Servicesエンジン(CASソースデザイナ)を表す新しいLIBNAMEテンプレートがサポートされています。

                           

                        

                        	
                           
                              SCD Type 2ローダー変換では、SQLパススルーに対するNetezzaターゲットがサポートされるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              転置変換では、HADOOPやTERADATA内で実行可能なIn-DatabaseバージョンのPROC TRANSPOSEの実行がサポートされています。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Data Integration Studio 4.902 (SAS Data Integration Studio: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Data Integration Studio 4.901

            
               SAS Data Integration Studio 4.901はSAS 9.4M3上で稼働します。
                  
                  ここでは、SAS Data Integration Studio 4.901の主な拡張を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              フォークノード、フォーク終了ノード、完了の待機ノードという3つの新しい変換を使用できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              このリリースでは、Hadoop (Hive)、HAWQ、Impala、LASR、PI、SASHDATエンジンに対するサポートが更新されています。

                           

                        

                        	
                           
                              PI LIBNAMEエンジンがサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいHAWQソースデザイナが使用可能です。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Data Integration Studio 4.901 (SAS Data Integration Studio: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Data Integration Studio 4.9

            
               SAS Data Integration Studio 4.9はSAS 9.4M2上で稼働します。
                  
                  ここでは、SAS Data Integration Studio 4.9の主な拡張を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              Cloudera Impalaに対応した新しいソースデザイナウィザードを使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              High-Performance Analytics変換とEnterprise Decision Management変換はプロダクション版になりました。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Data Integration Studio 4.9 (SAS Data Integration Studio: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Data Integration Studio 4.8

            
               SAS Data Integration Studio 4.8はSAS 9.4M1上で稼働します。
                  
                  ここでは、SAS Data Integration Studio 4.8の主な拡張を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              ジョブの条件付き処理をサポートする新しい変換

                           

                        

                        	
                           
                              VerticaとSAP HANA対応の新しいソースデザイナウィザード

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Decision Managerフローをジョブに組み込む、新しい変換(評価版)

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Data Integration Studio 4.7

            
               SAS Data Integration Studioは、SAS 9.4上で稼動します。このリリースから、SAS Data Integration Studioジョブからサードパーティ製のWebクライアントにアクセスできるようになりました。この機能を使用すると、そのクライアントからプログラムを使用して情報にアクセスし、データ統合プロジェクトで使用できます。また、新しいコマンド行インターフェイスを介して一度に多くのジョブを配置することもできます。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Data Management Console

         
            SAS Data Management Consoleは、システムにインストールされたデータ管理とデータガバナンス製品を開くことができる集中型のWebベース環境です。コンソールを使用すると、これらの製品のプリファレンスの設定と、これらの製品の情報を表示できます。コンソールのホームページには、ログオンに関連付けられた役割と機能に基づいて、SAS製品、コンポーネント、機能が表示されます。

            SAS Data Management Consoleは、多数のSAS Data ManagementおよびSAS MDMオファリングに含まれています。詳細については、SAS Data Management Consoleの製品ドキュメントページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Data Quality Accelerator for Teradata

         
            SAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradata

            
               SAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradataには、In-Databaseデータ品質操作に対する全体的な修正と拡張が含まれています。

               また、SAS Data Quality Accelerator for Teradata製品のリリース番号付けが、SAS Data Quality Accelerator
                  2.7 for TeradataからSAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradataに変更されました。この新しい番号付けは、会社での最近の統合で、DataFlux
                  Data Management Studioを、データ品質、データ統合、データガバナンス、マスタデータ管理ソリューションから成るSASスイートに組み込んだ結果です。この変更に合わせて、SAS Data Quality Accelerator 2.7 for Teradata: User’s GuideというタイトルがSAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradata: User’s Guideに修正されました。
               

               詳細については、SAS Data Quality Accelerator for Teradataの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Data Quality Accelerator 2.7 for Teradata

            
               SAS Data Quality Accelerator 2.7 for Teradataの拡張によって、SAS In-Databaseテクノロジの最新バージョンとの互換が可能になりました。その結果、Teradataデータベースでのソフトウェアのインストール方法が変更されました。

               ドキュメントも変更されました。アクセラレータのためのインストール後の構成および管理手順については、SAS Data Quality Accelerator for Teradata: User’s GuideのかわりにSAS In-Database Products: Administrator’s Guideの“Administrator’s Guide for Teradata”セクションに公開されています。
               

            

         

         
            SAS Data Quality Accelerator 2.6 for Teradata

            
               SAS Data Quality Accelerator 2.6 for Teradataの内部拡張によって、メモリ管理が改善され、ソフトウェアインフラストラクチャが効率化されています。

            

         

         
            SAS Data Quality Accelerator 2.5 for Teradata

            
               SAS Data Quality Accelerator 2.5 for Teradataでは、新しいストアドプロシジャが追加され、既存ストアドプロシジャが変更されました。

               SAS Data Quality Accelerator 2.5 for Teradataは、DQ_GENDER()、DQ_MATCH()およびDQ_STANDARDIZE()ストアドプロシジャの解析バリアントを追加することで、そのData
                  Qualityオファリングを拡張しました。新しいDQ_GENDER_PARSED()、DQ_MATCH_PARSED()およびDQ_STANDARDIZE_PARSED()ストアドプロシジャは、単一の入力文字列のかわりに事前解析データを入力として受け入れます。
               

               
                  
                  このリリースでは、事前解析サポート、情報提供、およびセッション管理のストアドプロシジャも追加されています。

                  
                     
                        	
                           
                              事前解析サポートストアドプロシジャでは、DQ_OPERATION_PARSED()ストアドプロシジャへの入力として機能するトークンと列のマッピングの作成と管理が行われます。

                           

                        

                        	
                           
                              情報提供ストアドプロシジャでは、SAS Data Quality Accelerator for Teradataセッションで使用可能なロケールおよびSAS Quality
                                 Knowledge Base定義がリストされます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              セッション管理のストアドプロシジャでは、ストアドプロシジャが既存出力テーブルにデータを追加するのではなく上書きするようにできます。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Data Quality Accelerator 2.4 for Teradata

            
               SAS Data Quality Accelerator for Teradataは、In-Databaseデータ品質機能を提供する新しい製品です。データ品質機能は、Teradataストアドプロシジャとして提供され、これにより解析、パターン分析、マッチコード生成などの多数のタスクを実行できます。データ品質操作を、データベース外で個別ユーティリティとして実行するのではなく、データベース内で実行すると、ネットワークI/Oパフォーマンスの削減、マルチノードアーキテクチャを活用した線形のパフォーマンスゲインの実現、情報がデータベースから送信されないことによる情報のセキュリティ強化などの利点がもたらされます。この製品には、Quality
                  Knowledge Base (QKB)と、QKBを転送してTeradataデータベースに配置するツールが含まれています。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS 9.4 Data Quality Server

         
            SAS Data Quality Serverは、データ品質操作(照合や標準化など)を実行するSAS言語要素、DataFlux Data Management Serverと相互作用する要素で構成されます。SAS
               Data Quality Serverには、SASから使用可能なサンプルQuality Knowledge Base (QKB)が同梱されます。
            

            SAS 9.4 Data Quality Serverは、特定のSASオファリング(SAS Data Managementオファリングの2.41以降など)のコンポーネントと通信し、統合システムを提供します。SAS
               Data Quality Serverは、SAS Data Qualityオファリングの主要コンポーネントでもあります。
            

            SAS 9.4M3では、SAS Data Quality ServerのDQLOCLSTプロシジャが拡張されています。DQLOCLSTプロシジャでは、SASオプションDQSETUPLOCで指定された、Quality
               Knowledge Baseのロケールのリストを含むデータセットが作成されます。
            

            SAS 9.4のメンテナンスリリース3では、SAS Data Quality Serverがアップグレードされて、結果がDataFlux Data Management
               Studio 2.7と同期されます。
            

            SAS 9.4M4では、SAS Data Quality Serverは、SSL対応のDataFlux Data Management Server2.1以降との相互運用が可能です。SAS
               Data Quality Serverの関連言語要素で、HTTPS URLを使用して、セキュリティ保護されたサーバーソフトウェアと通信し、ジョブやサービスを実行できるようになりました。
            

            詳細については、What’s New in SAS 9.4 Data Quality Server (SAS Data Quality Server: Reference)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Data Remediation

         
            SAS Data Remediation 2.3

            
               SAS Data Remediation 2.3は、2017年4月に出荷され、SAS 9.4M4上で稼働します。

               詳細については、SAS Data Remediationの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Data Remediation 2.2

            
               SAS Data Remediation 2.2には、group-by機能が含まれるようになりました。修復プラグインに対して拡張が行われました。SAS Data Remediation
                  2.2には、新しい概要ポートレットと、SAS Visual Analyticsのレポート表示機能が追加されています。SAS Data Remediation 2.2でプリファレンスを保存できるようになりました。
               

            

         

         
            SAS Data Remediation 2.1

            
               SAS Data Remediationを使用すると、SAS MDMバッチジョブとリアルタイムプロセスでビジネスルールによってトリガされた問題の管理と修正を行えます。Data
                  Remediationでは、アプリケーションとサブジェクト領域に基づき分類されたデータ例外へのユーザーベースまたは役割ベースのアクセスが可能です。データ修復問題は一度レビューされると、同じアプリケーション内で修正されるため、別のユーザーが修正プロセスを完了する必要がなくなります。
               

               SAS Data Remediationは、SAS MDM、SAS Task ManagerなどのSASデータ管理製品と組み合わせることで機能します。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Data Surveyor for SAP

         
            SAS Data Surveyor 5.1 for SAPには、SPO (Semantically Partitioned Object)とSAP HANAで最適化されたインフォキューブの新しい機能が追加されています。

            SAS Data Surveyor 5.3 for SAPは、2016年11月に出荷され、SAS 9.4M4上で稼働します。

            詳細については、SAS Data Surveyorsのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Federation Server

         
            SAS Federation Serverについて

            
               SAS Federation Serverでは、データの移動やコピーを行わずに、複数ソースからのデータの仮想ビューを迅速に作成するビジネス機能が提供されます。また、頻繁に使用されるデータのデータキャッシュもサポートされるので、結果的にクエリパフォーマンスを向上させられます。SAS
                  Federation Serverのセキュリティ機能には、データマスキング、行レベルセキュリティ、ガバナンス向上のためのアクセスの一元管理が含まれます。
               

            

         

         
            SAS Federation Server 4.2

            
               
                  
                  ここでは、SAS Federation Server 4.2の主な拡張を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              ユーザー、グループ、ログイン(個人、グループ、共有など)、ドメインの認証と永続性については、SAS Metadata ServerがDataFlux Authentication
                                 Serverに取って代わります。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              新しいデータマスキングルールで、追加の暗号化サポートが提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Federation Serverで、DATAステップ2 (DS2)言語がサポートされるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Quality Knowledge Base (QKB)をFedSQLおよびDS2と一緒に使用して、新しいデータ品質およびクレンジング機能が実装されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Federation Serverは、MDSデータストアを介してメモリ内のデータキャッシュを保持する機能を有するようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Federation Server Driver for Apache HadoopをHadoop (HIVE)への読み取り/書き込みアクセスのために使用できるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいFederation Serverドライバを使用すると、複数のSAS Federation Server間でデータソースを共有できます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Federation Server 4.2 (SAS Federation Server 4.2: Administrator’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Federation Server 4.1

            
               
                  
                  ここでは、SAS Federation Server 4.1の主な拡張を示します。

                  
                     
                        	
                           
                              新しいドライバが4つ追加されました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          SAS Federation Server Driver for SAP HANA

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SAS Federation Server Driver for Netezza

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SAS Federation Server Driver for PostgreSQL

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SAS Federation Server SASHDAT Data Source Driver

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Federation Serverでは、データソース内の機密情報を‘匿名化’する方法として新しいデータマスキング機能が提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SQL言語スクリプト機能によって、起動およびシャットダウンイベントの管理ニーズが処理されます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいAPI (RESTインターフェイスとして実装)では、SAS Federation Serverとの対話と管理がサポートされます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Federation Server 4.1 (SAS Federation Server 4.1: Administrator’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Federation Server 3.2

            
               DataFlux Federation Serverは現在SAS Federation Serverです。この名前変更は、DataFlux製品を、データ品質、データ統合、データガバナンス、マスタデータ管理ソリューションから成るSASスイートに統合した結果です。

               In-Memoryデータストア(MDS)は、SAS Federation Serverに実装可能なトランザクションIn-Memoryデータストアです。

               権限キャッシュは、権限決定を効率化し、結果的にパフォーマンスを向上させるためのツールとして提供されています。

               詳細については、What’s New in SAS Federation Server 3.2 (SAS Federation Server 3.2: Administrator’s Guide)を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Job Monitor

         
            SAS Job Monitor 2.2

            
               Job Monitor 2.2は、環境ロケールを構成する追加パラメータを提供します。

               Job Monitorエージェントプラグインは、その言語と国の設定を使用して、SAS Data Integration Studioのログを解析します。(言語と国の設定のデフォルト値は、エージェントの実行マシンから取得されます。)言語と国の設定は、Job
                  MonitorエージェントとSAS Data Integration Studioで一致する必要があります。Job Monitorエージェントプラグインで使用される言語、国、バリアントを無効にするために、新しいオプションがユーザーインターフェイスに追加されました。これらのオプションは、Data
                  Integration Studioに対するエージェントプラグインの設定を無効にします。さらに、SAS Data Integration StudioとSAS Data
                  Management Serverの両方のジョブにエンコーディングオプションが追加され、エージェントプラグインの設定を無効にできます。
               

               Job Monitor 2.2M1は、2017年4月に出荷され、SAS 9.4M4以降のリリースで稼働します。

            

         

         
            SAS Job Monitor 2.1

            
               SAS Environment ManagerのプラグインであるSAS Job MonitorによってSAS Data Integration StudioやDataFlux
                  Data Management Serverからの情報、DataFlux Data Management Studioからの特定のジョブが統合されます。SAS Job
                  Monitorを使用して、これらのアプリケーションから実行されるジョブの状態を監視できます。
               

               SAS Job Monitorによって指定の場所にあるジョブのログが読み込まれ、ログからのランタイム統計量が表示されるため、ステータス情報とパフォーマンス統計量のモニタが可能です。ジョブテーブルを使用すると、過去の実行時間を表示でき、さらにジョブにドリルダウンして詳細、傾向、ステータスを参照できます。

               ヘルプは製品内から使用できます。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Lineage

         
            SAS Lineage 3.2

            
               SAS Lineage 3.2は、2017年4月に出荷され、SAS 9.4M4上で稼働します。このリリースでは、主な拡張機能はリンクを開く機能です。オブジェクトを選択してリンクを開くをクリックすると、SAS Business Data Networkでオブジェクトが開きます。
               

               詳細については、SAS Lineageの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Lineage 3.1

            
               SAS Lineage 3.1は、オブジェクト間のリレーションシップを視覚化するWebベースのダイアグラムコンポーネントです。SASデータベース管理やビジネスインテリジェンスアプリケーションからアクセス可能な、スタンドアローンのLineageとリレーションシップビューアとして使用されます。このコンポーネントには、2つのモードがあります。まず、1つのネットワークダイアグラムにすべてのリレーションシップが表示されます。次に、2つの左から右への依存関係ダイアグラムを利用できます。1つのダイアグラム(ガバナンス)にはデータガバナンス情報が表示され、もう1つのダイアグラム(インパクト分析)には親子関係のみ表示されます。これらのダイアグラムに表示されるリレーションシップ情報は、Web
                  Infrastructure Platform Data Serverの一部であるリレーションシップデータベースから取得されます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS MDM

         
            SAS MDM 4.3

            
               SAS MDM 4.3は2017年4月に出荷され、SAS 9.4M4 (およびそれ以前のリリース)上で稼働します。
                  
                  SAS MDM 4.3では、次の領域で新機能と拡張が実装されました。

                  
                     
                        	
                           
                              SQL Server 2014のサポート

                           

                        

                        	
                           
                              クラスタの表示時に提示されるレコード数の構成可能な制限

                           

                        

                        	
                           
                              修復問題の自動クリーンアップ

                           

                        

                        	
                           
                              廃止によりクラスタが変化した場合の新たなサバイバーの作成

                           

                        

                        	
                           
                              階層へのアクセスの制御

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS MDMの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS MDM 4.2

            
               
                  
                  SAS MDM 4.2では、次の領域で新機能と拡張が実装されました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsのレポート

                           

                        

                        	
                           
                              ソースシステム管理機能

                           

                        

                        	
                           
                              プロセスコントロール拡張

                           

                        

                        	
                           
                              リレーションシップの種類の属性

                           

                        

                        	
                           
                              クロスフィールドのクラスタリング

                           

                        

                        	
                           
                              ソースシステムのハーモナイズ

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS MDM 4.1

            
               SAS MDMは、SAS 9.4のマスタデータ管理テクノロジを統合する製品です。SAS MDMはWebベースのアプリケーションであり、正確で統合された単一のビューで企業データを表示し、さまざまなデータソースの情報を1つのマスタレコードに統合します。SASでは、マスタデータ管理プロセスの開発が可能です。また、既存のデータリソースの分析、情報の統合されたビューの作成、時系列のデータのマスタビューの管理に必要なテクノロジを提供します。最新リリースは、パフォーマンス強化とSASメタデータとの統合を特徴とします。

               SAS MDMは、SAS Data Remediation、SAS Task Manager、SAS Visual Process Orchestration、他のSASデータ管理製品と連携しています。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Task Manager

         
            SAS Task Manager 2.2

            
               SAS Task Manager 2.2の主な拡張として、4つの新しいユーザープリファレンスがあります。

               詳細については、SAS Task Managerの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Task Manager 2.1

            
               SAS Task Managerは、SAS MDMなどの他のアプリケーションに対する補完アプリケーションで、SAS Workflowテクノロジと統合されます。別のSASアプリケーションから開始されたワークフローであってもユーザーにダイレクトアクセスを付与します。SAS
                  Workflowのサーバー環境にアップロードされたワークフローを開始、停止、遷移できます。
               

               SAS Task Managerは、SAS MDM、SAS Data RemediationなどのSASデータ管理製品と組み合わせることで機能します。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Visual Process Orchestration

         
            SAS Visual Process Orchestration 2.2

            
               SAS Lineageは、ジョブのソースとターゲットのLineageの表示を可能にするWebクライアントです。SAS Relationship Content Serviceが有効化されている場合、LineageメタデータをSAS
                  Visual Process Orchestrationからこのサービスにエクスポートし、SAS Lineageからのアクセスを可能にします。
               

               SAS Visual Process Orchestrationの次のトピックのドキュメントが拡充されました。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS Data Management Consoleへのログオン。ログオントピックは、このアプリケーションへの複数のアクセス方法を説明するようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              AS Visual Process Orchestrationジョブに対応したSAS Job Monitorの構成。サイトにSAS Environment ManagerとSAS
                                 Job Monitorがライセンスされている場合、Webブラウザを使用して、SAS Visual Process Orchestrationジョブのランタイム統計量を表示できます。SAS
                                 Job Monitorのトピックに、オーケストレーションジョブに対応するためのこのアプリケーションの構成の詳細が含まれるようになりました。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Visual Process Orchestrationの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Visual Process Orchestration 2.1

            
               SAS Visual Process Orchestrationは、SAS Data Management Consoleから起動されるWebオーサリング環境です。オーサリング環境は、オーケストレーションジョブ(別のジョブを実行するプロセスジョブ)の作成に使用されるノードを提供します。

               オーケストレーションジョブは、さまざまなシステムの実行可能ファイルを単一のプロセスフローに統合できます。単一のオーケストレーションジョブで、SAS Data Integration
                  Studioジョブ、DataFlux Data Management Studioジョブ、SASコードファイル、サードパーティプログラム、スクリプト、Webサービスなど、1つ以上の実行可能ファイルを実行できます。SAS
                  Visual Process Orchestrationは、参照ジョブを並列に実行できます。ループとIF/THEN/ELSE処理などの制御ロジックの適用や、オーケストレーションジョブ内の各ノードに対するイベント、エラーチェック、ランタイム統計量の処理ができます。
               

               SAS Visual Process Orchestration Serverは、Design ServerとRun-time Serverを提供し、企業のオーケストレーションジョブの開発と実行を調整します。Design
                  Serverは、異なるスレッド、ファイルのロック機能、テスト実行を使用してオーケストレーションジョブの開発をサポートします。Run-time Serverは、許可されたSOAP/HTTPクライアントがサブミットする要求に応えて、オーケストレーションジョブの実行をトリガします。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         7章: SAS Customer Intelligence

         

         
         
         
            SAS Marketing Automation

            SAS Marketing Optimization

            SAS Real-Time Decision Manager

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Marketing Automation

         
            SAS Marketing Automation 6.4

            
               
                  
                  SAS Marketing Automation 6.4は、次の領域で変更と拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              キャンペーンのパブリッシュ

                           

                        

                        	
                           
                              出力の絞り込み

                           

                        

                        	
                           
                              ステージングトリートメント

                           

                        

                        	
                           
                              サポート対象のデータベースの追加

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Marketing Automationのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Marketing Automation 6.3

            
               
                  
                  SAS Marketing Automation 6.3は、次の領域で変更と拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              中間層クラスタリングを介したフォールトトレランス

                           

                        

                        	
                           
                              複数のSAS Customer Intelligence Studioウィンドウ

                           

                        

                        	
                           
                              ビジネスコンテキストデータベースのアップロードオプション

                           

                        

                        	
                           
                              レポートワークスペース

                           

                        

                        	
                           
                              ダイアグラムノード

                           

                        

                        	
                           
                              エクスポートファイルのプレビュー

                           

                        

                        	
                           
                              ダイアグラムドキュメントの生成

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Marketing Optimization

         
            SAS Marketing Optimization 6.4

            
               
                  
                  SAS Marketing Optimization 6.4は、次の領域で変更と拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Marketing Optimization LASR Analytic ServerへのSolutionテーブルのパブリッシュ

                           

                        

                        	
                           
                              編集可能な事前作成された制約

                           

                        

                        	
                           
                              一部の種類のシナリオに対するスコアコードの生成

                           

                        

                        	
                           
                              優先順位付けシナリオの最適化

                           

                        

                        	
                           
                              最適化アルゴリズムの実装の向上

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Marketing Optimizationのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Marketing Optimization 6.3

            
               
                  
                  SAS Marketing Optimization 6.3は、次の領域で変更と拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              入力データテーブルのダブルバイト文字のサポート

                           

                        

                        	
                           
                              シナリオのエージェントスケーラビリティオプションの拡張

                           

                        

                        	
                           
                              レポートデータ出力オプションの拡張

                           

                        

                        	
                           
                              感度分析の一貫したスケーリング

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsレポートサービス

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Real-Time Decision Manager

         
            SAS Real-Time Decision Manager 6.4

            
               
                  
                  SAS Real-Time Decision Manager 6.4は、次の領域で変更と拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              キャンペーン配置

                           

                        

                        	
                           
                              ランタイムサービスの構成

                           

                        

                        	
                           
                              ドキュメントとレポート

                           

                        

                        	
                           
                              トリートメント

                           

                        

                        	
                           
                              変数とカスタムプロセス

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Real-Time Decision Managerのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Real-Time Decision Manager 6.3

            
               
                  
                  SAS Real-Time Decision Manager 6.3は、次の領域で変更と拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              中間層クラスタリングを介したフォールトトレランス

                           

                        

                        	
                           
                              複数のSAS Customer Intelligence Studioウィンドウ

                           

                        

                        	
                           
                              ダイアグラムノード

                           

                        

                        	
                           
                              キャンペーン

                           

                        

                        	
                           
                              トリートメント

                           

                        

                        	
                           
                              集計変数

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         8章: SAS Financial Management

         

         
         
         
            SAS Financial Management

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Financial Management

         
            SAS Financial Management 5.5

            
               SAS Financial Management 5.5では、スタンバイの活用やフェイルオーバーサポートなどの複数のパフォーマンス改善が行われています。このサポートは、SAS
                  Web Serverによって、高可用性構成を実装するために提供されています。
               

               SAS Financial Management 5.5にはSAS Visual Analytics Viewerが含まれ、そこからレポートを起動できるようになりました。コンテンツプロモーションが拡張されて、複数の新しいオブジェクトのプロモーションがサポートされています。このリリースには、予測の拡張と、拡張自動割り当て機能が含まれています。

               詳細については、SAS Financial Managementのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Financial Management 5.4

            
               
                  
                  SAS Financial Management 5.4には、プロセス管理サポート、データ検証、拡張されたデータエントリとレポートオプションが加えられました。新しいSAS
                     Financial Managementフレームワークであるプロセス管理では、管理者やユーザーが次のタスクを実行できます。
                  

                  
                     
                        	
                           
                              企業特有のビジネスプロセスの定義と管理

                           

                        

                        	
                           
                              重要なFinancial Managementタスクの自動化

                           

                        

                        	
                           
                              プロセスとタスクのステータスを表示し、遅延やその他の問題を識別して解決

                           

                        

                     

                  

               

               プロセス管理には、ビジネスプロセスやタスクレベルでのユーザー通知、コメント、監査履歴も含まれます。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         9章: SAS Fraud and Compliance製品

         

         
         
         
            SAS Anti-Money Laundering

            SAS Customer Due Diligence

            SAS Peer Group Analysis 6.1

            SAS Social Network Analysis Server 6.2

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Anti-Money Laundering

         
            SAS Anti-Money Laundering 7.1

            
               SAS Anti-Money Laundering 7.1は、2016年7月に出荷されました。このリリースでは、新しい銀行をアプリケーションに迅速に追加できるように、スクリプトが用意されています。銀行ごとの別々のスキーマに加えて、別々のアラート生成プロセスもあります。新規の改善されたユーザーインターフェイスを使用すると、より効率的かつ効果的にエンティティをトリアージできます。アラートの全種類が、現在はエンティティにロールアップされています。トリアージは現在はエンティティレベルで実行されていますが、より詳細なレベルのアラート配置も引き続き提供されています。資金追跡では、現在は調査のグラフィック表示が提供されています。

               詳細については、SAS Anti-Money Launderingのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Anti-Money Laundering 6.3

            
               SAS Anti-Money Laundering 6.3には、SAS Visual Analytics Administrator and Reporting,が含まれます。これにより、すぐに使用が可能なアラートレポートが有効になります。このリリースから、規制対応レポートに対象情報が事前設定され、電子申告レポートの処理が自動化されます。さらに、ユーザーインターフェイスの拡張によって、すべてのデータグリッドのページング、取引のCSVファイルへのエクスポート、メモ入力のために再設計されたインターフェイスでの処理、複数カラム並べ替えの実行が可能になります。また、Apache
                  Solrの統合によって、検索機能が拡張されます。
               

               2016年1月に、SAS Anti-Money Laundering 6.3M1が出荷されました。 
                  
                  ここでは、このリリースの新機能の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              エンティティのトリアージと呼ばれる新しい効率化されたユーザーインターフェイスを使用すると、エンティティによってアラートのレビューと配置を行えます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいCurrency Transaction Reportingシナリオをアラート生成プロセスで使用できます。このシナリオは、24時間以内のキャッシュモニタリングのためのものです。

                           

                        

                        	
                           
                              Currency Transaction Reportingレポートと免税者の指定レポートを作成できます。どちらのレポートでも電子申告がサポートされています。

                           

                        

                        	
                           
                              規制対応レポート90Dレビューにより、規制対応レポートの初回申告後(90日後)の必須連続レビューに対するケースが自動的に作成されます。

                           

                        

                        	
                           
                              Visual Scenario Designerは、現在はSAS Anti-Money Launderingと統合されています。Visual Scenario Designerでシナリオの開発とテストを行い、そのシナリオをSAS
                                 Anti-Money Launderingにインポートして、アラート生成プロセスで使用できます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Anti-Money Laundering 6.2

            
               SAS Anti-Money Laundering 6.2には、SAS Anti-Money Launderingデータモデルの拡張を活用するためのコルレス銀行用の新しいサンプルシナリオがあります。このリリースには、コルレス銀行の行動に関連付けられた顧客の詳細を迅速に評価するための新しい関係グリッドも含まれています。

            

         

         
            SAS Anti-Money Laundering 6.1

            
               
                  
                  SAS Anti-Money Laundering 6.1はSAS 9.4で稼動し、次の新機能が追加されています。

                  
                     
                        	
                           
                              アプリケーションのポートフォリオと向上した統合における一貫したユーザーエクスペリエンスを提供する、効率化されたユーザーインターフェイス。

                           

                        

                        	
                           
                              シナリオとその関連ヘッダーのエクスポートとインポート、ローカルマシンへの.spk (SASパッケージ)ファイルのダウンロード、別システムへのインポートが可能なシナリオプロモーション。

                           

                        

                        	
                           
                              使用可能な遷移が載ったタスクリストと、ワークフローの状態と遷移の視覚的なダイアグラムを表示する構成可能なワークフロー。ワークフローでは、InvestigatorとManagerのホーム画面に表示されるタスクリスト、更新と作成されたルールを示す完了レポートも提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              FinCEN、FinTRAC、AUSTRAC規制機関のフォームの選択に対応した、追加規制対応レポートのサポートを可能にする関連エンティティ視覚化。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Customer Due Diligenceソリューションとの統合。この機能によって、機関におけるSAS Anti-Money LaunderingとCustomer
                                 Due Diligenceのアクティビティ間の透過性が提供されます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Customer Due Diligence

         
            SAS Customer Due Diligence 6.3

            
               SAS Customer Due Diligence 6.3には、新しい戦略ルールが追加され、規制対応レポートのスコアリングが組み込まれています。また、Apache
                  Solrの統合によって、検索機能が拡張されます。さらに、ユーザーインターフェイスの拡張によって、すべてのデータグリッドのページング、取引のCSVファイルへのエクスポート、メモ入力のために再設計されたインターフェイスでの処理、複数カラム並べ替えの実行が可能になります。
               

               SAS Customer Due Diligence 6.3M1には、拡張ユーザーインターフェイスが組み込まれています。

               詳細については、SAS Customer Due Diligenceのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Customer Due Diligence 6.2

            
               SAS Customer Due Diligence 6.2には、新しい戦略ルールが追加され、新しい顧客のスコアリングが組み込まれました。このリリースには、改善された手動ケース作成処理と、事前に作成された関係者へのケースリンクも含まれています。

            

         

         
            SAS Customer Due Diligence 6.1

            
               SAS Customer Due Diligenceを使用すると、顧客のプロファイルを理解し、顧客の行動を予測できます。SAS Customer Due Diligenceでは、データが収集され、不正、マネーロンダリング、またはその他の違法行為への関与リスクがある顧客のリスクレーティングとプロファイリングが実行されます。リスクレーティングは、金融機関が、政府と規制機関によって規定されるコンプライアンス要件を満たす上で役立ちます。

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Peer Group Analysis 6.1

         
            SAS Peer Group Analysisは、エンティティ(アカウントまたはパーティ)の現在の動作と、そのエンティティの過去の動作とそのピアの動作も比較します。SAS
               Peer Group Analysisは、SAS Peer Group Analysisのヘッダーとシナリオで使用されるPrepデータセットを作成するプロセスを提供します。SAS
               Peer Group Analysisシナリオが生成するアラートは、ユーザーインターフェイスで表示でき、アラートの詳細画面にSAS Peer Group Analysis特有のフィールドが挿入されます。
            

            SAS Peer Group Analysisは、SAS High-Performance Anti-Money Launderingのアドオン製品です。

            詳細については、SAS Anti-Money Launderingのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Social Network Analysis Server 6.2

         
            SAS Social Network Analysis Server 6.2では、パフォーマンス拡張と更新が行われました。ここでは、このリリースの更新の一部を説明します。
               
               
                  
                     	
                        
                           ソーシャルネットワーク分析ダイアグラムのパフォーマンス拡張

                        

                     

                     	
                        
                           管理者に対応した、ソーシャルネットワーク分析ダイアグラムのネットワーク凡例

                        

                     

                  

               

            

            SAS Social Network Analysis Server 6.2M1では、ユーザーがアラートウィンドウから直接アラートと指定した列をエクスポートできるエクスポート機能が追加されました。
            

            このリリースでは、アナリスト、管理者、インストーラ向けの開発機能と構成機能も拡張されました。ここでは、これらの機能の一部を説明します。
               
               
                  
                     	
                        
                           プラグイン開発の新しい方法

                        

                     

                     	
                        
                           構成と管理の簡易化を促進するためのSAS管理コンソールの構成マネージャとSASプリファレンスの統合、ユーザーエクスペリエンスをコントロールする新しい構成パラメータの追加

                        

                     

                     	
                        
                           インストール後のプロセスと構成プロセスの効率化

                        

                     

                  

               

            

            SAS Social Network Analysis Server 6.2M1では、カスタムURLを使用して、定義されたアラートシリーズ内の特定のアラートの詳細ウィンドウにユーザーがアクセスするようにできます。
            

            SAS Social Network Analysis Server 6.2M2には、次の拡張と操作変更が含まれています。
               
               
                  
                     	
                        
                           すべてのテーブルデータの列幅を容易に調整できます。

                        

                     

                     	
                        
                           アラートウィンドウでは、特定のアラートシリーズに関連する複数のカスタムビューを保存できます。ソリューションインターフェイスを介してビューを管理することもできます。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           エクスポート機能にアラートの詳細が含まれるようになりました。

                        

                     

                  

               

            

            詳細についてはSAS Social Network Analysisのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         10章: SAS In-Database製品

         

         
         
         
            SAS 9.4 In-Database製品

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS 9.4 In-Database製品

         
            SAS 9.4から、SAS In-Database Code Acceleratorが追加されて、In-Database処理が拡張されました。SAS In-Database
               Code Acceleratorを使用して、DS2スレッドプログラムをデータベースにパブリッシュし、データベース内で並列にスレッドプログラムを実行できます。
            

            NetezzaのIn-DatabaseスコアリングはSAS Embedded Processの追加により拡張されました。SAS Embedded Processは、Netezza内で実行されてデータを読み書きするSASサーバープロセスです。

            2013年7月のリリースでは、SAS Scalable Performance Data ServerのIn-Databaseスコアリングがサポートされています。
            

            2013年9月のリリースでは、HadoopのIn-Database処理がSAS Scoring Accelerator for Hadoopの追加により拡張されました。また、2013年9月のリリースでは、パブリッシュマクロを初期化していた自動呼出しマクロは、いずれのDBMSでも不要になりました。ただし、自動呼出しマクロは引き続きサポートされています。
            

            2013年12月のリリースでは、SAS In-Database Code Accelerator for Teradataが、データベース内部のスレッドプログラムだけでなく、DS2データプログラムを実行できるようになりました。また、SAS
               In-Database Code Acceleratorのデフォルトの動作が9.4リリースから変更されました。デフォルトでは、データベース内部ではDS2コードは実行されません。DS2ACCELシステムオプションとPROC
               DS2 DS2ACCELオプションがこの動作を制御します。HadoopでのDATAステップ処理は現在プリプロダクション版のため、制限付きDATAステッププログラムがHadoop内で実行されてスコアリングされます。
            

            2014年8月のリリースでは、SAS Scoring Accelerator for SAP HANAが使用可能になり、Hadoopでの制限付きDATAステップスコアリングプログラムの実行がプロダクション版になりました。また、SAS
               Embedded Process for Hadoopのインストールおよび構成スクリプトに多数の変更が加えられました。
            

            2015年2月のリリースでは、SAS In-Database Code Accelerator for HadoopはHCatalogを使用して複雑な非区切りファイルを処理しています。HCatalogを使用すると、SAS
               In-Database Code Accelerator for HadoopでAvro、ORC、RCFile、Parquetなどのファイルの種類のサポートが可能になります。さらに、現在ではDBCREATE_TABLE_OPTSテーブルオプションを使用して、出力SerDe、Hiveテーブルの出力区切り記号、出力ESCAPED
               BY文字、およびHiveで許可されたその他のCREATE TABLE構文を指定できます。
            

            2015年7月のリリースでは、SAS In-Database Scoring Accelerator for Hadoopが、SPD Engine HDFSファイル形式をサポートするようになりました。すべてのSAS
               In-Database Code Acceleratorsで、埋め込みSQLを使用したSETステートメント、複数の入力テーブルを使用したSETステートメント、およびMERGEステートメントがサポートされています。SAS
               Scoring Accelerator for Hadoopのモデルの実行およびパブリッシュマクロで、SAS_HADOOP_CONFIG_PATH環境変数がサポートされるようになりました。このサポートによって、マージ済み構成ファイルが不要になります。SAS
               Scoring Accelerator for Hadoop、SAP HANA、およびTeradataは、アイテムストアを使用してモデルスコアリングをサポートします。
            

            SAS Embedded Process for Hadoopのインストールと構成の改善と単純化が行われました。
               
               
                  
                     	
                        
                           ClouderaおよびHortonworksについては、SAS Embedded ProcessおよびSAS Hadoop MapReduce JARファイルのインストールにCloudera
                              ManagerおよびAmbariが使用されます。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           IBM BigInsights、MapR、およびPivotal HDについては、In-Database配置パッケージが、SAS Install Depotからクライアントに配布されます。

                        

                     

                  

               

            

            さらに、SAS Embedded ProcessとSAS Hadoop MapReduceのJARファイルは、2つの別々のスクリプトではなく1つのスクリプトでインストールされます。新しいプロセスでは、クライアントフットプリントが小さくなり、インストールが高速化されます。

            SAS Embedded Process for Hadoopは書き直されたので、今後はLinuxサービスとして実行されることはありません。SAS Embedded
               Process for Hadoopでは、IBM BigInsights、MapR、およびPivotal HD Hadoopの配布がサポートされるようになりました。SAS
               Embedded Process for Teradataのインストールと構成の改善と単純化が行われました。In-Database配置パッケージが、SAS Install
               Depotからクライアントに配布されます。新しいプロセスでは、クライアントフットプリントが小さくなり、インストールが高速化されます。
            

            SAS 9.4M4 (2016年11月に出荷)から、次の新機能が追加されます。

            
               
               
                  
                     	
                        
                           SAS Deployment Managerを使用して、Base SASおよびSPD EngineをHadoop用に構成する際にHadoop JARおよび構成ファイルをプルできるようになりました。以前は、これらのファイルのプルは手動プロセスでした。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Embedded Process for Aster、DB2、Greenplum、SAP Hana、Oracle、Netezzaのインストールと構成の改善と単純化が行われました。In-Database配置パッケージが、ZIPファイルでSAS
                              Install Depotからクライアントに配布されます。新しいプロセスでは、クライアントフットプリントが小さくなり、インストールプロセスが高速化されます。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Data Loader for Hadoop、SAS Data Quality Accelerator for Teradata、またはSAS Contextual
                              Analysis In-Database Scoring for Hadoopのライセンスがある場合、そのコンポーネントが、HadoopとTeradataのそれぞれに対してIn-Database配置パッケージに含められます。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           In-Database処理用に拡張されたBase SASプロシジャが、PostgreSQL、Redshift、およびMicrosoft SQL Server内で実行できるようになりました。

                        

                     

                     	
                        
                           PROC RANKとPROC SORTでは、Hadoop上のHive 0.13以降でのIn-Database処理がサポートされるようになりました。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS In-Database Code Accelerator for Hadoopを使用する場合、SPD Engine SerDeを使用してHiveテーブルにアクセスできます。

                        

                     

                     	
                        
                           パフォーマンスの調整を可能にする複数の新しい構成プロパティが、SAS Embedded Process用に追加されました。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Embedded Processについては、配置時にインストールされるJARファイルの数が6から1に減少しています。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS In-Database処理では、Kerberos認証によるTeradataへのシングルサインオンがサポートされています。

                        

                     

                  

               

            

            詳細については、What’s New in the SAS 9.4 In-Database Products (SAS In-Database Products: User’s Guide)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         11章: SAS Integration Technologies

         

         
         
         
            SAS 9.4 Integration Technologies

            SAS Workflow Studio 1.3

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS 9.4 Integration Technologies

         
            
               
               SAS Integration Technologiesでは、次の拡張が行われました。

               
                  
                     	
                        
                           SAS Stored Processには、全般的な拡張に加え、STPプロシジャとSAS Stored Process Web Applicationの新しい機能が実装されました。詳細については、SAS Stored Processes: Developer’s Guideを参照してください。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           SAS BI Web Servicesでは、RESTful Webサービスが更新されました。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Publishing Frameworkには、循環整合性定数と拡張属性のサポートが追加されました。SharePointやWebDAVへパブリッシュする場合は、TKESSLを使用してSSL設定ができます。また、イベントのパブリッシュはサポートされなくなり、イベントのパブリッシュに関するドキュメントは削除されました。

                        

                     

                     	
                        
                           ディレクトリサービスでは、TLS_MODE_ONオプションとTLS_MODE_OFFオプションがLDAPS_OPEN CALLルーチンに新しく追加されました。

                           SAS 9.4M1 Integration Technologiesでは、LDAPS_SEARCH CALLルーチンの新しいPagedResults引数を使用して、出力ページあたりの結果件数を指定できます。

                        

                     

                     	
                        
                           アプリケーションメッセージングに、新しいACTIVEMQファイルアクセス方式と、CLOSEQUEUE CALLルーチンに対する2つの新しい引数が提供されました。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Foundation Servicesのイベントブローカサービスが使用できなくなりました。

                        

                     

                  

               

            

            詳細については、SAS Integration Technologiesのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Workflow Studio 1.3

         
            
               
               SAS Workflow Studio 1.3では、次の拡張が行われました。

               
                  
                     	
                        
                           SAS Web Infrastructure Platformの権限と役割、Web層の権限をサポートします。ランタイムアクセス制御はSASメタデータに依存せず、より細分化された権限をサポートするように更新されました。

                        

                     

                     	
                        
                           ワークフローテンプレートの所有者が個々のテンプレートの権限を指定できるダイアログボックスが新たに追加されました。

                        

                     

                     	
                        
                           必須ポリシ―プロパティの検証など、ワークフローテンプレート検証が向上しました。

                        

                     

                     	
                        
                           2つのバージョンのテンプレートのワークフローツリーを並べて表示するダイアログボックスが新たに追加されました。このダイアログボックスによって、2つのバージョンのテンプレートの違いを容易に評価できます。

                        

                     

                     	
                        
                           新しいポリシー、JESジョブのサブミットを使用すると、SAS Job Execution Serviceに登録されたコードを実行できます。

                        

                     

                     	
                        
                           新しいポリシーアクション、REST Web サービスの起動が追加されました。

                        

                     

                     	
                        
                           Web サービスの起動ポリシーの2つの新しいプロパティ、エラーコードとエラーメッセージは、潜在的なエラー条件に基づくビジネスロジックをサポートします。

                        

                     

                     	
                        
                           タイマー式で日付データオブジェクトをサポートします。日付データオブジェクトを使用すると、ランタイムでの日時値の動的な使用ができます。さらに、日付データオブジェクトを使用することで、負の相対オフセットを入力して、そのデータオブジェクトが示す日付より前のアクションをトリガにすることが可能になります。

                        

                     

                     	
                        
                           意思決定ゲートウェイ式で新しいTODAY関数をサポートします。この関数は現在の日時システム値を取得します。また、この関数では、現在の日付からの特定の日付オフセットを指定できます。

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         12章: SAS Intelligence Platform

         

         
         
         
            SAS Environment Manager

            SAS 9.4 Intelligence Platform

            SAS Information Retrieval Studio 1.53

            SAS Theme Designer for Flex

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Environment Manager

         
            SAS Environment Managerについて

            
               SAS Environment Managerは、SAS配置の新しいモニタリングと管理システムです。リソースの自動検出、リモートシステムのモニタリング、個人用ダッシュボードと役割ベースダッシュボード、アラート、視覚化などの機能が実装されています。中間層とSAS
                  Server層の両層のサーバーに対する、Webベースの管理、操作、事前予防型のモニタリングを提供します。SAS Environment Managerには、エンタープライズレベルの操作機能を提供するために、VMwareのHypericテクノロジの一部が組み込まれています。
               

            

         

         
            SAS Environment Manager 2.5

            
               SAS Environment Manager 2.5はSAS 9.4M3上で稼働します。SAS Environment Manager 2.5M1は、2016年11月に出荷され、SAS
                  9.4M4上で稼働します。
                  
                  ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              SASユーザー、サーバー、およびライブラリに対するメタデータ定義を管理するために、SAS Environment Manager Administrationにサポートが追加されました。ユーザー定義の表示、作成、および編集を行えます。サーバーおよびライブラリ定義は表示が可能で、SAS
                                 LASRライブラリおよびサーバー、ならびにBase SASライブラリは、作成と編集が可能です。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              Report CenterのStored Processレポートは、Stored Processプロンプトに置き換えられました。Stored Processを使用すると、選択した基準に基づいてレポートを生成し、レポートパラメータのより大きなカスタマイズに備えることができます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Environment Managementデータマートでは、フェデレーションデータマートがサポートされるようになりました。フェデレーションデータマートを使用すると、複数のSAS配置のデータマートのメトリックデータを収集し、そのデータを単一コレクタ配置にコピーして、収集したメトリックデータを一箇所に表示できます。

                           

                        

                        	
                           
                              ログの収集と検出が改善されました。メタデータに保存されたログの場所に頼るのではなく、ETL処理で、SAS配置のディレクトリ構造を調べてログファイルを見つけます。

                           

                        

                        	
                           
                              SASグリッドからメトリックデータを収集するためのサポートが追加されました。グリッドおよび個々のグリッドノードに対してメトリックデータが収集され、レポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいSAS Backup Managerは、管理タブで使用可能です。詳細については、新しいバックアップツールを参照してください。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Environment Manager 2.5 (SAS Environment Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Environment Manager 2.4

            
               SAS Environment Manager 2.4はSAS 9.4M2上で稼働します。
                  
                  ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Environment Managerサービス管理アーキテクチャでは、SAS Environment Managerのサービス指向アーキテクチャ(SOA)への適合を可能にする機能や能力が提供されます。この機能には、SAS
                                 Environment Manager拡張モニタリング、監査、パフォーマンス、および測定(APM) ETL、エージェント収集メトリック(ACM) ETL、ソリューションキットフレームワークがあります。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Environment Managerでは、イベントデータのインポートとエクスポートを可能にするサービスが提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              環境スナップショットには、SAS Environment Managerデータベースのシステム情報の総合リストが含まれます。このスナップショットでは、システムに関する有益な情報が提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Environment Manager 2.4には、SASメタデータのユーザー定義の管理を可能にする機能も含まれています。SAS Environment Managerのユーザー管理機能を使用すると、ユーザー、グループ、および役割の作成と管理を行えます。メンバシップ、ログイン、および内部アカウントも管理できます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Environment Manager 2.4 (SAS Environment Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Environment Manager 2.3

            
               SAS 9.4M1では、SAS Environment Managerにフォルダの管理機能、SASメタデータの権限設定の表示と変更の機能が実装されました。

               SAS 9.4M2では、SAS Environment Managerに、アクセスコントロールテンプレート(ACT)の作成および更新機能が追加されました。ACTを使用することで、同じIDへの同じ明示的コントロールの追加を複数のオブジェクトで繰り返することが避けられます。オブジェクトにACTを適用すると、ACTのパターン設定がオブジェクトの直接コントロールに追加されます。

               詳細については、What’s New in SAS Environment Manager 2.3 (SAS Environment Manager: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS 9.4 Intelligence Platform

         
            SAS Web ServerとSAS Web Application Server

            
               SAS 9.4から中間層ソフトウェアとして含まれるSAS Web ServerはHTTPサーバーとSAS Web Application Serverとして使用されるため、サードパーティ製のWebアプリケーションサーバーは必要ありません。SAS
                  Web Application Serverは、SAS Web Applicationsの実行にエンタープライズレベルの機能を提供する軽量サーバーです。SAS Deployment
                  Toolはこれらのサーバーを自動的に構成できます。ツールによって、垂直クラスタリングと水平クラスタリング、HTTPロードバランシングの構成が簡易化されます。
               

               SAS 9.4M3から、多数の変更が行われた結果、SAS Web Application Serverの起動時間の40%から50%程度の減少が期待できます。

            

         

         
            Metadata Serverクラスタリング

            
               SASインフラストラクチャのコアコンポーネントである新しいMetadata Serverクラスタリング機能により、Metadata Serverの冗長性と高可用性が提供されます。サーバーのホストマシンに障害が起こった場合でも、クラスタリングによってサーバーは動作を継続できます。

               SAS 9.4M2から、Metadata Serverクラスタリングがz/OS上でサポートされます。以前のSAS 9.4リリースでは、UNIXおよびWindows上でのみサポートされていました。

            

         

         
            新しいバックアップツール

            
               新しいDeployment Backup and Recovery Toolは、複数の階層やマシンにまたがるSASコンテンツをバックアップや復元するための統合された方法を提供します。

               SAS 9.4M3には、統合されたバックアップをスケジュール、構成、モニタ、実行するための使いやすいインターフェイスである、SAS Backup Managerが含まれます。このインターフェイスには、Deployment
                  Backup and Recovery Toolのバッチコマンドの多くの機能が組み込まれています。SAS Backup Managerは、SAS Environment
                  Managerの管理タブからアクセスできます。
               

            

         

         
            リレーションシップレポートの新しいバッチツール

            
               SAS 9.4M1には、リレーションシップレポート用の新しいバッチツールが追加されました。このツールを使用すると、SASフォルダツリーのコンテンツオブジェクト間のリレーションシップを識別できます。

               SAS 9.4M2には、SAS管理コンソールで使用可能なメタデータ分析ツールとメタデータ修復ツールの実行に使用できる新しいバッチコマンドが追加されました。

               SAS 9.4M3には、SAS Metadata Bridgesを使用してサードパーティのLineage情報をSAS Relationship Serviceにロードできるようにする新しいバッチコマンドが追加されました。

            

         

         
            セキュリティ拡張

            
               
                  
                  SAS 9.4では、次のセキュリティ拡張が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS管理コンソールまたはAUTHLIBプロシジャを使用して、SASデータをメタデータにバインドできます。SASからメタデータバインドデータへのすべてのアクセスは、メタデータレイヤのアクセス権限に従います。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS 9.4M1では、SAS Serverをロックダウン状態にする機能を提供し、プロセスがホスト動作環境で指定リソースにのみアクセスできるようになりました。詳細については、ロックダウン状態を参照してください。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS 9.4M2では、Linuxシステム上の統合Windows認証でQuest Authentication Servicesを使用する必要はなくなりました。SASでは、サポート対象のオペレーティングシステムに同梱されるライブラリや、ほとんどのサードパーティ認証ソリューションで提供されるライブラリを活用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS 9.4M3では、次の拡張が提供されます。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          中間層の内部アカウントを監査する機能

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SAS Webアプリケーションへのリンクが許可されたサイトのホワイトリストを指定する機能

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          トランスポートレイヤセキュリティの向上

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          プロキシ認証のWindows Challenge/Response (NTLM)サポート

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS 9.4M4では、次の拡張が提供されます。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          拡張されたWebSEALの情報

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          証明書の管理

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          TLS構成での新しいデフォルト最小暗号化レベル

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SASとSASアプリケーションについての詳細な監査とレポートを参照してください。

            

         

         
            SAS Webアプリケーション用の小さいWARファイル

            
               SAS 9.4M3から、一部のSAS WebアプリケーションにJARファイルが含まれなくなりました。これにより、対応するWARファイルが小さくなります。この機能をサポートするWebアプリケーションでは、WARファイルにファイルのコピーを含めるかわりに、SASHomeディレクトリのセントラルリポジトリから共通JARファイルをロードするようになりました。この変更の結果、構成領域が小さくなっています。
               

            

         

         
            DataFlux統合

            
               SASは、2012年初め、データ品質、データ統合、データガバナンス、マスタデータ管理ソリューションから成るDataFluxスイートを完全に統合しました。SASデータ管理オファリングには、Data
                  Management StudioなどのDataFlux名を持つ製品や他のSAS製品(Base SAS、SAS/ACCESS Interfaces、SAS Metadata Serverなど)が含まれるようになりました。
               

               DataFlux製品ラインがSASオファリングに統合された際、SAS MDM やSAS Federation Serverなどの一部の製品は拡張されて名前が変更されました。他の製品はDataFlux名を維持していますが、拡張とSASへの適応は継続されています。SAS
                  Metadata Serverのサポートは、インクリメンタルにDataFlux Data Management Studioに追加されています。たとえば、DataFlux
                  Data Management Studio 2.5と2.6は、DataFlux Authentication ServerまたはSAS Metadata Serverをユーザー認証に使用できます。
               

               包括的なSAS Data Management Advanced and Standardオファリングなどの新しいSASオファリングで、SAS Enterprise
                  Data Integration Serverなどのオファリングが置き換えられます。これらのオファリングにより顧客が広範なデータ管理製品から選択でき、SAS LASR
                  Analytic ServerやSAS Visual Analytics Administration and ReportingなどのSAS製品を追加できます。
               

            

         

         
            移行と配置の変更

            
               SAS 9.4M1では、SAS Migration Utilityを使用してSAS 9.4に直接移行できないバージョンのSASオファリングを特定する機能が追加されました。移行ユーティリティ分析レポートでは、移行の準備のために更新が必要な製品を特定します。

               SAS 9.4M2では、SAS Deployment Wizardにより、ユーザーとワークロードの数に基づいてWebアプリケーションのサイズを指定できます。さらに、SAS
                  Deployment Wizardでは、新しくリリースされたドキュメントのみインストールするオプションも提供されます。
               

               
                  
                  SAS 9.4M3では、複数の機能がSAS Deployment Wizardに追加されました。

                  
                     
                        	
                           
                              ウィザードがインストールフェーズ中に中断されて再起動する場合、すでにインストールされていないSAS製品のみインストールします。

                           

                        

                        	
                           
                              ウィザードを使用すると、必須のSAS内部アカウント、メタデータベースのサーバーアカウント、SAS Web Infrastructure Data Serverアカウントのパスワードプロンプト数を削減できます。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS 9.4M3では、SAS Software Depotsの圧縮と検証のサポートも追加されました。さらに、SAS Migration Utilityも拡張され、移行パッケージ内のパスワードが表示されないように保護します。

               SAS 9.4M4では、新しい移行ユーティリティプロパティを使用すると、SAS Content ServerリポジトリのJavaヒープサイズを増やせます。このユーティリティでは、TLS構成のカスタマイズも保持されます。

            

         

         
            構成フォルダの処理

            
               SAS 9.4M4から、新しいUSERCONFIGシステムオプションを使用して、ユーザーのホームディレクトリの.sasv9.cfgおよびsasv9.cfg構成ファイルを処理するかどうかを指定できます。

            

         

         
            全般的な拡張

            
               
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS 9.4では、SAS Mobile BIを使用して、SAS Web Report Studioリレーショナルレポートの一部をモバイルデバイスで表示できます。また、デバイスのホワイトリストやブラックリストを使用することで、モバイルのアクセス許可を管理できます。

                           

                        

                        	
                           
                              2014年10月から、SAS Add-In 7.1 for Microsoft OfficeとSAS Enterprise Guide 7.1の新しい役割と機能が提供されています。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS 9.4M3とSAS Visual Analytics 7.2リリースから、Visual Analytics Hubは、Visual Analyticsの兄弟となり、SAS
                                 Application Infrastructureの直下に配置されています。ソフトウェアアーキテクチャのこの調整は、SAS管理コンソールのプラグインタブに反映されています。
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            追加情報

            
               
                  
                  詳細については、次の新機能トピックを参照してください。

                  
                     
                        	
                           
                              What’s New in Installation and Configuration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: Installation and Configuration Guide)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Migration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: Migration Guide)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Application Server Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: Application Server Administration Guide)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in System Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: System Administration Guide)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Desktop Application Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: Desktop Application Administration Guide)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Security Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: Security Administration Guide)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Middle-Tier Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: Middle-Tier Administration Guide)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Data Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: Data Administration Guide)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              What’s New in Web Application Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence Platform: Web Application Administration Guide)
                              

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Information Retrieval Studio 1.53

         
            SAS Information Retrieval Studio 1.53では、検索のためのSSLサポートが提供されます。

            詳細については、“Updates to SAS Information Retrieval Studio for SSL” (SAS Intelligence Platform: Middle-Tier Administration Guide)を参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Theme Designer for Flex

         
            SAS Theme Designer 4.7 for Flex

            
               サインイン画面からSAS Theme Designer 4.7 for Flexにアクセスできるようになりました。SAS Theme Designer 4.7 for
                  FlexにSAS Visual Analytics 7.2ホームページからアクセスする際、ホームバナーからSAS Theme Designer (クラシック)オプションを選択できます。このオプションを選択すると、SAS Theme Designer for Flexが開きます。
               

            

         

         
            SAS Theme Designer 4.2 for Flex

            
               SAS Theme Designer 4.2 for Flexでは、ユーザーインターフェイスコンポーネントペインとプロパティペインは1つのペインに統合されました。ユーザーインターフェイスコンポーネントペインには、テーマを作成/変更するためのコンポーネントがすべて含まれるようになりました。さらに、テーマのフォントスタイルをカスタマイズできるようになりました。ユーザーインターフェイスコンポーネントペインのグローバル設定オプションにフォントの設定が含まれるようになりました。
               

               テーマの名前は、テーマを保存または保存して配置するときに割り当てられるようになりました。SAS Theme Designer 4.2 for Flexでテーマが配置、配置解除、または削除される場合、使用可能なテーマのリストは、Flexテーマを使用するアプリケーションで即時に更新されます。

               詳細については、What’s New in SAS Theme Designer 4.2 for Flex (SAS Theme Designer for Flex: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Theme Designer 4.1 for Flex

            
               SAS Theme Designer 4.1 for Flexでは、SAS Corporateテーマがデフォルトテーマになりました。SAS Corporateテーマは更新され、新しいカラーパレットは濃紺色パレットベースになりました。

               SAS Visual Analytics HubからSAS Theme Designer for Flexをアクセスしてカスタムテーマを作成できます。さらに、カスタムアプリケーションテーマがSAS
                  Theme Designer for Flexで作成されるとき、レポートテーマが自動的に作成されます。これらのカスタムレポートテーマはSAS Visual Analyticsレポートで使用されます。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         13章: SAS IT Resource Management

         

         
         
         
            SAS IT Resource Management

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS IT Resource Management

         
            SAS IT Resource Management 3.8

            
               SAS IT Resource Management 3.8は、2017年2月に使用可能になり、SAS 9.4M4上で稼働します。このリリースでは、新機能によって、ソリューションでネイティブにサポートされていないMXGソフトウェアのテーブルや列をIT
                  Resource Managementのメタデータやステージングジョブに追加できます。また、このリリースでは、MXG 34.08用のMXGソフトウェアとVMware
                  6.5用のVMware vCenterアダプタ更新に基づくアダプタの更新が新たに追加されました。さらに、SAS IT Resource Management: Administrator’s Guideの付録14で説明されている、VMware vCenter用のVisual Analyticsレポートを含むパッケージが提供されています。
               

               詳細については、SAS IT Resource Managementの製品ドキュメントページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS IT Resource Management 3.7

            
               SAS IT Resource Management 3.7は、2016年2月に提供されました。このリリースでは、Amazon CloudWatchとGangliaという2つの新しいアダプタが提供されています。すべてのリリースで該当しますが、複数のアダプタの更新が行われました。

            

         

         
            SAS IT Resource Management 3.6

            
               SAS IT Resource Management 3.6は、2015年5月に提供されました。このリリースでは、SAS Environment ManagerとASG
                  TMONDB2 V5という2つの新しいアダプタが提供されています。すべてのリリースで該当しますが、複数のアダプタの更新が行われました。さらに、ITRM Report
                  Centerのコピー機能が拡張されました。
               

            

         

         
            SAS IT Resource Management 3.5

            
               SAS IT Resource Management 3.5は、2014年9月に提供されました。このリリースでは、依頼に基づき、SAS Visual AnalyticsとIn-Memory
                  SAS LASR Analytic Serverをこのソリューションに含められます。SAS中間層を使用しないSAS IT Resource Managementのインストールと構成についてのリファレンスドキュメントは、Guide to Operating SAS IT Resource Management 3.5 without a Middle Tierで利用できます。このリリースでは、バージョンの更新とサポート機能の拡張が複数のアダプタで行われました。すべてのリリースで該当しますが、複数のアダプタの更新が行われました。
               

            

         

         
            SAS IT Resource Management 3.4

            
               SAS IT Resource Management 3.4は、2013年12月に提供されました。このリリースでは、例外分析処理を使用して、ITデータマートの例外条件の定義、評価、検出、レポートを行えます。また、このリリースでは、新たにWebアプリケーションのITRM
                  Report Centerが提供され、SAS IT Resource Managementのパフォーマンスと例外レポートを表示、編成、フィルタ、共有できます。マクロを介したSAS
                  Visual Analyticsとの統合が追加されました。このマクロを使用すると、ITRMテーブルをSAS LASR Analytic Serverにロードして更新できます。既存のステージング変換にドメインカテゴリを追加する新しいウィザードが提供されました。すべてのリリースで該当しますが、複数のアダプタの更新が行われました。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         14章: SAS Risk Management

         

         
         
         
            SAS Enterprise GRC 6.1

            SAS Firmwide Risk for Solvency II

            SAS Market Risk Management for Insurance

            SAS Model Implementation Platform

            SAS Model Risk Management

            SAS OpRisk VaR 6.1

            SAS Risk and Finance Workbench

            SAS Risk Dimensions

            SAS Risk Management for Banking

            SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Enterprise GRC 6.1

         
            SAS Enterprise GRC 6.1は2014年10月に出荷されました。
               
               このリリースでは複数の新機能が追加されました。新機能には以下のものが含まれますが、これですべてではありません。

               
                  
                     	
                        
                           SAS Enterprise GRCとその依存製品をインストールするための手順が単純化されました。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Enterprise GRC 6.1は現在SAS Visual Analyticsと統合されています。ユーザーは、レポートの管理と実行のために、SAS Enterprise
                              GRCとSAS Visual Analyticsのユーザーインターフェイス間を移動できるようになりました。さらに、デフォルトで2つの新しいSAS Visual Analyticsレポートが提供されます。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           悪意のあるWebtトラフィックからサーバーを保護するために、新しいセキュリティ機能が追加されました。

                        

                     

                     	
                        
                           添付ファイルは、名前およびファイルの種類によってフィルタにかけられます。

                        

                     

                     	
                        
                           ユーザビリティおよびパフォーマンスを向上させるために、画面定義およびワークフローに更新が加えられました。

                        

                     

                     	
                        
                           複数の新しいデータローダーが追加されました。

                        

                     

                  

               

            

            詳細については、SAS Enterprise GRCのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Firmwide Risk for Solvency II

         
            SAS Firmwide Risk for Solvency IIについて

            
               SAS Firmwide Risk for Solvency IIでは、保険会社のリスク分析およびリスクベースの資本算出が実行されます。保険固有データモデルを含むデータ管理およびレポートプラットフォームでは、リスクベースの資本を計算するためのソルベンシーII標準モデルアプローチを実装できます。このソリューションは、他の規制制度をサポートするための拡張可能なリスク分析フレームワークを基盤としています。また、リスク分析のための内部モデルアプローチをサポートし、保険会社に追加のビジネス利益を提供します。SAS
                  Firmwide Risk for Solvency IIは、すべての保険会社のリスク分析およびリスクベースの資本算出を実行するように設計されています。ソロエンティティおよび保険グループレベルでのソルベンシーIIコンプライアンスの標準モデルアプローチがサポートされています。
               

               SAS Firmwide Risk for Solvency IIでは、次のタスクも実行されます。 
                  
                  
                     
                        	
                           
                              ストレステストとシナリオ分析

                           

                        

                        	
                           
                              リスクマージンの計算

                           

                        

                        	
                           
                              リスク資本負担の集計

                           

                        

                        	
                           
                              ソルベンシー資本要件(SCR)と最低資本要件(MCR)の計算

                           

                        

                        	
                           
                              規制および内部リスクレポート

                           

                        

                     

                  

               

               SAS Firmwide Risk for Solvency IIの現在のリリースは3.2です。

            

         

         
            SAS Firmwide for Solvency IIコンテンツリリース

            
               SAS Firmwide Risk for Solvency IIソリューションは、SAS Infrastructure for Risk Managementプラットフォーム上で実行されるコンテンツリリースとして提供されます。SAS Infrastructure for Risk Managementに基づくソリューションは、同じアーキテクチャとレイアウトを共有しています。ソリューション間の違いは、ソリューションのコンテンツリリースで提供される計算コンテンツです。SAS
                  Infrastructure for Risk Managementをインストールした後、SAS Firmwide Risk for Solvency IIコンテンツリリースを個別にダウンロードしてインストールし、インストールを完了する必要があります。
               

               最新のSAS Firmwide for Solvency IIコンテンツリリースの新機能および拡張機能の詳細については、SAS Firmwide Risk for Solvency II製品ページを参照してください。
               

               注: SAS Firmwide Risk for Solvency IIのドキュメントは、本製品のライセンスを取得した顧客のみ使用可能です。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Market Risk Management for Insurance

         
            SAS Market Risk Management for Insuranceについて

            
               SAS Market Risk Management for Insuranceにより、保険会社は柔軟で構成可能なハイパフォーマンス環境で資産評価、ポートフォリオ配分およびリスク管理分析を実行できます。データの統合、管理および分析、複数のモデルの実行、ならびに市場ポートフォリオの基になるリスクの定量化が可能です。

               SAS Market Risk Management for Insuranceは、ITマネージャが企業のリスクデータ管理プロセスを管理したり、リスクアナリストがリスクエクスポージャを定量化してシミュレーションとwhat-if分析を実行したり、上級管理者がリスクレベルをモニタしてリスクベースの戦略的な経営意思決定を下したりできるように設計されています。

               このソリューションでは、次の機能が提供されます。 
                  
                  
                     
                        	
                           
                              柔軟なリスク分析フレームワーク

                           

                        

                        	
                           
                              リスクデータ管理およびガバナンス

                           

                        

                        	
                           
                              リスク評価とモニタリングをマークする

                           

                        

                        	
                           
                              金融商品モデリング

                           

                        

                        	
                           
                              ストレステストとwhat-if分析

                           

                        

                        	
                           
                              ビジュアル化とレポート

                           

                        

                        	
                           
                              ハイパフォーマンス機能

                           

                        

                     

                  

               

               SAS Market Risk Management for Insuranceの現在のリリースは7.2です。

            

         

         
            SAS Market Risk Management for Insuranceコンテンツリリース

            
               SAS Market Risk Management for Insuranceソリューションは、SAS Infrastructure for Risk Managementプラットフォーム上で実行されるコンテンツリリースとして提供されます。SAS Infrastructure for Risk Managementに基づくソリューションは、同じアーキテクチャとレイアウトを共有しています。ソリューション間の違いは、ソリューションのコンテンツリリースで提供される計算コンテンツです。SAS
                  Infrastructure for Risk Managementをインストールした後、SAS Market Risk Management for Insuranceコンテンツリリースを個別にダウンロードしてインストールし、インストールを完了する必要があります。
               

               最新のSAS Market Risk Management for Insuranceコンテンツリリースの新機能および拡張機能の詳細については、SAS Market Risk Management for Insurance製品ページを参照してください。
               

               注: SAS Market Risk Management for Insuranceのドキュメントは、本製品のライセンスを取得した顧客のみ使用可能です。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Model Implementation Platform

         
            SAS Model Implementation Platformについて

            
               SAS Model Implementation Platformにより、規制基準を満たすために必要とされる信用モデリングシステムの種類を金融機関が作成できます。

               SAS Model Implementation Platformでは、次の処理が可能です。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              シナリオまたは確率的経済シミュレーションを使用して、ストレステスト、予想信用損失の計算、ローン評価などのモデル実装アクティビティを実行します。

                           

                        

                        	
                           
                              組み込みモデル実装ロジックを使用して、信用リスクモデルの複雑かつ計算量の多いシステムを効率的に実装します。

                           

                        

                        	
                           
                              モデルを管理された集中リポジトリに保存して、透過性を高め、監査機能とモデルガバナンスを向上させ、モデルを手動でトラッキングする必要性を排除します。

                           

                        

                        	
                           
                              任意の集計レベルで分析結果を対話的に探索します。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Model Implementation Platformのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Model Implementation Platform 2.4

            
               SAS Model Implementation Platform 2.4は、2017年6月に出荷されました。このリリースはSAS 9.4M4上で稼働します。

               このリリースで実行できる新しいアクションの一部を次に示します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              モデルの結果に対するポートフォリオまたは経済入力の摂動の影響を探索します。

                           

                        

                        	
                           
                              モデルグループのユーザー定義ロジックとモデルメソッドを暗号化します。

                           

                        

                        	
                           
                              計算メソッド、計算ロールアップメソッド、関数パッケージ、リスクデータオブジェクトを分析実行に追加します。

                           

                        

                        	
                           
                              動的モデルオーバーライドが提供されます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいモデルフォームのtransitionMatrix、customおよびcodeを使用します。

                           

                        

                        	
                           
                              すべての成果物を削除できない場合でも、進行中の実行をキャンセルし、実行を強制的に削除します。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Model Implementation Platform 2.3

            
               SAS Model Implementation Platform 2.3は、2016年11月に出荷されました。このリリースはSAS 9.4M4上で稼働します。

               このリリースで実行できる新しいアクションの一部を次に示します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              ポートフォリオ分析オブジェクトのコレクション(実行ロジック)を、単一のバージョン付きシステムとして一緒にパブリッシュします。

                           

                        

                        	
                           
                              モデルやモデリングシステムに正式な承認プロセスを実装します。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいモデルフォームのpdCurvesおよびemModelを使用します。

                           

                        

                        	
                           
                              Windows環境でワークグループを使用します。

                           

                        

                        	
                           
                              複数の分析実行を同時に削除します。

                           

                        

                        	
                           
                              モデルグループ内のモデルを置き換えます。

                           

                        

                        	
                           
                              ユーザー定義ロジックのテンプレートを作成および管理します。

                           

                        

                        	
                           
                              分析実行のためにSAS Risk Dimensions環境をカスタマイズします。

                           

                        

                        	
                           
                              ポートフォリオデータセットのエクスポージャを相殺します。

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Model Risk Management

         
            SAS Model Risk Managementについて

            
               SAS Model Risk ManagementはSAS 9.4M2上で稼働します。ユーザーフレンドリなWebベースのアプリケーションであり、統計モデル関連の情報の記録とライフサイクル管理を容易にします。この情報を使用して、ガバナンスを始めとする、モデルリスク管理をすべての側面を実施します。特に、SAS
                  Model Risk Managementは、組織の複数の部門から得られるモデルの入力、収集、転送、保存、トラッキング、レポートを容易にします。また、SAS Workflow
                  EngineやSAS Visual Analyticsなどの他のSAS製品と統合もされています.
               

               
                  
                  SAS Model Risk Managementを使用すると、次の操作を実行できます。

                  
                     
                        	
                           
                              モデルライフサイクルでのモデルインベントリの作成、更新、トラッキング

                           

                        

                        	
                           
                              フルスコープの検証や他の種類のレビューなどの、モデルレビューの実施

                           

                        

                        	
                           
                              モデル候補の評価の実行

                           

                        

                        	
                           
                              調査結果(有効なチャレンジ)の作成とトラッキング、アクションプランの開発

                           

                        

                        	
                           
                              モデルライフサイクルのすべての側面に関係する変更管理の実施

                           

                        

                        	
                           
                              モデルの使用トラッキングの実施

                           

                        

                        	
                           
                              モデルリスク評価の測定、管理、モニタ

                           

                        

                        	
                           
                              モデルの廃止

                           

                        

                        	
                           
                              "インシステム"アドホック通信の開始と管理

                           

                        

                        	
                           
                              ドキュメントとワークフローの管理

                           

                        

                        	
                           
                              モデルガバナンスポリシーの作成と管理

                           

                        

                        	
                           
                              ソリューションで提供されるすべての機能の拡張

                           

                        

                        	
                           
                              インタラクティブダッシュボードからのモデルの集計ビューへのアクセス

                           

                        

                        	
                           
                              入力データと収集データに基づくレポートの生成

                           

                        

                     

                  

               

               これらのアクティビティは、システム内の他のアクティビティに結び付けられます。このため、SAS Model Risk Managementは、モデル情報の収集、管理、保存し、同時にモデルライフサイクル中のすべての変更、通信、インタラクションをすべて記録するフレームワークを提供します。

               また、SAS Model Risk Managementでは、ユーザーインターフェイスの広範なカスタマイズ、新しいフィールド、リンク、ユーザーインターフェイス要素の追加、ウィンドウとラベルの名前変更、新しい画面の追加などもできます。

            

         

         
            SAS Model Risk Management 7.2

            
               SAS Model Risk Management 7.2は、2016年11月に出荷されました。このリリースはSAS 9.4M4上で稼働します。
                  
                  ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              モデル関連情報の保存と分類のためにモデルメタデータをSAS Model Implementation Platformと統合する機能

                           

                        

                        	
                           
                              モデルをSAS Model Implementation Platformにインポートして使用するためにエクスポートする機能

                           

                        

                        	
                           
                              すべてのビジネスオブジェクトにわたって検索を行う機能など、検索機能の大幅な改善

                           

                        

                        	
                           
                              フィールドのリッチテキスト書式設定のサポート(例: コメントフィールド)。

                           

                        

                        	
                           
                              新しい関数およびコンポーネントをプログラミングするための組み込みGroovyエディタ

                           

                        

                        	
                           
                              電子メール通知テンプレートの更新

                           

                        

                        	
                           
                              多数のカスタムフィールドやリンクが含まれているビジネスオブジェクトのパフォーマンスの向上

                           

                        

                        	
                           
                              モデルを選択して、そのモデルの添付ファイルをユーザーのPCにダウンロードする機能

                           

                        

                        	
                           
                              画面定義の更新

                           

                        

                        	
                           
                              レポートの改善

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Model Risk Managementのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Model Risk Management 7.1

            
               SAS Model Risk Management 7.1は、2016年7月に出荷されました。このリリースはSAS 9.4M3上で稼働します。ここでは、このリリースの新機能と改善の一部を説明します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              完全に再設計されてナビゲーションとユーザビリティが向上したユーザーインターフェイス

                           

                        

                        	
                           
                              次の機能を含む大幅なコンテンツ更新

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          モデルリスク評価機能の追加

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          インベントリ証明機能の追加

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          データソース機能の追加

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          モデルインベントリ、モデルレビュー、結果、アクションプラン機能のオーバーホール

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              一連の新しいレポートとMicrosoft Officeとの統合を含む、大幅なレポートの改善

                           

                        

                        	
                           
                              ビジネスオブジェクトのデフォルトのインテリジェントプロビジョニング

                           

                        

                        	
                           
                              最大25のカスタムビジネスオブジェクトのサポート

                           

                        

                        	
                           
                              移行のために改善されたオートメーションとサポート

                           

                        

                        	
                           
                              モデル間の関係(アップストリーム/ダウンストリーム、親/子、前のバージョンなど)をサポートするための豊富かつ広範なオプションセット

                           

                        

                        	
                           
                              検索機能の改善

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS OpRisk VaR 6.1

         
            SAS OpRisk VaR 6.1では、ユーザーインターフェイスではなくWebサービスを使用して、増分データロード、増分VaR計算、およびレポートを実行できます。このリリースの新しいレポートとして、FFIEC
               – Schedule 5やCOREP – Operational Riskなどがあります。
            

            ここでは、このリリースの拡張分析を示します。
               
               
                  
                     	
                        
                           巨額損失が1つ追加される場合のVaRへの影響を計算する機能

                        

                     

                     	
                        
                           2つの対数正規分布を組み合わせ、損失の重要度をモデル化する機能

                        

                     

                  

               

            

            SAS OpRisk VaR 6.1M2は、2015年5月に出荷され、SAS 9.4M3上で稼働します。ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
               
               
                  
                     	
                        
                           カスタムスケーリングを使用して、内部データに独自のスケールファクタを定義できます。

                        

                     

                     	
                        
                           VaRに単一の損失による近似を使用することで、VaRへの各種モデリング選択の影響をすばやく学習できます。

                        

                     

                     	
                        
                           追加された依存構造オプションにより、依存構造をシミュレーションに指定する際の柔軟性が強化されました。

                        

                     

                  

               

            

            詳細については、SAS OpRisk VaRのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Risk and Finance Workbench

         
            SAS Risk and Finance Workbenchについて

            
               SAS Risk and Finance Workbenchは、分類、測定、およびレポートアクティビティを含む規制リスクと財務プロジェクトのための効率的で協調的な環境を提供します。次の規制および標準が、該当するプロジェクトの一般的なテーマになります。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              IFRS第9号金融商品(IFRS 9)

                           

                        

                        	
                           
                              現在予想引用損失(CECL)モデル

                           

                        

                        	
                           
                              ドッド・フランク法ストレステスト(DFAST)

                           

                        

                        	
                           
                              包括的資本分析およびレビュー(CCAR)

                           

                        

                        	
                           
                              EU全体のストレステストおよび監督報告(FINREPおよびCOREP)

                           

                        

                     

                  

               

            

         

         
            SAS Risk and Finance Workbench 2.3

            
               SAS Risk and Finance Workbench 2.3は、2016年11月に出荷されました。このリリースはSAS 9.4M4上で稼働します。次のリストには、新機能と拡張の一部が記載されています。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              ワークグループを使用したオブジェクトのセキュリティ

                           

                        

                        	
                           
                              集約データ値の詳細データへの配分

                           

                        

                        	
                           
                              集約データのドリルダウンサポート

                           

                        

                        	
                           
                              タスクアクションからのSASスクリプトの起動機能

                           

                        

                        	
                           
                              バージョン管理サポート

                           

                        

                        	
                           
                              プロジェクトのロック機能

                           

                        

                        	
                           
                              拡張されたログ情報

                           

                        

                        	
                           
                              プロジェクトのワークシートテンプレートの選択

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Risk and Finance Workbench APIの強化

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、SAS Risk and Finance Workbenchのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Risk Dimensions

         
            SAS Risk Dimensions 6.1、6.2、6.3、6.4、6.5、6.6、6.7、6.8は、SAS 9.4上で稼働します。ここでは、このリリースの重要分をいくつか説明します。
               
               
                  
                     	
                        
                           SAS Risk Dimensions 6.1には、SAS High-Performance Risk 3.1とSAS Risk Management for Banking
                              3.2をサポートするためのインフラストラクチャの変更が含まれています。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Risk Dimensions 6.5には、SAS High-Performance Risk 3.5とSAS Model Implementation Platform
                              2.1をサポートするためのインフラストラクチャの変更が含まれています。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Risk Dimensions 6.6はSAS 9.4M3上で稼働します。これには、SAS High-Performance Risk 3.6とSAS Risk
                              Management for Banking 3.4をサポートするための変更が含まれています。
                           

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Risk Dimensions 6.7はSAS 9.4M4上で稼働します。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Risk Dimension 6.8は、2017年6月に出荷され、SAS 9.4M4上で稼働します。SAS Risk Dimensionsでは、デルタ、ガンマ、およびベースケース値に対して事前に計算された値を、感度解析またはデルタノーマル分析に適用する方法が提供されます。これらの値を感度データセットで指定し、それらをSAS
                              Risk DimensionsのMARKETDATAステートメントで使用するために登録します。
                           

                        

                     

                  

               

            

            最新リリースはSAS Risk Dimensions 6.8.です。詳細については、SAS Risk Dimensionsのソフトウェア製品ページを参照してください。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Risk Management for Banking

         
            SAS Risk Management for Banking 3.4

            
               SAS Risk Management for Banking 3.4は、2016年7月に出荷されました。このリリースでは、欧州銀行監督機構(EBA)の規制対応レポート体制でタクソノミー2.4.1.1がサポートされています。

               詳細については、SAS Risk Management for Bankingのソフトウェア製品ページを参照してください。
               

            

         

         
            SAS Risk Management for Banking 3.3

            
               SAS Risk Management for Banking 3.3は、銀行が評価、モニタ、最適化、金融リスクの規制レポートの作成を行う機能を拡張します。SAS
                  Risk Management for Banking内の各種分析は、SAS Risk Dimensionsに加えてSAS High-Performance Riskでも実行されます。分散環境のSAS
                  High-Performance Risk上で大規模なポートフォリオの計算を実行することは、かなりのパフォーマンスの利点があります。SAS High-Performance
                  Riskのマルチスレッド機能によっても、ソロモードであってもパフォーマンスが拡張されることになります。
               

               新しいモンテカルロシミュレーション法が複数の分析タスクに提供されています。

               規制のLCR (Liquidity Coverage Ratio)とNSFR (Net Stable Funding Ratio)の計算が、Contingent cash
                  flowの分類領域と担保計算で拡張されました。担保管理ツールを使用して、次のタスクを実行できます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              担保ショートフォールの推定

                           

                        

                        	
                           
                              担保資産の格下げの影響の予測

                           

                        

                        	
                           
                              銀行の格下げの影響の予測

                           

                        

                        	
                           
                              デリバティブボラティリティの影響の予測

                           

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance

         
            SAS Underwriting Risk Management for P&C Insuranceについて

            
               SAS Underwriting Risk Management for P&C Insuranceにより、保険会社は、単一の柔軟なハイパフォーマンス分析環境内で損失推定、積み立て、およびリスク管理分析を実行できます。アナリストは、保険統計と金融の手法を融合させ、内部モデルアプローチを使用して損害保険負債を評価できます。

               SAS Underwriting Risk Management for P&C Insuranceは、保険統計および投資アナリスト、リスクアナリストおよびマネージャ、損害保険会社のITマネージャおよび上級管理職が使用するように設計されています。

               このソリューションでは、次の機能が提供されます。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              統合データ管理

                           

                        

                        	
                           
                              事故年度ベースと引受年度ベースの両方で損害保険を評価するための保険統計と金融の手法の融合

                           

                        

                        	
                           
                              柔軟なリスク分析およびレポートのフレームワーク

                           

                        

                        	
                           
                              ハイパフォーマンス機能

                           

                        

                     

                  

               

               SAS Underwriting Risk Management for P&C Insuranceの現在のリリースは3.2です。

            

         

         
            SAS Underwriting Risk Management for P&C Insuranceコンテンツリリース

            
               SAS Underwriting Risk Management for P&C Insuranceソリューションは、SAS Infrastructure for
                  Risk Managementプラットフォーム上で実行されるコンテンツリリースとして提供されます。SAS Infrastructure for Risk Managementに基づくソリューションは、同じアーキテクチャとレイアウトを共有しています。ソリューション間の違いは、ソリューションのコンテンツリリースで提供される計算コンテンツです。SAS
                  Infrastructure for Risk Managementをインストールした後、SAS Underwriting Risk Management for
                  P&C Insuranceコンテンツリリースを個別にダウンロードしてインストールし、インストールを完了する必要があります。
               

               最新のSAS Underwriting Risk Management for P&C Insuranceコンテンツリリースの新機能および拡張機能の詳細については、SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance製品ページを参照してください。
               

               注: SAS Underwriting Risk Management for P&C Insuranceのドキュメントは、本製品のライセンスを取得した顧客のみ使用可能です。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         15章: SAS Visual Analytics

         

         
         
         
            SAS Visual Analytics

            SAS Visual Statistics

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Visual Analytics

         
            SAS Visual Analyticsについて

            
               SAS Visual Analyticsは、Webベースの製品です。SAS High-Performance Analyticsテクノロジを使用して、パターンやトレンドを検出するために大容量のデータを短時間で探索します。

            

         

         
            SAS Visual Analytics 7.4

            
               SAS Visual Analytics 7.4は、2017年4月に出荷され、SAS 9.4M4をサポートしています。
                  
                  ここでは、このリリースの全般的な拡張の一部を説明します。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Visual Analytics Designer (デザイナ)には、動的テキスト、計算の改善、およびプロンプトフィルタコントロール、パラメータ、レポートリンク、セクションリンクの拡張機能があります。

                           

                        

                        	
                           
                              モダンSAS Visual Analytics Viewer (ビューア)には、クラシックビューアのほとんどの機能が含まれているので、多くのユーザーがモダンビューアに切り替えられます。

                           

                        

                        	
                           
                              印刷機能を強化することで、リスト表のPDFに改ページを設定し、フィルタコントロールのフィルタコンテキストを表示できます。もう1つの新機能により、レポートのすべてのページに同じフッターを印刷できます。たとえば、会社のすべてのレポートの各ページに同じリーガルステートメントを入れられます。カスタマイズされたフッターは、デザイナを使用して配信されるレポートにも表示されます。(この機能は、SAS管理者がSAS管理コンソールを使用して有効にする必要があります。)詳細については、SAS Visual Analytics: Administration Guideを参照してください。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              今後はTeradataからのデータのインポートにユーザー名とパスワードは必要ありません。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 7.4 (SAS Visual Analytics 7.4: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Visual Analytics 7.3

            
               
                  
                  SAS Visual Analytics 7.3は、2015年8月に出荷され、SAS 9.4M3をサポートしています。SAS Visual Analytics 7.3には、次の更新が含まれています。

                  
                     
                        	
                           
                              サンプルテーブル、サンプルレポート、およびサンプル探索(SAS Visual Analytics Explorerがある場合)が使用可能です。サンプルがインストールされている場合は、SAS
                                 Home (ホームページ)からアクセスできます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              Pivotal HAWQデータベースからデータをインポートできるようになりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analytics Designerには、PDFへの出力に使用可能なクリップコンテンツを展開するオプションが新しく追加されています。このオプションを使用すると、レポートセクションのレイアウトで部分的にのみ使用可能なコンテンツを含む、テーブル、クロス集計表、ゲージ、コンテナのコンテンツ全体を出力できます。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analytics Viewerには、デフォルトで、モダンと呼ばれる新しい表示形式が設定されています。プリファレンスを使用すると、ビューアのデフォルト表示にモダンまたはクラシックを指定できます。モダン表示には、レポートの更新設定が含まれており、これを使用して更新確認間の待機分数を指定できます。
                              

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 7.3 (SAS Visual Analytics 7.3: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Visual Analytics 7.2

            
               
                  
                  SAS Visual Analytics 7.2は、2015年5月に出荷され、SAS 9.4M2をサポートしています。SAS Visual Analytics 7.2では、次を始めとする多くの更新が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              SAS Visual Statisticsがビジュアル的および機能的にSAS Visual Analytics Explorerと統合されました。SAS Visual
                                 Statisticsでは、新たに、予測モデルの予測値を派生できる機能が提供されます。(SAS Visual Statisticsは、引き続き、個別にライセンスされる製品です。)
                              

                           

                        

                        	
                           
                              ディシジョンツリービジュアルに、ツリーのノードのつららプロットが含まれます。

                           

                        

                        	
                           
                              Google Analytics、Facebook、MapRからデータをインポートできます。1つのスプレッドシートまたは区切りテキストファイルを含むZIPファイルをインポートできます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいレポートテーマのSAS Snowは、レポートのクリーンで整理されたデフォルトの表示を提供します。

                           

                        

                        	
                           
                              PDFにレポートを出力する際に新しいオプションを使用できます(ページ番号の追加など)。

                           

                        

                        	
                           
                              レポートをメールで送信する際に、レポートのPDFを添付できます。

                           

                        

                        	
                           
                              計算データアイテムとグループ化されたカテゴリデータアイテムを地理データアイテムに変更し、ジオマップに使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              デザイナやビューアのレポートにリンクしたURLにパラメータと値のペアを挿入できます。たとえば、次のようになります。http://abc.com/SASVisualAnalyticsViewer/...&Origin=Europe&Cost=3


                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 7.2 (SAS Visual Analytics 7.2: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Visual Analytics 7.1

            
               
                  
                  SAS Visual Analytics 7.1は、2014年10月に出荷され、SAS 9.4M2をサポートしています。SAS Visual Analytics 7.1では、次を始めとする多くの更新が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              Pivotal HDとCloudera Impalaからのデータのインポートがサポートされます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいサンキーダイアグラムビジュアルを使用してパス分析を行えます。パス分析は、一連のパスとして、イベント(値)間のデータのフローを表示します。

                           

                        

                        	
                           
                              ゴール探索を使用して、予測メジャーのターゲット値を指定して、ターゲット値の達成に必要な要因の値を設定できます。

                           

                        

                        	
                           
                              ワードクラウドビジュアルのテキスト分析により、ドキュメントコレクションのセンチメントを分析できます。また、選択した特定のドキュメントを新しいビジュアルとして探索することもできます。

                           

                        

                        	
                           
                              レポートコントロールのパラメータがサポートされ、計算、フィルタ、ランク、表示ルールに使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいPDF出力オプションがレポートに使用できます。カテゴリデータアイテム、カテゴリである計算アイテム、カスタムカテゴリをカスタム並べ替えに使用できます。スケジュールに基づき、他のユーザーにレポートを配信できます。レポートデザイナはレポートの一部であるラベル、ツールチップ、他の説明テキストをローカライズ(または翻訳)できます。

                           

                        

                        	
                           
                              事前定義されたレポートから、サイトでのSAS Visual Analyticsの使用を洞察できます。監査の有効化後にレポートは生成され、管理者のみに表示されます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 7.1 (SAS Visual Analytics 7.1: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Visual Analytics 6.4

            
               
                  
                  SAS Visual Analytics 6.4は、2014年3月に出荷され、SAS 9.4M1をサポートしています。SAS Visual Analytics 6.4では、次を始めとする多くの更新が行われました。

                  
                     
                        	
                           
                              次のサードパーティベンダデータベースサーバーからデータをインポートできるようになりました。

                              
                                 
                                    	
                                       
                                          Aster

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          BigInsights

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Cloudera

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          DB2

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Greenplum

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Hortonworks

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          MySQL

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Netezza

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          ODBC

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Oracle

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          PostgreSQL

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Salesforce

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SAP HANA

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          SQL Server

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Teradata

                                       

                                    

                                    	
                                       
                                          Vertica

                                       

                                    

                                 

                              

                           

                        

                        	
                           
                              大規模並列処理データベースからのデータのインポートが拡張されました。

                           

                        

                        	
                           
                              ビジュアルの操作ユーザビリティが向上しています。

                           

                        

                        	
                           
                              レポートのデザインユーザビリティが向上しています。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 6.4 (SAS Visual Analytics 6.4: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Visual Analytics 6.3

            
               
                  
                  SAS Visual Analytics 6.3は、2013年12月に出荷され、SAS 9.4M1をサポートしています。SAS Visual Analytics 6.3には、次を始めとする多くの新機能が実装されました。

                  
                     
                        	
                           
                              単純化されたセルフサービス機能により、データの探索中であってもレポートの設計中であっても、迅速かつ簡単に独自のデータをロードできます。

                           

                        

                        	
                           
                              データの探索時やレポートの設計時に、ESRIマッピングテクノロジを使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              ネットワークダイアグラムにより、チャート上のノードを含む要素間や、ジオマップ内の関係と貢献を参照できます。

                           

                        

                        	
                           
                              式に基づくアラートが、メトリクスが指定値に達するとレポートサブスクライバに通知します。

                           

                        

                        	
                           
                              レポートのカスタムグラフテンプレートを作成できます。

                           

                        

                        	
                           
                              ログインIDやパスワードが不要なゲストアクセスを、探索、レポート、ダッシュボードの表示に使用できます。

                           

                        

                        	
                           
                              新しいテキスト分析機能により、Twitterストリームや"お客様コメント"などのテキストフィールドでの最頻出語やトピックを把握できます。

                           

                        

                     

                  

               

               SAS Office Analyticsとの統合により、SAS Visual AnalyticsのコンテンツをMicrosoft Excel、PowerPoint、Word、Outlook、SharePointに表示できます。

               詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 6.3 (SAS Visual Analytics 6.3: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

         
            SAS Visual Analytics 6.2

            
               ここでは、SAS Visual Analytics 6.2での更新の一部を説明します。
                  
                  
                     
                        	
                           
                              SAS Visual Analyticsのホームページでは、テーブルを表示するようになりました。検索が拡張され、レポート、探索、Stored Process以外に、登録された種類のSASアイテムも対象となりました。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Data Builderは、SAS LASR Analytic Serverの入力テーブルをサポートするようになりました。Greenplum
                                 Data Computing Applianceによるパフォーマンスの向上が実現しました。
                              

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analytics Explorerでは、要因とシナリオ分析をサポートするように予測が拡張されました。集計メジャーの作成や、ディシジョンツリー分析の実行ができるようになりました。また、集計値の最大/最小値に基づいてデータをランク付けすることもできます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analytics Designerの機能が拡張され、テーブルとグラフの新しい集計計算アイテムの作成、集計値の最大/最小値に基づいたデータへのフィルタ適用とランク付け、レポートのテーマの変更ができるようになりました。ターゲットレポート内の特定のセクションへのリンクを追加したり、レポートオブジェクト、テキストまたはイメージから別のレポートへのリンクを追加したりできます。レポートでの5つを超えるゲージをグループ化できます。

                           

                        

                        	
                           
                              SAS Visual Analytics Administratorを使用して、アクセス権限の条件を対話型エディタで定義できます。ブラックリストまたはホワイトリストを使用して、モバイルデバイスを管理できます。テーブルを登録できます。

                           

                        

                     

                  

               

               詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 6.2 (SAS Visual Analytics 6.2: User’s Guide)を参照してください。
               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         SAS Visual Statistics

         
            SAS Visual Statisticsは、SAS LASR Analytic ServerのIn-Memory機能を使用して、使用が簡単なWebベースのインターフェイスから強力な統計モデルの作成と比較を行います。SAS
               Visual StatisticsはSAS Visual Analyticsで検出されたパターンに基づきモデルを作成、テスト、比較することで、SAS Visual
               Analyticsの機能を拡張します。SAS Visual Statisticsではモデルのスコアコードをエクスポートして、モデルを新しいデータに適用できます。
            

            SAS Visual StatisticsはSAS Visual Analyticsに統合され、2つのソリューション間のシームレスな移行が実現されています。SAS
               Visual Statistics 7.2以降のドキュメントはSAS Visual Analytics.のドキュメントに含まれています。
            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         付録1: ドキュメントの拡充

         

         
         
         
            概要

            2017年6月(SAS 9.4, Rev. 940_17w25)

            2017年5月(SAS 9.4, Rev. 940_17w21)

            2017年4月(SAS 9.4, Rev. 940_17w16)

            2017年2月(SAS 9.4, Rev. 940_17w08)

            2016年11月(SAS 9.4, Rev. 940_16w48)

            2016年8月(SAS 9.4, Rev. 940_16w33)

            2016年7月(SAS 9.4, Rev. 940_16w30)

            2016年4月(SAS 9.4, Rev. 940_16w17)

            2016年2月(SAS 9.4, Rev. 940_16w08)

            2016年1月(SAS 9.4, Rev. 940_16w04)

            2015年11月(SAS 9.4, Rev. 940_15w47)

            2015年10月(SAS 9.4, Rev. 940_15w42)

            2015年8月(SAS 9.4, Rev. 940_15w33)

            2015年7月(SAS 9.4, Rev. 940_15w31)

            2015年7月(SAS 9.4, Rev. 940_15w29)

            2015年5月(SAS 9.4, Rev. 940_15w20)

            2015年4月(SAS 9.4, Rev. 940_15w16)

            2015年3月(SAS 9.4, Rev. 940_15w12)

            2015年2月(SAS 9.4, Rev. 940_15w08)

            2015年1月(SAS 9.4, Rev. 940_15w04)

            2014年11月(SAS 9.4, Rev. 940_14w47)

            2014年10月(SAS 9.4, Rev. 940_14w41)

            2014年9月(SAS 9.4, Rev. 940_14w36)

            2014年8月(SAS 9.4, Rev. 940_14w32)

            2014年6月(SAS 9.4, Rev. 940_14w23)

            2014年5月(SAS 9.4, Rev. 940_14w19)

            2014年4月(SAS 9.4, Rev. 940_14w14)

            2014年3月(SAS 9.4, Rev. 940_14w11)

            2013年12月(SAS 9.4, Rev. 940_13w51)

            2013年11月(SAS 9.4, Rev. 940_13w45)

            2013年10月(SAS 9.4, Rev. 940_13w40)

            2013年9月(SAS 9.4, Rev. 940_13w36)

            2013年7月(SAS 9.4, Rev. 940_13w30)

         

         
      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         概要

         
            新機能ドキュメントは累積方式であり、SAS製品が更新されるたびに更新されます。次のトピックを使用して、2013年7月に出荷されたSAS 9.4の初回リリース以降の変更を確認できます。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2017年6月(SAS 9.4, Rev. 940_17w25)

         
            次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
               
               
                  
                     	
                        
                           SAS High-Performance Risk 3.8。詳細については、SAS High-Performance Riskを参照してください。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Model Implementation Platform 2.4。詳細については、SAS Model Implementation Platformを参照してください。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Risk Dimensions 6.8。詳細については、SAS Risk Dimensionsを参照してください。

                        

                     

                  

               

            

            DataFlux Data Management Studio 2.7では、データストレージとDataFluxリポジトリ用の追加データベースがサポートされています。詳細については、DataFlux Data Management Studio 2.7を参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2017年5月(SAS 9.4, Rev. 940_17w21)

         
            SAS Event Stream Processing 4.3が出荷されました。詳細については、SAS Event Stream Processing 4.3を参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2017年4月(SAS 9.4, Rev. 940_17w16)

         
            次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
               
               
                  
                     	
                        SAS Add-In 7.14 for Microsoft Office

                     

                     	
                        SAS Business Data Network 3.2

                     

                     	
                        SAS Data Remediation 2.3

                     

                     	
                        SAS Lineage 3.2

                     

                     	
                        SAS MDM 4.3

                     

                     	
                        SAS Visual Analytics 7.4

                     

                  

               

            

            
               
               次の製品は、メンテナンスリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        SAS Energy Forecasting 3.2M1

                     

                     	
                        
                           SAS Job Monitor 2.2M1。詳細については、SAS Job Monitor 2.2を参照してください。

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2017年2月(SAS 9.4, Rev. 940_17w08)

         
            SAS IT Resource Management 3.8が出荷されました。詳細については、SAS IT Resource Management 3.8を参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2016年11月(SAS 9.4, Rev. 940_16w48)

         
            次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
               
               
                  
                     	
                        SAS Add-In 7.13 for Microsoft Office

                     

                     	
                        SAS Business Rules Manager 3.2

                     

                     	
                        SAS Contextual Analysis 14.2

                     

                     	
                        SAS Data Loader 3.1

                     

                     	
                        SAS Data Integration Studio 4.902

                     

                     	
                        SAS Decision Manager 3.2

                     

                     	
                        SAS Enterprise Guide 7.13

                     

                     	
                        SAS Enterprise Miner 14.2

                     

                     	
                        SAS/ETS 14.2

                     

                     	
                        SAS Factory Miner 14.2

                     

                     	
                        SAS High-Performance Risk 3.7

                     

                     	
                        SAS/IML 14.2

                     

                     	
                        SAS Model Manager 14.2

                     

                     	
                        SAS Model Risk Management 7.2

                     

                     	
                        SAS/OR 14.2

                     

                     	
                        SAS/QC 14.2

                     

                     	
                        SAS Risk and Finance Workbench

                     

                     	
                        
                           SAS Risk Dimensions 6.7。詳細については、SAS Risk Dimensionsを参照してください。

                        

                     

                     	
                        SAS/STAT 14.2

                     

                     	
                        SAS Studio 3.6

                     

                     	
                        SAS Text Miner 14.2

                     

                  

               

            

            次の製品は、SAS 9.4M4の一部として出荷されました。
               
               
                  
                     	
                        Base SAS 9.4

                     

                     	
                        SAS/ACCESS

                     

                     	
                        SAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradata

                     

                     	
                        SAS 9.4 Data Quality Server

                     

                     	
                        SAS/GRAPH 9.4

                     

                     	
                        SAS 9.4 Intelligence Platform

                     

                     	
                        SAS 9.4 OLAP Server

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2016年8月(SAS 9.4, Rev. 940_16w33)

         
            SAS Event Stream Processing 4.1が出荷されました。詳細については、SAS Event Stream Processing 4.1を参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2016年7月(SAS 9.4, Rev. 940_16w30)

         
            次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
               
               
                  
                     	
                        SAS Anti-Money Laundering 7.1

                     

                     	
                        SAS Model Risk Management 7.1

                     

                     	
                        SAS Risk Management for Banking 3.4

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2016年4月(SAS 9.4, Rev. 940_16w17)

         
            SAS/ACCESS 9.4 for Amazon Redshiftは、このリリースの新機能です。詳細については、SAS/ACCESS 9.4 to Amazon Redshiftを参照してください。

            次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
               
               
                  
                     	
                        SAS High-Performance Risk 3.6

                     

                     	
                        SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 27

                     

                     	
                        
                           SAS Risk Dimensions 6.6.詳細については、SAS Risk Dimensionsを参照してください。

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2016年2月(SAS 9.4, Rev. 940_16w08)

         
            次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
               
               
                  
                     	
                        SAS/ACCESS 9.4 Interface to the PI System

                     

                     	
                        SAS Add-In 7.12 for Microsoft Office

                     

                     	
                        SAS Enterprise Guide 7.12

                     

                     	
                        SAS IT Resource Management 3.7

                     

                     	
                        SAS Studio 3.5

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2016年1月(SAS 9.4, Rev. 940_16w04)

         
            次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
               
               
                  
                     	
                        DataFlux Data Management Server 2.7

                     

                     	
                        DataFlux Secure 2.7

                     

                     	
                        SAS Data Loader 2.4 for Hadoop

                     

                     	
                        SAS Federation Server 4.2

                     

                  

               

            

            
               
               次の製品は、メンテナンスリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        
                           DataFlux Authentication Server 4.1M1。詳細については、DataFlux Authentication Server 4.1を参照してください。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Anti-Money Laundering 6.3M1。詳細については、SAS Anti-Money Laundering 6.3を参照してください。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Customer Due Diligence 6.3M1。詳細については、SAS Customer Due Diligence 6.3を参照してください。

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年11月(SAS 9.4, Rev. 940_15w47)

         
            SAS Event Stream Processing 3.2が現在使用可能です。詳細については、SAS Event Stream Processing 3.2を参照してください。

            SAS Contextual Analysis 14.1M1が現在使用可能です。詳細については、SAS Contextual Analysis 14.1を参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年10月(SAS 9.4, Rev. 940_15w42)

         
            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        SAS High-Performance Risk 3.5

                     

                     	
                        SAS Risk Dimensions

                     

                  

               

            

            Social Network Analysis Server 6.2M2が現在使用可能です。詳細については、SAS Social Network Analysis Server 6.2を参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年8月(SAS 9.4, Rev. 940_15w33)

         
            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        
                           SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 26。詳細については、SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 26を参照してください。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Visual Analytics 7.3。詳細については、SAS Visual Analytics 7.3を参照してください。

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年7月(SAS 9.4, Rev. 940_15w31)

         
            SAS Data Loader 2.3 for Hadoopが現在使用可能です。詳細については、SAS Data Loader 2.3 for Hadoopを参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年7月(SAS 9.4, Rev. 940_15w29)

         
            SAS Factory Miner 14.1が新しい製品です。詳細については、SAS Factory Minerを参照してください。

            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        SAS Business Rules Manager 3.1

                     

                     	
                        SAS Contextual Analysis 14.1

                     

                     	
                        SAS Data Integration Studio 4.901

                     

                     	
                        SAS Decision Manager 3.1

                     

                     	
                        SAS Enterprise Miner 14.1

                     

                     	
                        SAS Environment Manager 2.5

                     

                     	
                        SAS/ETS 14.1

                     

                     	
                        SAS Forecast Server 14.1

                     

                     	
                        SAS High-Performance Analytics Infrastructure 3.1

                     

                     	
                        SAS/IML 14.1

                     

                     	
                        SAS 9.4 In-Database製品

                     

                     	
                        SAS Model Manager 14.1

                     

                     	
                        SAS/OR 14.1

                     

                     	
                        SAS/QC 14.1

                     

                     	
                        SAS/STAT 14.1

                     

                     	
                        SAS Studio 3.4

                     

                     	
                        SAS Text Miner 14.1

                     

                     	
                        SAS Theme Designer 4.7 for Flex

                     

                  

               

            

            
               
               次の製品は、SAS 9.4M3の一部として更新されました。

               
                  
                     	
                        Base SAS 9.4

                     

                     	
                        SAS/ACCESS

                     

                     	
                        SAS 9.4 Data Quality Server

                     

                     	
                        SAS/GRAPH 9.4

                     

                     	
                        SAS Grid Manager 9.4

                     

                     	
                        SAS 9.4 Intelligence Platform

                     

                     	
                        SAS 9.4 OLAP Server

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年5月(SAS 9.4, Rev. 940_15w20)

         
            SAS Model Risk Managementが新しい製品です。詳細については、SAS Model Risk Managementを参照してください。

            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        SAS Add-In 7.11 for Microsoft Office

                     

                     	
                        SAS Enterprise Guide 7.11

                     

                     	
                        SAS Event Stream Processing 3.1

                     

                     	
                        SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.94

                     

                     	
                        SAS High-Performance Risk 3.4

                     

                     	
                        SAS IT Resource Management 3.6

                     

                     	
                        SAS Risk Management for Banking 3.3

                     

                     	
                        SAS Visual Analytics 7.2

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年4月(SAS 9.4, Rev. 940_15w16)

         
            SAS Scalable Performance Data Server 5.2が提供されています。詳細については、SAS Scalable Performance Data Server 5.2を参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年3月(SAS 9.4, Rev. 940_15w12)

         
            
               
               次の製品が、新たに追加されました。

               
                  
                     	
                        
                           SAS Data Loader for Hadoop。詳細については、SAS Data Loader for Hadoopを参照してください。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS Energy Forecasting。詳細については、SAS Energy Forecasting 3.1を参照してください。

                        

                     

                  

               

            

            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        SAS Data Remediation 2.2

                     

                     	
                        SAS Job Monitor 2.2

                     

                     	
                        SAS Marketing Automation 6.4

                     

                     	
                        SAS Marketing Optimization 6.4

                     

                     	
                        SAS MDM 4.2

                     

                     	
                        SAS Real-Time Decision Manager 6.4

                     

                     	
                        SAS Task Manager 2.2

                     

                     	
                        SAS Visual Process Orchestration 2.2

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年2月(SAS 9.4, Rev. 940_15w08)

         
            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        SAS Data Quality Accelerator 2.6 for Teradata

                     

                     	
                        SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 25

                     

                     	
                        SAS Studio 3.3

                     

                  

               

            

            
               
               次の製品が拡張されました。

               
                  
                     	
                        
                           DS2言語。SAS In-Database Code Accelerator for Hadoopでは現在、HCatalogを使用して複雑な非区切りファイルを処理しています。詳細については、DS2言語を参照してください。

                        

                     

                     	
                        
                           SAS 9.4 In-Database Code Accelerator for Hadoop。詳細については、SAS 9.4 In-Database製品を参照してください。

                        

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2015年1月(SAS 9.4, Rev. 940_15w04)

         
            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        SAS Anti-Money Laundering 6.3

                     

                     	
                        SAS Customer Due Diligence 6.3

                     

                     	
                        SAS Financial Management 5.5

                     

                  

               

            

            SAS Social Network Analysis Server 6.2M1が出荷されました。詳細については、SAS Social Network Analysis Server 6.2を参照してください。

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2014年11月(SAS 9.4, Rev. 940_14w47)

         
            次の製品が、新たに追加されました。
               
               
                  
                     	
                        SAS Business Data Network 3.1

                     

                     	
                        SAS Lineage 3.1

                     

                  

               

            

            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        DataFlux Data Management Server 2.6

                     

                     	
                        SAS Event Stream Processing Engine 2.3

                     

                     	
                        SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.91

                     

                     	
                        SAS High-Performance Risk 3.3

                     

                     	
                        SAS LASR Analytic Server 2.5

                     

                     	
                        SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 24

                     

                     	
                        SAS Quality Knowledge Base for Product Data 5

                     

                  

               

            

         

      

      最終更新: 2017/07/28

   
      
         2014年10月(SAS 9.4, Rev. 940_14w41)

         
            
               
               次の製品は、新しいリリースが出荷されました。

               
                  
                     	
                        DataFlux Data Management Studio 2.6

                     

                     	
                        SAS Add-In 7.1 for Microsoft Office

                     

                     	
                        SAS Enterprise GRC 6.1

                     

                     	
                        SAS Enterprise Guide 7.1
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